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「オッタル。あの子、また強くなったわ」

「重畳ちょうじょう、ですか」

「ええ」

　薄暗い室内。窓の外を包む宵闇よいやみが部屋の奥まではびこっている。

　テーブルの上の魔石灯が蠟燭ろうそくのようにほのかに揺れる中、フレイヤは静かに口端こうたんを上げた。

　迷宮の真上に築かれた摩天楼施設バベル。その最上階。

　調度品の数は少ない。一級のスイートルームを彷彿ほうふつさせる広い室内に似合わないほど飾り気はないが、代わりに品のどれを取っても豪奢ごうしゃに過ぎていた。同時に部屋の内装と品よくあしらえてもある。

　巨大な本棚に常識では考えられないほど大きなベッド、暗赤色でシックな絨毯じゅうたん。壁には境を挟んだ太陽と月の絵画がかけられている。

　銀髪の女神はワイングラスを手に取りながら、選りすぐりの従者と一つの話題に興じていた。

「見違えたわ。【ステイタス】がどうこうじゃないの。魔法という切っかけを一つ手に入れただけで、あの子の輝きは一層鮮あざやかになった……私の目には器が洗練されたように見える」

　広い一室へ冷たく差し込む月明かりにグラスをかざし、ゆらゆらと光が反射する水面を眺める。

　照らされる若い白ワインには色の深みはない。勿論もちろん味わいも。

　しかしフレイヤは、その透すいた色こそ何事にも代えがたいと思っているかのように、己の銀瞳を笑みの形に細め、グラスに口付けた。

「器の発展……進境が著いちじるしいと？」

「そういうことになるかしら」

　部屋の隅で顔色を変えることのないオッタルと、短く受け答えをする。

　直立不動の姿勢で主神を見つめる従者は静かだった。

　彼の錆色さびいろの瞳ひとみに見守られながら、そこでおもむろに、フレイヤはそろりと瞼まぶたを半分下ろす。

「でも、一つだけ……一つだけ、輝きを邪魔する淀よどみがある。まるで枷かせのようにあの子を縛っているわ」

「……」

「そうね、十分に足る器はある。けれど、芯が足りない。いえ芯そのものはある、でもそれが曇って見える……何かが欠けているのか、何かが邪魔しているのか」

「オッタルはわからない？」とフレイヤは振り返り意見を求めた。まるで同じ男の子でしょう、と尋ねるかのように。

　巌いわおのような獣人はしばし口を引き結び、主人の問いに答えた。

「因縁かと」

「因縁……？」

「はい。フレイヤ様がお話してくださった、その者とミノタウロスの因縁……払拭ふっしょくできない過去の汚点が、本人もあずかり知らない場所で棘とげとなり、苛さいなんでいるのかもしれません」

　オッタルにはベルとミノタウロスの話を聞かせてある。フレイヤ自身、直接その話をベルの口から聞いたわけでもなく、あくまでそれらしい話が耳に入っただけだ。

　推測の域を出ないが、しかし彼があの猛牛のモンスターに惨敗さえ生温なまぬるい体たらくを演じただろうことは、確信に近い。

　フレイヤは折りたたんだ指をその細い顎あごに添そえた。

「つまり、トラウマ……本当に子供達は繊細せんさいなのね。私達は執着することはあっても過去には縛られない。興味深いわ。……それとも、貴方あなた達の方から見たら、私達は能天気なだけ？」

「滅相めっそうもありません」

「もう少し乗ってくれると、私も退屈しないで済むのだけど……」

　慇懃いんぎんな態度を崩さないオッタルに「まぁいいわ」と微笑びしょうし、再び彼を見る。

「それなら、あの子に取りついている茨いばらを取り除くには、どうしたらいいのかしら？」

　いっそ挑戦的に見える眼差まなざしと笑みを向け、フレイヤは従者に問うた。

「因縁たる過去と決別するというのなら、己の手で過去たる象徴を打ち破る以外に、方法はありますまい」

　オッタルもまた、主神の問いを真正面から受け止める。

「……さしもの貴方もそうだったの？」

「男はみな轍てつを踏む生き物だと、自分はそのように愚考します」

　くすり、とフレイヤは笑って視線を引き払った。

　憂慮の原因を一つ取り上げた彼女は、機嫌の良さを窺うかがわせながら思考に耽ふける。

（ミノタウロスという原因モンスターがあの子に影を落としているというのなら、答えは単純、何をするわけでもなく待てばいい。いつか今より成長したあの子なら、確実に乗り越えられる壁……）

　時が経てばベルはミノタウロスを倒す実力を備えることになる。

　尾を引いている過去から脱却できるということだ。何も問題はないだろう。

（そして、ミノタウロスを倒した暁あかつきには、あの子の輝きを阻はばむものは何もなくなる……）

　そうなれば、やがてフレイヤの前に完熟して現れるだろう。きっと彼女の瞳が見惚れてしまうほどに。

　待ち遠しい、と素直に思う。今のフレイヤにとってベルは関心の中心だ、何者よりも魅力的になっている。

　欲しいのだ、あの少年が。

　ずっと手に届く位置に置いておきたいと思えるほどに。

　そう考えたところで、フレイヤは、ふとオッタルに問いかけた。

「オッタル」

「何でしょうか？」

「貴方、何も思わないの？　私はあの子に夢中になって、既にいる【ファミリア】の貴方達を放ってばっかり」

　表情を変えず黙っているオッタルに、フレイヤはなおも続ける。

「もしあの子が貴方より強くなったら、どうするのかしら？」

「……」

「私は貴方よりあの子を重宝するようになるかもしれないわ。貴方の今いるその場所を取り上げて、代わりにあの子をすげ替えるかもしれない」

「フレイヤ様のお心のままに」

「妬やかないの？」

　オッタルは顔色を変えず真摯しんしに、むしろ信頼さえ覗のぞかせて言った。

「貴方の愛はみなに平等です。特別はあれ、優劣はない」

「……」

「私がこの場から姿を消したとしても、貴方の愛は消えないと確信しております」

　銀の瞳と錆色の瞳が交差する。

　無言が流れる中、オッタルはその巨体を折って静かに頭を下げた。

「出過ぎた言葉を」

「構わないわ。むしろ益々ますます愛しく思えてきた、貴方のこと」

「光栄の極みでございます」

　軽口を叩たたき合うかのように二人は言葉を交わした。

　フレイヤはそれから少し意地悪そうに笑みを浮かべ、その美しい声を紡つむぐ。

「でも残念ね。堅物かたぶつの貴方が嫉妬しっとする姿、少し見てみたかったのに」

「お望みとあらば」

「……ふ、うふふふっ！　あははははっ！　お願いよっ、オッタル？　あまり笑わせないでちょうだい？　貴方が生真面目にやきもちを焼いているところなんて見たら、私、笑いを堪こらえられる自信がないわ」

「……」

　心底可笑おかしそうにフレイヤは声を漏もらして笑った。口もとに手の甲を当て、まるでいたいけな少女のようにお腹を抱えてみせる。

　オッタルの方といえば、随時引き締まっている顔がこの時ばかりはほんの少し──恥じらうように──揺れた。頭部から生える猪耳がやや変な方向に曲がる。

　一ひと頻しきり笑ったフレイヤは目もとを拭ぬぐう仕草をしてから、内心では羞恥しゅうちを全開にしている配下の心情を察してやり、空気を入れ替えるように話をそれとなく変えた。

「ねぇ、オッタルはどう思う？」

「……と言いますと？」

「あの子のこと。私の不安は杞憂きゆうに過ぎないかしら？」

　先程までの自分の考えについて尋ねてみる。

　オッタルはすぐに雰囲気を纏まとい直し、耳を傾けた。

「あの子はもう私が手を出さずとも強くなる。いずれは貴方の言う因縁も断ち切れるほどに」

「……」

「でも、本当にそれでいいのかと思う私もいるわ。言葉では上手く説明できないけれど……いずれ、その内、時間が経てば……そんな文句を並べていると、そうね、酷ひどく小心のようにも思えてしまう。そんなことないのに、自分が堕落だらくしているみたい」

　考え過ぎかしら、と独白のように呟つぶやく。

　何も問題ない、何も間違っていないベルの現状に、フレイヤはただ漠然と思ってしまう。本当にこのままでいいのかと。

　はっきりとした根拠はない。ただ、多くの子供達……才能ある己の派閥はばつの団員達を見守ってきた彼女は、時間の経過だけに全てを委ねてしまってもいいのかと思ってしまうのだ。

　オッタルはこの時、初めてその瞳を細めた。

「オッタルも、この問題は時間が解決してくれると思う？」

「ええ、間違ってはいません。いずれはそうなるでしょう。しかし……」

　オッタルは一度言葉を切り、絶対の確信とともに口を開く。

「冒険しない者が殻を破れぬのも、また真理でしょう」

　言い切った。

　己の持論を。

　ここにはいない、とあるハーフエルフの少女と対極の論を。

　いくども命を賭とし現在の自分を築き上げた生粋きっすいの武人は、冒険しない者に高みへは至れないと、はっきり言い切った。

　それはフレイヤさえ見通すことのできない少年の『未知』を引き出す可能性も示唆しさしている。

　そう。

　フレイヤは見通せず、オッタルだけが見込んだ、少年の可能性。

「……今度のあの子への働きかけ、貴方に任せるわ、オッタル」

　美の女神は葡萄酒ぶどうしゅの香るグラスを手放した。

　両目を閉じ、どこか投げやりに椅子の背もたれへ寄りかかる。

　オッタルはこの時ばかりは訝いぶかしげな顔を隠そうとしなかった。

「……どのような風の吹き回しですか？」

「だって、私より貴方の方が今のあの子のこと、わかっているんだもの」

　うつむいて、少し拗すねたように言葉をこぼした後。

　顔を上げたフレイヤは、瞳を細めて妖麗ようれいに笑った。

「嫉妬しちゃうくらいに」

















　太陽が空の正中に差しかかろうとしている。

　摩天楼施設バベルから北に進んだメインストリート。

　冒険者より市民の姿が目立つこの大通りに、オープンカフェが面していた。からっとした日差しのもと多くの客が談笑を交わしている。

　多くの日傘パラソルが開き日除ひよけを作る中、ベルとリリは二人で白いテーブルを挟んでいた。

「じゃあ、【ソーマ・ファミリア】の方はもういいの？」

「はい。リリはじきに亡くなったことにされるでしょうから」

　ベルとリリがあらためてパーティを結成して一日。

　リリを今取り巻いている状況の確認のため、ベルは彼女から説明を受けている。

「死人という扱いになれば【ソーマ・ファミリア】に関わる必要はないですし、あちらからも付け狙われることはないでしょう。何せ、もういないことになっているのですから」

　なのでベル様にご迷惑はかけません、とリリは笑って言った。

　変装時の前髪がなくなったことであらわになっている、その円つぶらな瞳ひとみと愛くるしい顔立ちを視界に収めながら、ベルは若干眉を曇くもらす。

「僕のことはどうでもいいんだけど……その、死人だなんて、リリはいいの？」

「お心づかいありがとうございます、ベル様。ですが割り切った方がいいかと。リリには身寄りはいませんし……ベル様がリリのことをご存じであるなら、リリはそれだけで満足です」

　本心からそう言っているリリに、ベルもこれ以上触れるのは止やめた。

　彼女の傷口を広げるような真似まねになると思い、無理矢理自分の中で完結させる。

「リリがそう言うならわかったよ。でも、【ソーマ・ファミリア】の人達にバレないかな？　リリが生きてるってこと」

「絶対とは言い切れませんが、今のリリに繫つながりそうな足跡はこの二日で消しておきました。そこまで心配することはないと思います。……それに、リリにはこれもありますし」

　ぺたり、とリリは自分の頭を撫なでる。本来の栗色ではないダークブラウンの髪がさらりと揺れ、またそのすぐ近くで猫の獣耳がぴくぴくと動く。瞳も輝くような黄金こがね色だ。

【シンダー・エラ】。

　リリの十八番おはこの変身魔法により、今の彼女の外見はどこからどう見ても獣人の子供だった。顔立ちだけはそのままであるが、間違っても小人族パルゥムには見えない。

　この能力を知らない限り、他者が『リリルカ・アーデ』に辿たどり着ける可能性は万が一にもないと言える。ベル自身、この魔法の存在を打ち明けられた時はそれは驚いたものだ。

「えーっと、それじゃあ……」

「はい、問題はありません。あったとしても、ベル様の手を煩わずらわせることはさせませんから」

　それはもういいよ、とベルは苦笑しながら、ひとまず安堵あんどを覚えた。

　これでリリが危険な揉もめごとに巻き込まれることもないだろうと。もしそうなっても、今度は力になってやれる筈はずだと。

　正直なところ、リリが死にかけたことの顚末てんまつを聞いて怒りと悔しさも感じている。人を人と思わない暴挙に対する怒りと、そんな彼等に仕返しができないという悔しさだ。

　だが、リリのことを思えば【ソーマ・ファミリア】には関わるべきではない。こと限って、現状での報復は自ら危険を呼びにいく行為だ。

　リリが無事ならそれでいい。ベルは厄介やっかいな感情を振り払ってそう結論付ける。

　もう溝みぞは埋まった。

　全てではないかもしれないが、ぽっかりと隔へだたっていた自分達の距離は確かに縮まった。互いに手を繫つなげられるほどに。

　ここから再出発だと、ベルは笑みを滲にじませた。

「……ベル様」

「ん、なに？」

「ベル様は、本当にこのままでいいんですか？」

「え？」

「リリをこのまま許してしまっていいんですか？」

　ところが、ベルとは真逆にリリは表情を暗くさせる。

　ややもすれば縋すがるような目でベルを見つめてきた。

「リリはベル様を騙だましていたんですよ？　ベル様の厚意につけ込んで、あまつさえ裏切ったんですよ？」

「……」

「しかも、くすねてきたお金も返せません。このまま許されてしまったら、リリは……」

　リリとの関係が未だすっかりもと通りといかないのは、これが原因だった。

　自責だ。罪悪感だ。贖罪しょくざいの渇望かつぼうだ。

　犯した自分の行為にリリは苛さいなまれている。もう何度謝罪されたかベルはわからない。

　先日の一件でリリは全財産を失っている。換金していた手持ちのお金とアイテム類、貯金と言えたノームの宝石も【ファミリア】の仲間に奪われてしまったからだ。返すものがないという負い目は、彼女の心に一層の自己嫌悪の念を落としているようだった。

　大丈夫だから、と繰り返して言ってもリリの顔は優すぐれることはなく、むしろそう言う度に落ち込んでいる風にも見える。いっそ彼女は文字通りの手痛い罰を望んでいるのかもしれない。

　こういうのは求めてなんかないんだけどなぁ……、とベルは参ったように頭をかいた。

　とにかく、苦手なのだ。

　折檻せっかんなどは勿論もちろん、このような人の上から偉そうにものを言ったり、諭さとしたりするのは。

　今までがことごとく、されてきた側だっただけに。

　顔をうつむけるリリを見ながら、何とか彼女の罪悪感を取り払おうと、ベルが必死に上手い解決法を探していると……そこへ、援軍がやって来た。

「おーい、ベル君！」

「あっ、神様！」

　自分を呼ぶ幼い声に立ち上がると、案の定、ヘスティアがカフェに姿を現していた。

　リリとそこまで変わらない小さな体が、賑にぎわう客の群れを縫ぬってベル達の前に到着する。

「お待たせ。すまない、待ったかい？」

「そんなことないです。それよりもすいません、バイトに都合をつけてもらって……」

「ボクの方は平気さ。それより……彼女がそうかい？」

「あ、はい。この子が前に話した……」

「リ、リリルカ・アーデです。は、初めましてっ」

　向けられる視線にリリは慌あわてて椅子を降りて一礼する。

　ヘスティアがこの場に同席することになったのは、彼女自身が言い出したことだった。

　彼女の真意は明らかだ。つまり、自分の【ファミリア】の団員に関わるサポーターをこの目で確かめようというのだ。

　女神の眼鏡にかなわなければ、リリはベルとのパーティ解消もありうるかもしれない。それを事前から察しているリリは、緊張した面持おももちでヘスティアと向かい合う。

　だがそこで、ベルは思い出したように「あっ」と呟つぶやきをこぼした。

「いけない。神様の椅子を用意してもらってないや……」

「……！　なぁにっ、気にすることはないさ！　この客の数だ、代わりの椅子もないだろう！　よし、ベル君座るんだっ、ボクは君の膝ひざの上に座らせてもらうよ！」

「あはは、神様もそんな冗談を言うんですね。ちょっと待っていてください、店の人に頼んできますから」

　笑いながらベルは去っていった。謀はかりごとを知らない純粋な子供の笑みだった。

　置いてかれたヘスティアはしばし動きを止めていたかと思うと、へにゅん、とツインテールがしおれる。

　哀愁あいしゅうを漂ただよわせるその後ろ姿に、リリは戸惑とまどいを隠せない。

「……ちょ、ちょうどいい。ベル君には最初から席を外してもらう予定だったんだ、何も問題はないさっ」

「は、はぁ」

　少し強張こわばった頰ほおを赤らめながら、ヘスティアはぴょんっとベルの座っていた席に腰かける。

　リリもそれに倣ならった。

「じゃあ、早速付き合ってもらうよ。あの子もすぐ帰ってくるだろうしね。自己紹介なんかはいいだろう？　君もベル君からボクのことは聞いているだろうし」

「は、はい」

　話の主導権を真まっ先さきに握られていたことにリリが気付いたのは、もう少し後のことだった。

　小人族パルゥムであり年幼く見えるリリと比べても、ヘスティアのあどけなさは遜色そんしょくない。本当に少女と幼女の境を揺れ動いている。

　だが、かえってそのアンバランスさが、整い過ぎた容貌ようぼうの美しさに拍車をかけていた。

　いじらしくもあり、凛々りりしくもある。あたかも矛盾した二つの美を内包させ両立させてしまったような。

　日傘パラソルを掠かすめて届いてくる日の光を浴びて、漆黒しっこくの髪が艶つやを帯びていた。

「率直に聞くよ。サポーター君、君はまだ打算を働かせているかい？」

「──っ」

　言葉違たがわず真まっ直すぐ切り出された問いに、リリは動揺した。

　ヘスティアは表情も瞳の色も変えず自然体のままだ。しかしそこには彼女を神たらしめる威厳いげんが確かにある。

　リリは試されていることを知った。見極められていると。

　名前を呼んでもらえていないのが何よりの証拠だった。ベルにしてきたことを考えれば当然の成り行きでもある、まず信用に足る小人族パルゥムではないのだから。

　だからリリは、噓うそ偽いつわりなく己をぶつけることにした。

「ありえません。リリはベル様に助けられました。もう、あの人を裏切る真似なんかしたくない」

　視線が混じり合う。どちらも逸そらそうとしない。周囲の喧騒けんそうが遠い場所に離れていく。

　神の前では噓はつけない。

　どこかで聞いたことのあるその言葉が真実だということを、リリは全てを見透かしているような女神の瞳を前にして悟った。

　彼女達がその気になれば、下界の者の噓は全て看破かんぱされるのだろう。

「……うん、わかった。君のその言葉は、まず信じよう」

　リリにとって長い時間が終わりを告げた。

　肺に溜ためた空気を一気に解放するのを堪こらえながら、ゆっくりと肩の力を抜いていく。

「サポーター君、ボクはベル君のことを大事に思っている。あの子なら目に入れても痛くないと豪語できるほどにね。ボクの初めての眷族かぞくだ、失いたくないというのが心からの本音だよ」

　ヘスティアは一呼吸を置いて、なおも発言を続けた。

　不意を打たれつつ、リリはすぐに聞く姿勢を作る。

「ベル君に話を聞いて、君の境遇は概おおむね把握しているつもりだ。何故なぜ泥棒まがいのことをやっていたのかも含めてね」

「……」

「君に安い同情をするつもりはないし、それは無駄だと思ってる。だから過ぎたことに何も言うつもりはない。……ただ」

　本題だ、と言うようにヘスティアは言葉を溜めた。

　双眸そうぼうからリリ以外のものを全て取り除いて、言う。

「もし同じことを繰り返して、あまつさえあの子を危険に晒さらしたら……ボクは君のことをただじゃおかないからな」

　──リリは体を硬直させた。

　呼吸の仕方が一瞬わからなくなる。

　忘れていた。目の前の少女は、自分達の身近にいる彼等彼女達は、人知を越えた『神』という存在であるということを。

　リリはおろか、この都市を一瞬で灰塵かいじんに帰す力を持った超越存在デウスデアだということを、当たり前過ぎて忘れていた。

　青みのかかった瞳に射い竦すくめられ、心臓を鷲わし摑づかみにされる中、それでもぶれることのない想いを支えにして、リリは前を見据みすえながら口を開いた。

「……誓います。もう二度とあのようなことはしないと。ベル様にも、ヘスティア様にも……何より、リリ自身に」

　何も知らない街の活気が賑やかに流れていく。

　無言を交わし合っていた二人の時間は、ヘスティアが瞑目めいもくすることで終わりを告げた。

　ぱちぱちと瞬またたきをした彼女は「わかったよ」というように視線を飛ばし、リリの方はもう我慢できず脱力する。テーブルの上に突つっ伏ぷしそうになった。

　彼女に釘くぎを刺したヘスティアはそれから、その豊満な胸の前で腕を組み押し黙った。何故か急激にむっつりしだしている。自分にはないものを見せつけられうぐっと詰まりながら、リリは居心地の悪い空間に体を小さくさせた。

「……サポーター君、正直に言うよ」

「は、はいっ」

「ボクは君のことが嫌いだ。ベル君に付き纏まとってほしくないと思ってる」

「！」

　リリが目を見開く間にも彼女は声を連ねた。

「当たり前だろう。話を聞いた時から君に対するボクの心証は最悪さ。ベル君の人の良さに付けこんで好き放題たぶらかして、あまつさえ手の平を返したように今では取り入ろうとして。何が目的だ、この泥棒猫めっ」

【シンダー・エラ】によって生えている獣耳がビクリと揺れる。

　言い得て妙みょうだとも思ったが、少し違うような、とリリは汗を流しながら思った。

「大体さっきから何だい？　会った時からずっとしょぼくれたような顔をして。見ているこっちがほとほと憂鬱ゆううつになってくるよ」

　まるでお前の顔を見ていると飯が不味まずくなるというような言われようだった。

　目を尖とがらせたヘスティアの言葉は止まらない。

「大方、ベル君のことを考えていたんだろう？」

「っ！」

「何故わかったかって？　ふんっ、いつも鏡の前で類るいは違えど似たような顔を見ているからさっ。あー、やっぱり嫌だっ、君をベル君の側になんか置きたくないっ！」

　ついにはえも言われぬ波動がヘスティアの背中から立ち昇のぼり始めた。

　ぎょっと目を剝むいた周囲の客が途端に距離を取り始める中、リリは半泣きしそうになる。

「優しいベル君に助けられて、心を入れ替えたなんて言っている君のことだ、どうせ今度はあの子が優し過ぎて、困り果てているんじゃないかい？」

「!?」

「あの子が君に何もしようとしないから、君は罪悪感に潰つぶれそうなんだ。ボクから言わせればそれはただの甘えだね。本当に嫌なやつだ、君は」

　とうとうヘスティアは言葉にも険を乗せ始めた。

　じろっとやや目を据わらせながら、ぐうの音も出ない小さな小人族パルゥムを見つめる。

「それなら、いいだろう、ボクがベル君の代わりに君を裁さばいてやる。言っておくけど拒否権なんてないぜ。疑似『神の審判』だ、光栄に思うといいさ」

　ふんっと鼻を鳴らしヘスティアはふんぞり返る。

　怯ひるみっぱなしのリリはかろうじて頷うなずくことしかできなかった。いやむしろ、ベルの主神である彼女に言い渡されるなら、という気持ちもあったのかもしれない。

　リリは落ち着きなく次の瞬間を待った。

　ヘスティアの方はというと、ぐぎぎっと歯をあらん限りに嚙かみ締めながら、どこか苦心するようにして……やがてその言葉を吐息とともに落とした。

「ベル君の、面倒を見てやってくれ」

「……えっ？」

　思い切り「ぶすっ」としながらヘスティアは続ける。

「言っとくけど、君のためなんかじゃないんだからな。ボクは今回の話をあの子の口から聞いて、つくづく彼のことが心配になったんだ。というか、確信した。……いつか騙される、と」

「……」

「だから君に頼むんだ。変なやつに引っかからないように目を光らせてくれ。お目付役さ」

　リリは今度こそ驚いた。思考がまとまらないまま何か言い返そうとしたが、かなわない。

　目の前の瞳が口応えを許さなかったからだ。

「そもそも、断罪なんて生意気なこと言ってるんじゃないよ。いまどき神だってそんなことしないぜ？　罪悪感なんて、結局自分が自分のことを許せるか許せないかでしかないんだ」

　それをベルに求めるな、とヘスティアは語気を強くする。

「あの子に後ろめたいことがあるなら、満足するまで恩を返せばいい。当たり前だろう。それが誠意だ、けじめだ。君が心を入れ替えたというのなら、行動で証明してみせろ」

　一気に浴びせられた言葉はそこで終わった。

　辛辣しんらつにも聞こえる女神の神意に、リリは頭を垂れる。

　神ヘスティアはリリにチャンスをくれているのだ。いっそ慈悲じひ深いまでに。

　彼女は寛大かんだいだ。同時に神格者じんかくしゃだ。

　先程までの非難は彼女の偽りのない本音だろう。それでいてなお、リリにベルのもとへいることを許している。

　いかなる者でも慈心じしんを恵む、嘆願たんがんの庇護ひご者。

　その温情に感謝しながら、己のことを見つめるヘスティアに、リリは黙って一礼した。

　彼女達の間で、森の泉に浮かぶような静寂せいじゃくが流れる。

「ごめんなさーいっ、遅くなりましたぁー！」

「……パーティの加入は許可する。あの子のお守もりも任せた。けどっ、くれぐれもっ、出過ぎた真似はしないようにッ」

「はっ？」

　静寂を破ったヘスティアの重苦しい警告に、リリは目を丸くした。

　真意を尋たずねる前にベルが椅子を持ってテーブルへ戻ってくる。頻りに謝ろうとする彼の言葉をみなまで言わせず、ヘスティアは、その腕を取って自分のもとに引き寄せた。

「──なっ」

「神様……？」

「さてあらためて……初めまして、サポーター君。ボクのベル君が世話になっていたようだね」

『ボクの』を強調させてのたまうヘスティア。纏う雰囲気はがらりと一変しており、まるで縄張りを守る虎とらのごときだ。手を出したら食うぞ、と視線が物語っていた。

　リリはぎょっとして、そのヘスティアの牽制に頰を引きつらせる。

　彼女は神だ。寛大で神格者じんかくしゃで、崇あがめるに相応ふさわしい気高けだかい存在だ。

　しかしそれ以上に、子供だ。

　というか──敵ダ。

　わざわざベルの腕を自分のものに絡ませ、わざわざベルの前で仕切り直してくるその意趣いしゅ返しに、リリは頭の裏側あたりに怒りの筋を立てた。

　忠誠に近い感情を彼女へ捧ささげたリリだが、こればかりは話は別。

　ぱしっ！　とベルの反対の手を両手で握って引き寄せる。

　射殺さんばかりに鋭くなったヘスティアの視線を、リリは真まっ向こうから迎え撃うった。

「いえいえこちらこそ。リリにはお優しいベル様には、いつも良くしてもらっていますから」

「……ッ！」

　かたや幼女、かたや幼女。

　いじらしく可愛かわいい幼子おさなごの外見でありながら、二人は女の顔をして睨にらみ合う。

　座っている椅子から地面に足もつかない彼女達は、バチバチと火花を散らし合った。

（かっ、神様ぁあああああああ!?）

　腕に押しつけられた双丘そうきゅうもとい非常事態によって、ベルは今自分の眼前で何が起きているのかもわからない。パニックの極みだ。

　小さい彼女達の前哨戦ぜんしょうせんは、ひとまず神が先制を奪うのだった。

「くっ、さすが神様……！　その胸だけは伊達だてではないということですね……！」

「何が言いたいのかな、サポーター君っ……？」




「えっと、リリ。それで、これからのことなんだけど……」

　一悶着ひともんちゃくの後、ベルが口を切った。

　落ち着きを取り戻したそれぞれが椅子に腰を下ろす中、今は黄金こがね色に染まっているリリの瞳が、不思議そうに彼の方を見る。

「リリは今、ホーム……寝泊まりする家がないんだよね？」

















「はい。以前からそうでしたが、料金の安い宿を転々としています」

　恥ずかしそうに笑うリリを尻目に、ベルはこっそりとヘスティアに目配せする。

　彼女はぶすぅとしながらもしっかりと頷いた。

「リリ、もしよかったら……僕達のホームに来ない？」

「……え？」

「というか、【ヘスティア・ファミリア】に入らないかな？　まだ神様と僕しかいないけど」

　リリが既に【ソーマ・ファミリア】でやっていけないだろうことは、ベルにだってわかる。

　ならいっそ、と思ったのだ。彼女を独りにさせるくらいなら自分達のホームに迎えたいと。むしろベル自身の希望でもある。

　リリを見定めたヘスティアから目立った反対もなく、後はリリ自身が頷くのを残すのみだ。

「……ヘスティア様、よろしいんですか？　ヘスティア様はリリのことを……」

「ふ、ふんっ……勘違いしないでくれよ？　いくら嫌いなやつでも、身寄りのない子供を放っておくのはボクの存在意義に関わるんだ。再就職先が見つかるまで、少し面倒を見てやろうと思っただけさっ」

　頰を染めて顔を背ける主神の素直ではないその姿に、ベルは苦笑する。

　リリはその光景にクスリと穏おだやかな笑みを漏らした後、ゆっくりと、顔を横に振った。

「ありがとうございます、ベル様、ヘスティア様。そのお気持ちだけでリリは十分です」

「え……ど、どうして!?」

「これ以上お二人の優しさに溺おぼれることが心苦しいのと……リリはまだ、【ソーマ・ファミリア】の一員ですから」

　啞然あぜんとするベルにリリは淡く笑いかけながら、肩の上からそっと背中に手を伸ばす。

　彼女の背に刻きざまれているだろう【ステイタス】の存在に、ヘスティアも眉をひそめた。

「まだ【ソーマ・ファミリア】の構成員であるリリは、ベル様達のホームへは行けません。もしリリがベル様達のホームに通っていることがバレてしまえば、いらぬ火の粉こが確実にお二人に及びます。そんなことになってしまったら、リリは耐えられません」

「ぼ、僕は別にそんなことっ……ぁ」

　食い下がろうとするベルだったが、何かを思い出したように止まる。

　ことは彼一人の問題ではない。そこには巻き込んでしまう家族が確かにいる。

　ベルは沈痛そうに瞼まぶたを重くしながら、何かを考え込んでいるヘスティアの方を見た。

「サポーター君、【ソーマ・ファミリア】脱退の条件は、いや脱退自体は禁止されているのかい？　君の主神は何て言っているんだ？」

「ソーマ様はこれと明言しているわけではないのですが……恐らく、大量のお金が必要になってくると思います」

「金か……」

　人員に次いで、資金は【ヘスティア・ファミリア】に圧倒的に不足しているものの一つだ。

　ベルの著しいダンジョン進捗しんちょく状況もあって、約一月前に比べれば遥はるかに潤沢じゅんたくになっているが、やはりそれも生半可に過ぎる。せいぜい十万ヴァリスそこそこが支払い能力の限界だ。

　それにもしヘスティア達が脱退金を立て替えることができたとしても、リリは決して受け取らないだろう。

「あの、【ファミリア】から抜けることって、そんなに難しいんですか……？　僕の知人の方に、【ファミリア】から脱退している人がいますけど……」

「その主神次第だね。団員の申し出を受け入れてくれる神もいれば、取り合わない神もいる」

【ファミリア】の脱退は、抜ける側の当人だけではなく、抜けられる側の【ファミリア】側にも危険性リスクが付き纏う。情報漏洩ろうえいはその最たる例だ。

　どんなに放縦ほうじゅうな神でも派閥の最低限の管理だけはデリケートに行っているものなので、大概の場合、神達は構成員の脱退を嫌っていた。

「君のその知り合いも、案外、人には言えない事情っていうものを、抱えているのかもしれないよ」

　リリのことを一度見やってからそのように告げてくるヘスティアに、ベルも彼女の言わんとしていることがわかった。

　リリと同じ派閥に所属しつつ離脱──つまり脱走状態。野良猫のらねこならぬ、野良の冒険者だ。

　神の許しを受けていると言う『豊穣ほうじょうの女主人』の女将ミアはともかく、シルがわけありだと口を濁していた酒場の店員達は、まさにそれが当てはまるのかもしれない。

　聞かずとも、その境遇の立場の者達が生きにくくなるだろうことは、察しがついた。

「……自分の意思で【ファミリア】に入った人じゃなくても、許してもらえないんですか？」

「貴族の子は貴族、農民の子は農民。つまりはそういうことです、ベル様」

　構成員の間で子がなされれば、その子供が【ファミリア】に入団するのは義務だ。

　主神にしてみれば、己の分身を作った時点でそれは当時者達の責任、自分は望んでいなかったと子供が騒ぎ出しても関与するところではない。

　突き放した言い方をしてしまえば、神の知ったことではないのだ。

　脱退の許可は、結局、主神の度量次第。善良な神に恵まれるか否か。

　運がなければ、ある神には大金を請求され、ある神には無理難題を課せられニヤニヤと成り行きを見守られる。

　ベルは複雑そうな顔で、笑っているリリを見つめた。

「ソーマの協力が得られないのなら、『恩恵』の引き継ぎもできない……改宗コンバージョンも無理か」

「そうなりますね……」

「けど、君もこのままでいるつもりはないんだろう？　いつか打診しにでも行くつもりかい？」

「はい。今はまだ無理だと思いますけど、折を見てソーマ様のもとへ足を運ぼうと思います。いい返事が聞けるかどうかはわかりませんが……」

　それきり話が一時途切とぎれた。それぞれが思い詰めたような顔を浮かべる。

　うららかな陽光が少々無神経に照る中、ベルは顔を上げてリリに向かって尋ねる。

「じゃあリリ、これからどうするの？　また他の宿に、一人で……？」

「実は顔馴染なじみのお店……まぁリリにとっては正確には違うんですけど、ともかく、気を許せるノームのお[image: ]じいさんがいるので、そこでしばらくお世話になろうかと思っています。あ、勿論働きますよ？　なるべく変身も使わないで、ちゃんと認めてもらえるように努力します」

　影もなく明るく答えるリリの言葉に、あてがあるとわかったベルはひとまず安心した。

（今度、エイナさんとも話した方がいいよね……）

　情けない話だが、【ソーマ・ファミリア】の問題はエイナの手を借りないことには何も状況が進みそうにない。

　本来、ギルドもよほど大きな案件でなければ【ファミリア】の問題に対して干渉しない。

　彼等はオラリオの管理者であって、冒険者やサポーターのための慈善組織ではないのだ。

　ギルドが冒険者を援助するのは、あくまでダンジョンから生まれる利益を効率良く回収するために過ぎず、冒険者やサポーターの個人間のトラブルはまず受け合うことはないのである。

　エイナの人の良さと厚情こうじょうに甘えてしまっていると、ベルはこめかみを片手で押さえた。

「おいおい、そんな押しかける真似して平気なのかい？　何だったら、ボクのバイト先を紹介してあげようか？」

「いえいえ。リリは魔石点火装置ひのもとの扱いを間違えて、バイト先の露店ごと大爆発させる真似だけは御免なので、丁重にお断りさせてもらいます」

「なぜそれを知っているッ!?」

「つい先程周囲の喧騒から拾ったのですが、ロリ神の祟たたりこと、北通りの天災の噂うわさはこの界隈かいわいでも有名なのだとか……」

「うわああああああああっ!?　ベル君の前でバラすなぁああああああああああ！」

「むぐぐぐうっ!?」

　でもまぁ、ともベルは思う。

　目の前でふざけ合い笑っている女の子のためなら、この白い頭で良ければ、いくらでも下げようと。

　ベルはようやく本当の笑みを咲かせているリリを見守りながら、自らも相好そうごうを崩した。
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　北西のメインストリート、『冒険者通り』を走って進んでいく。

　僕は神様達と一旦別れ、ギルド本部を目指していた。先程まで話していた【ソーマ・ファミリア】のことについて、報告だけでもエイナさんにしようと思ったからだ。

　既に開店の時間を迎え、通りの両端を埋める店々は今日も賑わいを見せている。

　冒険者の行き来が激しいこの大通りに店を構えるだけあって、ぱっと目に付く商店は立派な構造をした建物が多い。出入り口をお洒落に飾った煉瓦造りの装身具店アクセサリーショップや、頑丈がんじょうそうな灰色の加工石で築かれた道具屋アイテムショップなどなど。陳列窓ショーウィンドウの奥に並べられる商品だって、どれも総じて品質が高そうなものばかり。

　周囲では、本日の冒険者業は休業なのか、武具を脱装した身軽な私服姿の亜人デミ・ヒューマン達の姿が多く見受けられ、通りの店々を見て回っていた。パーティと思しき少人数の集団はそれぞれが固まって移動し、何かの話題に花を咲かせながら笑みを交わし合っている。

　ああいうのいいなぁ、なんて、気の知れた仲間内で迷宮探索の買いものを楽しむ光景を、ちょっぴり羨うらやましく思ってしまった。

　やがて広い大通りに現れる大神殿、いや万神殿パンテオン。

　前庭を通って白柱で造られたそのギルド本部へと足を踏み入れる。

　正午を過ぎた中途半端な時間帯もあって──多くの冒険者達が迷宮探索へ繰り出している頃なので──白大理石の広いロビーには空間が目立つ。本来混み合うほどの同業者達はほとんどおらず、僕はすぐにエイナさんを見つけることができた。

「……？」

　受付窓口にいるエイナさんには、先客がいた。

　白い布に包まれた荷物を持って、カウンターを挟み何ごとかを相談している、一人の冒険者。

　相槌あいづちを打ちながら何かを真剣に考え込んでいるエイナさんの表情ばかりに目がいって、僕はこちらに背を向けているその人に注意を向けず、首を傾かしげるくらいで足を進めていった。その長い金の髪に、軽い既視きし感を覚えながら。

　やがて間近まで迫ると、エイナさんが僕の存在に気付く。緑玉色エメラルドの瞳がはっと見開かれた。

　そして、その反応を追うように。

　こちらへ背を向けていた人物が、ゆっくりと振り返る。

（──え）

　金の長髪が揺れ、その奥から、澄すみ切った金の瞳が現れた。

　ほっそりとした顎、ほっそりとした首筋。瑞々みずみずしい白い肌は色香なんていうものとは一切無縁で、ただただ綺麗きれいだった。

　女神様にも劣らないその美しい相貌は、突然現れた僕に、軽い驚きをあらわにしている。

　アイズ……ヴァレン、シュタインさん。

　声を出すことを忘れた僕達は、三者三様の体勢で、その場で動きを止めてしまった。

「……」

「……」

「……」

　主に僕とヴァレンシュタインさんが視線を絡め、エイナさんはこちらの顔を交互に見る。

　呼吸ができていなかった。その金の双眸に見つめられ、頭が真まっ白しろになる。

　長い沈黙が続く中。

　僕は表情を変えず、ゆっくりと、自分の体に回れ右を命じ、彼女達に背を見せる。

　え、と誰かの呟きがこぼれたその直後、出口へ向かって、全力疾走しっそうを開始した。

「ベ、ベル君!?　待ちなさい！」

　エイナさんの制止の声も聞かず、走る走る走る。

　白大理石の床を蹴り抜き腕を大きく振りながら、本部の玄関口を一目散にくぐり抜けた。

　──何で、どうして、エイナさんに、あの人が!?

　──一体何が起こってるの!?

　恐ろしい勢いで首と顔、そして耳を真まっ赤かに染めながら、僕は本能に促うながされるまま加速する。

　混乱が極致に達する中、前庭のド真まん中なかを突っ切り、この場からの離脱を試みた。

　けれど次の瞬間、すぐ隣で、神速の風が走る。

　僕を追い抜き、そして僕の進路に立ちはだかる形で、金の髪を翻ひるがえすあの人が眼前に現れた。

「──いっっ!?」

　目を限界まで見張り、ブレーキなんてかけられないまま、僕は彼女へと突っ込んだ。

「ベル君っ、ヴァレンシュタイン氏!?」

　エイナさんの駆け寄ってくる足音を耳にしながら、瞼を強く閉じていると……何も痛みがないことに気付く。

　はっとしながら目を開けると、僕のお腹と背中には細い腕が回され、横に抱えられるように体が支えられていた。

　呆然ぼうぜんとしながら顔を上げると、あの人が、少し眉を下げがちに僕のことを見下ろしている。

「……ごめんね、大丈夫？」

「っっ──す、すいませんっ!?」

　顔を一層赤くさせながら、飛び跳ねるように彼女から離れる。

　突撃と言って差し支えのなかったあの勢いを完全に殺され、僕は、抱きとめられたらしい。

　心臓をばくばくと震わす一方、無茶苦茶とも言える一連の流れに愕然がくぜんとしてしまう。

「何やってるの、キミは！　いきなり走り去るなんて失礼でしょ!?」

「す、すいません、エイナさん……」

　目の前で叱りつけてくるエイナさんへ反射的に謝りつつ、視線をヴァレンシュタインさんに釘付けにする。

　彼女と目が合った瞬間慌てて顔を背け、僕は、どもりながらエイナさんへ質問を投じた。

「そ、それで、こ、これは、一体どーいう状況で……!?」

「はぁ……ヴァレンシュタイン氏が、ベル君に用があるそうなの」

「えっ!?」

　何が何だかわからないでいる僕に溜息ためいきをつきながら、エイナさんはそれだけを教えてくれた。

　反射的に振り向くと、ヴァレンシュタインさんは手にしていた荷物の布を解ほどく。

　出てきたのは、緑玉色エメラルドのプロテクター。

　僕は大きく目を見開く。

「ダンジョンでこれを拾って、キミに直接返したいからって。ヴァレンシュタイン氏は私に相談しに来てくれてたんだよ？」

　エイナさんがあらましを語ってくれる横で、僕は再び呆然としていた。

　このプロテクターは三日前、度重なるモンスターの襲撃で10階層に落としてしまったものだ。当時はリリのもとに駆け付けようと躍起やっきになっていて、回収することがとうとうできなかったんだけど……。

　そして同時に気付いた。あの時、モンスターに群むらがられていた僕を手助けするように庇かばってくれたのは、きっと、この人だったのだ。

「……ベル君、後は二人で話をつけるんだよ」

「へっ!?」

　耳もとで告げられた言葉に、勢いよくエイナさんの方を向く。

　囁ささやき声で叫ぶという器用な真似をしながら、僕は彼女に訴うったえた。

「ま、待ってくださいエイナさん!?　お願いですからっ、お願いですからまだここにいてくださいっ……！　僕、死んじゃいます……っ!?」

「何言ってるの、男の子でしょうっ。言わなきゃいけないことが沢山あるんだから、しっかり一人で伝えるっ。いい？」

　頑張るんだよ、と顔をぐっと寄せてエイナさんは小さな声で言った。

　恐らくは気を利かせて二人きりにしようとしてくれている彼女の配慮に、僕は半泣きしそうになる。ギルド本部へ戻っていくその後ろ姿を、置いてかれた小動物の気持ちで見送った。

「……あの、これ」

「！」

　声をかけられ、振り向き、差し出されたプロテクターを咄嗟とっさに受け取る。

　僕と身長が同じか、少し低いヴァレンシュタインさんはこちらをじっと見つめていた。

　僕の全身は赤い石像と化し、一向に口が開かない。

「ごめんなさい」

「え……？」

「私が倒し損ねたミノタウロスのせいで、君に迷惑をかけて、いっぱい傷付けたから……ずっと謝りたかった。ごめんなさい」

　目を伏ふせがちにして頭を下げる彼女の姿に、僕は息を呑のみ、それまでの状態をかなぐり捨てて声を張った。

「ち、違います！　悪いのは迂闊うかつに下層へもぐった僕でっ、ヴァレンシュタインさんは、貴方あなたは全然悪くなくて!?　むしろ助けてもらった命の恩人で！　というか謝らないといけないのはお礼を言わずに散々逃げ回っていた僕の方でっ……ご、ごめんなさいっっ！」

　動揺に動転を重ね、とにかく言わなければいけないことを片っ端から口にする。

　今の今までうろたえるだけで、この人に謝らせてしまったことを死にたいくらいに恥じた。

「その、えっと、だからっ……」

　顔全体を熱くさせる僕は、本当に伝えなきゃいけないその言葉を必死にたぐり寄せ、ようやく、ようやく自分の声に乗せた。

「何度も助けていただいて……本当に、ありがとうございました！」

　勢いよく頭を下げて、腰を折る。

　震える瞳が足もとの石畳を映す中、額から流れ出る汗が鼻を伝い、落ちる。

　大通りの喧騒がずっと遠くに聞こえ、鼓動の音だけが大きく鳴り響いていた。

　そのまま固まること数十秒。

　ややあって、僕が何とか体勢をもとに戻すと。

　軽く瞠目どうもくしていたヴァレンシュタインさんは、確かに、小さく微笑ほほえんだ。

「～～～～～～～～～～～っ！」

　かあぁぁっ、と音を鳴らしながら、僕は真っ赤に染まった。

　彼女の笑みから逃れるようにうつむき、前髪で目もとを隠す。

　胸の中に負けないくらい、背中が熱くて堪たまらなかった。

「……」

「……」

　会話が途絶える。

　僕もヴァレンシュタインさんも口を開くことができず、時間だけが流れていく。

　こんな時に限って冒険者はおろか、人っ子一人この場には通りかからない。ギルド本部の広い前庭の中心で、僕達は沈黙を抱え、立ちつくすことしかできなかった。

「……ダンジョン探索、頑張ってるんだね？」

「は、はいっ!?」

　投げかけられた声に、顔を振り上げる。

　ヴァレンシュタインさんは感情が希薄な表情で、言葉を続けた。

「もう、10階層に辿り着いたみたいだったから……すごいね」

「い、いえっ、それは色んな人に協力してもらったおかげでっ、ぼ、僕は全然まだまだというか!?　も、目標にも全く手が届かなくて……！」

　いきなり憧あこがれの人に褒ほめ言葉を頂き、引き続いてパニック状態に陥おちいる。

　僕は目をぐるぐると回しながら両手をぶんぶんと振った。

「戦い方だって、我流というか素人というか、変なことをしてモンスターにやられそうになることだってよくあって、もっと強くならなくちゃいけないのに、とにかく全然ダメでっ、全然なっちゃいないくてっ、えーと……!?」

　歯止めを見失ったちぐはぐな言葉が口から流れ出ていく。謙遜けんそんしたいのか卑下ひげしたいのか、一体どっちなんだ僕は。

「……」

　平常心を放り投げたそんな僕に、ヴァレンシュタインさんはじっと視線をそそいできた。

　やがて何か考え込むように顎あごを軽く引く。

　取り乱していた僕は、その彼女の様子に後から気付き、未だ顔を熱ねつっぽくした状態でおずおずと尋ねた。

「あ、あの……ど、どうかしたんですか？」

　黙りこくっていたヴァレンシュタインさんはちらと僕を見て、逡巡しゅんじゅんするような素振そぶりをした後、更に数秒後。

　彼女もまたおずおずと、次の言葉を切り出した。

「それじゃあ……私が教えてあげようか？」

「……えっ？」

「……戦い方。教えてくれる人がいない、んだよね？」

　言われたことの意味を理解するまで、かなりの時間がかかった。

　僕は目を大きく開きながら、思わず錯乱さくらんしそうになる。

「な、なんで、ど、どうしてそんなことを……!?」

「……強く、なりたそうだから、かな。私もその気持ち、わかるから」

　後はお詫わびに、と途切れがちに話すヴァレンシュタインさん。

　そんな彼女と打って変わって、僕は冷静でなんかいられない。

　この人に、戦い方を教わる？　追いつきたいと願って止まない彼女自身に、師事する？

　いいのかそれは。

　間違ってないか、それは。

　未だ全く釣り合っていない僕が、この人と触れ合うような真似なんか。

　そもそも、【ファミリア】の間に生じる問題が──。

　頭の中をぐるぐると回る数々の問いかけ。けれど、それらが全て本音を必死に隠す鍍金メッキに過ぎないことは、わかってしまっていた。

　この人と喋しゃべって、知って、笑って、時間を共有したい。

　想う気持ちだけが馬鹿みたいにでかい恋心が、彼女と少しでも一緒にいたいと、心の奥から望んでしまっている。

　胸の中の憧憬おもいが張り裂けそうになりながら、僕はとっくに決まってしまっている答えを、ひたすら悩み、探し、考え続けた。
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「……」

　ことあるごとに顔を赤熱させ深く考え込んでいるベルを、アイズは静かに見つめる。

　アイズが先程告げた申し出の理由に、確かに噓うそはない。ベルの言葉の端々はしばしから感じ取れた高みへの欲求に共感を示した、これは事実だ。

　そして無論、そこには善意だけではなく、打算がある。

　最初の違和感は、シルバーバック。

　次は10階層進出。

　アイズ自身が見て聞いてきたベルの軌跡きせきには、この短期間にそぐわない確かな戦果と目まぐるしい『成長』が存在する。

　ミノタウロスの一件から邂逅かいこうを果たした、あの未熟であった筈の駆け出し冒険者は、アイズの興味を引き寄せるほどの大きな躍進を遂とげていた。

（知りたい……）

　ベルの『成長』の秘密を見極めたい。突き止めたい。

　己自身のために。

　アイズが師事を提案したのは、その意図が大きく関係してのことだ。

「このままじゃ申し訳が……いや、でも、せっかくの善意……」

「……」

　同時に、ともすれば、罪悪感も覚える。

　こちらの申し出を純粋な厚意だと信じている少年に、胸が音を立てて疼うずきそうになった。

　頭を抱え呟きも漏らしているベルを前に、アイズはそっと目を伏せ。

　腰に佩はいている剣の柄つかを、握った。

　己の迷いを断ち斬きるように。

「……あ、あの、ヴァレン、シュタインさん……」

　視線を上げる。

　顔を相変わらず火照ほてらせている白髪の少年が、それでも真まっ直すぐな瞳で、アイズに勢いよく頭を下げた。

「ご、ご教授を、よ、よろしくお願いします！」

　報いようと。

　彼の期待に応えようと、自身のやましい心を謝罪する代わりに、アイズはそのひた向きな深紅ルベライトの瞳を見て、そう思った。

「……うん。よろしく、お願いします」

















　空が闇やみに包まれている。

　東の空から夜明けはまだ始まっておらず、夜と朝の境界が曖昧あいまいになっていた。

（市壁の上、初めて来た……）

　普段ならありえないほどの早起きをして、僕は迷宮都市オラリオを囲む市壁の上にやって来ていた。

　今いる場所は北西寄りの外縁部。巨大な市壁からは内側の都市の姿を一望でき、そのあまりにも広大な光景に目を奪われる。

　万神殿パンテオンや円形闘技場アンフィテアトルム、恐らくは有名な【ファミリア】のホームなど、この市壁の高さに迫る巨大建築物は圧巻の一言。遠目からも確認できるその造形美もあって、感嘆かんたんの息がつきない。

　特に都市中央でそびえる『バベル』は市壁よりもうんと高く、その存在感と迫力を際立たせている。それぞれの区画を埋めつくす小さな家々も趣おもむきがあって、見ていて飽きない。

　八本の大通りによって八つの区画に大きく別れている都市は、この時間になってようやく雑多な賑にぎやかさを失いつつあった。今も一つ、また一つと魔石灯の光が消えていき、オラリオは静かに眠りこけようとしている。

　自分がこの巨大都市に住んでいるのだと思うと、興奮とも知れない感情が、ぞくぞくと背筋と心臓を震わした。

「準備は、大丈夫？」

「あ、は、はいっ！」

　鈴の音ねのような声に振り返り、僕は、ヴァレンシュタインさんに向き直った。

　僕がこの市壁にいるのは、彼女から戦い方の教えを受けるためだ。

　彼女の所属する【ロキ・ファミリア】は近日中にダンジョンへ『遠征』に向かうらしく、今から指導に費ついやせる時間は少ないらしい。昨日の今日で早速訓練が始まることになったのはそういう理由で、伴ともなって、訓練期間もその『遠征』が始まるまでとなっている。

「ごめんね、こんなところに呼び出して……」

「い、いえっ、大丈夫です！」

【ロキ・ファミリア】の幹部も務つとめているヴァレンシュタインさんは、本来下手なことはできない身の上だ。他派閥の団員に戦闘の指南をしているなんて知れたら問題も出てくるだろう。

　わざわざこんな市壁の天辺てっぺんにやって来てまで訓練を行うのは、人目を忍しのぶため。

　彼女の立場を考えれば、期限や制限を設けるのはむしろ真まっ当とうなことと言える。

　ちなみに、こんな朝早い時間帯を選んだのは、生計のためダンジョンにもぐらないといけない僕の都合からだ。

「え、えっと、ヴァレンシュタインさん、それで、僕は何を……」

「……アイズ」

「はっ？」

「アイズ、でいいよ」

　名前の呼び方を指摘されていると気付いた僕は、一瞬仰のけ反ぞりかけた。

「みんな私のことをそう呼ぶから。……それとも、嫌、だった？」

「え、ええっとっ!?　…………嫌、じゃないです」

　断れる筈はずがない、と。

　少し沈しずみ気味になったこの人の声を聞いて、僕は口もとを手で覆おおいながら思った。

　頰ほおが真まっ赤かだ。いやもう、ヴァレンシュタインさん……アイズさんを前にして赤くなってない時なんて、片時もありはしないんだけど……。

　あらためて、今この状況がどれくらいおかしいものなのか、僕は実感させられる。

「……ア、アイズ、さん。僕は、これから何をすればいいですか？」

「……何を、しようか」

「えっ」

　若干重苦しいアイズさんの声音こわねに、僕は素の反応を見せてしまう。

　彼女は細い顎あごを引いてその場に立ち通し、柳眉りゅうびを僅わずかに崩しながら、何かを必死に考え込んでいた。

「昨日から、ずっと考えて……いたんだけど」

　そっと視線を横に流して、叱しかられた子供のように、どこか肩身狭そうにするアイズさん。

　今まで見せつけられていた筈のあの神秘さや神聖さが、どこかに吹き飛んでしまっている。

　あれ、おかしい。

　僕の憧憬そうぞうと目の前のアイズさんが、静かに乖離かいりしていく……。

「……素振すぶりを、してみようか」

「あ……は、はい」

　少量の汗を流しながらも、僕はアイズさんの指示に従った。

《短刀》を取り出し、すぐ側にある視線に気恥ずかしさを感じながら、二度、三度と振るう。

　アイズさんはじーっと僕の素振りを観察する。

「君は、ナイフだけしか使わないの？」

「え……？」

「私が知ってるナイフを使う人は、蹴りや、体術も使うから」

　確かに、僕はモンスターと戦う時、武器による攻撃でほぼ一辺倒いっぺんとうだ。殴る蹴ると言った行為は本当に数えるくらいしかしてきていない。

　僕が自分の体を見下ろしていると、アイズさんは「貸して」と言ってナイフを受け取る。

　どうやら体術の見本を見せてくれるらしい。

「……こう」

　右手でナイフを逆手持ちにして、左膝ひざを軽く真上まうえに上げる。

　軽く真上に上げたまま……首を傾かしげる。

　足を下ろし、もう一度真上に上げて……そして再び、彼女は首を傾げた。

「……？」

「……」

　左膝を上げては下げるを繰り返し、その度にアイズさんは首を傾げていく。

　この頃になると流石さすがに僕も汗を隠せない。何だか見ているこっちが申し訳なくなりながら、僕はアイズさんの動向の行方を見守った。

　もしかして、アイズさん、天然なんじゃあ……。

「──んッ」

　と、思っていた矢先。

　まるで何かを摑つかんだような鋭さで、アイズさんの体がぶれた。

「──へ？」

　軸足である右足がギャリッと石畳を鳴らし、全身を一回転。

　間抜けな声を出す僕を置き去りにして、彼女の左足が上段へと弧を描く。

　ミニスカートが翻ひるがえり、中の蒼あお色のスパッツがあらわになった。

　そして真まっ白しろな太ももが視界に飛び込んできた瞬間──僕は、吹っ飛んだ。

「あ」

　超速の、回し蹴り。

　第一級冒険者の見よう見まねの一撃は、恐ろしい速度で間近にいた僕の胸を捉とらえ、撃うち抜き、市壁の彼方へと吹き飛ばす。

　反応も防御も、悲鳴さえも上げられなかった僕は、石畳を凄すさまじい勢いで削っていき、最後には大の字になって転がった。

　なにこのダメージ。

　意識が飛ブ。

　渾身こんしんの力を振り絞り、ぷるぷると首を持ち上げると、表情の乏とぼしいアイズさんも今ばかりは、その瞳だけをまんまるにしながら、呆然ぼうぜんと立ちつくしていた。

　……アイズさん、天然なんだ。

　意識を失う寸前、それだけを悟りながら、僕はがくりと首を折った。




「ごめん……」

　時間をかけず目を覚ました僕に、アイズさんはとても悲しそうな表情で謝罪した。

　無理矢理笑う僕は必死に励ましたけれど、打たれた胸が頻しきりに痛み、正直いつむせ返ってしまうか気が気ではなかった。

　その後もアイズさんは色々と試行錯誤しこうさくごを続けたけれど、中々上手くいかず。

　必死に考え込んでいるその姿に、僕なんかが下手に口出ししていいのかもわからない。

　未だ朝焼けが始まらない暗い空の下、いたたまれない空気が流れ出す。

「……やっぱり、闘たたかおう」

「えっ？」

　しばらく黙っていたアイズさんは顔を上げて、僕にそう言った。

　立ち上がり、剣の柄に手を伸ばす。

　目を見開きながら僕も慌あわてて立つと、彼女は引き抜いた剣を市壁の隅に置き、鞘さやだけを持ってこちらと相対する。

「私はリヴェリア達みたいに上手く教えられないから……これが、一番いいと思う」

　そして、アイズさんの空気が変わった。

　標準的な片手剣とほぼ同等のリーチがある鞘を右手に持って、静かに構える。

　突っ立っているだけだった僕の肌が、ぞっ、と敏感に反応した。

　咄嗟とっさに手を腰にやり《短刀》を構えてしまう。

「うん……それでいいよ」

「っ……!?」

「今いま君が反応した通り、これから始めることの中で、色々なことを感じてほしい」

　今から行おうとしている……模擬戦を通じて、自ら学べと、彼女はそう言っていた。

　武器と武器を打ち合い、互いの動きを読み合って、利用できるもの全てを糧かてにしろと。

「……ぼ、僕の武器は、刃を潰してなんかはっ……？」

「大丈夫」

　こちらの懸念けねんをその一言だけで受け止めるアイズさんに、僕は喉のどを鳴らした。

　心配する相手を致命的なまでに間違えていることを、臨戦体勢の彼女を前にして、悟る。

　構えられた、何の変哲もない一本の鞘に、僕は気圧けおされていた。

「……」

「……」

　張り詰めた空気がぴりぴりと耳の奥で鳴る。東の空はまだ明るくなってすらいない。

　アイズさんは微動だにしなかった。僕もまた動かない。

　いや、僕の場合は動けない。

　間合いを詰める光景ビジョンがことごとく八つ裂きにされる。踏み込んだ瞬間、手持ちの射程と速度を上回る一撃が見舞われるだろうことは、確信に近かった。

　汗ばむ手で握る《短刀》が、こんなに頼りなく思えた時があっただろうか。

「……君は、臆病だね」

「っ!?」

「ソロでダンジョンにもぐるなら、臆病でいることは大切なことだと思う。でもそれ以外にも、君は何かに怯おびえてる」

　一番言われたくない言葉を、一番言ってほしくなかった人に、告げられてしまった。

　表情を変えないまま、アイズさんは一歩、静かに踏み出してくる。

「私は君が何に怯えているかわからないけど……多分、君はその時が来たら、逃げ出すことしかできない」

　確信のこめられた言葉が胸を抉えぐる。

　かぁっ、と体の中心から熱くなった。羞恥しゅうちか、痛憤つうふんか。多分、前者。

　自分自身でさえもよくわからないのに、図星を指された気分。これ以上のない指摘。頭を一瞬過よぎったのは、背後から迫る猛牛の遠吠え。

　そんなこと感じてる場合じゃないっていうのに、みじめな気分が込み上げてくる。

　歯が震えそうになった。でも、意地でも抑え込んだ。

《短刀》の柄を握る手に思い切り力を入れ、僕は湿りかけている目を斜に構える。

　全身に活かつを入れ、一歩、また一歩と歩み寄ってくるアイズさんに──自分から突っ込んだ。

「うああぁああああああああっ!?」

「駄目だよ」

　──吹っ飛んだ。

　鮮烈せんれつな風切り音が耳に届いた瞬間、僕は真横に引っくり返る。石畳と熱い抱擁ほうよう。

　横っ腹が、尋常じんじょうなく、痛い。

「あっっ……がっ!?」

「無鉄砲になっちゃ駄目。ダンジョンでは絶対にやっちゃいけないこと」

　律儀に説明してくれるアイズさんの言葉も、碌ろくに頭に入らなかった。

　薙ながれた。

　とんでもない速さで鞘が横一閃いっせんに走って、《短刀》を放つためガラ空きになっていた脇腹に、叩たたきこまれた。

　僕の目に見えたのはぶれた斜線だけだった。しかもかろうじて。

　知ってた。知っていた。

　知って、いたけど……。

　この人、めちゃくちゃ速い……っ!?

「立てる？」

「……っ！」

　頭上から降ってくる問いに、地面に手をついて緩慢かんまんな動きで立ち上がる。

　呼吸が乱れている。腹で明滅する痛みに屈くっしそうになる。泣きたい。でも絶対に泣けない。

　僕は唇に前歯を思い切り突き立てて、アイズさんと再び対峙たいじした。

「痛みに慣れてないんだね……」

「うぐっっ!?」

「でも、それなら尚更痛みを怖がっちゃ駄目」

　刺突しとつ。

　恐ろしい速度の突きが鳩尾みぞおちを貫く。僕は勢いを殺せないままブッ飛んだ。

　後頭部を強打。それ以上に呼吸が機能しない。

「立てる？」と優しくも無慈悲な言葉。僕は咽むせび返りそうになりながら、何とか立ち上がる。

「ソロでダンジョンにもぐるなら、絶対に死角は作っちゃいけない。視野を広く持って」

「っ！」

「惜しい」

「フアッ!?」

　やっと回避したと思ったら、追撃。

　そっちは行き止まりとばかりに膝を打ちすえられた。石畳と今度は熱い接吻せっぷん。

　ちなみに、僕はしっかりと軽装ライトアーマーを身に纏まとっている。その上で、このダメージ。

「立てる？」と冷静な言葉。僕は鼻から血を噴出させる気概で立ち上がる。

「今は追うだけでもいい。相手の動きを読めるようになって」

「づっっ!?」

「そう」

「ぶっっ!?」

　初手の切り上げから、再び横薙ぎ。

　最初は直撃を許して最後も直撃を許す。

　ただ《短刀》を軌道上に構えられただけ。とっくのとうに鞘は《短刀》のあった場所を通り過ぎて僕を打ちのめした。横転する。

「立てる？」と魔法の言葉。僕は立ち上がる。

「……君は、防ぐことが苦手みたいだね」

「～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」

　連打連打連打連打。

　縦横無尽じゅうおうむじんに走り抜ける無数の斬閃ざんせん。回避の道を封じられた僕は、たった一つの攻撃を弾くこともできず、その鞘によってめった打ちにされた。

　一際大きい打撃音の後に、どしゃっ、と石畳の鳴る音。

　とうとう、僕は立ち上がることもできず無様に膝をついた。

　情けない荒い息が、薄暗い周囲に木霊こだましていく。

「……第一級冒険者わたしたちは、冒険者には【ステイタス】に振り回されている人が多いって、よく言う」

「ぇ……」

「みんな、『恩恵』に寄りかかり過ぎてる。能力と技術は違うもの」

　こちらを見下ろしながら語り始めるアイズさんに、僕は苦痛に歪ゆがむ目を見開く。

　彼女は自分が得てきたものを教えるように、ゆっくりと言葉を続けた。

「技とか、駆け引きとか。君にもそれが少し足りない」

「……！」

「もし【ステイタス】を失っても、君の中に残るもの。それを鍛えることしか……私にはできないと思う」

　瞳を少し伏せて一度言葉を切り、次にはこちらを真っ直ぐ見る。

「君は防御することが苦手みたいだから、それが一番の課題。この訓練の間に、私の攻撃を読んで、防げるようになって」

「このやり方を続けていけば、今の君なら戦い方は嫌でも身に付く。私はそう思う」

「君の言う目標にも……近付けると思う」

　アイズさんは言葉を続けながら一気にそう言って、呆然とする僕のことを正視した。

　金色の瞳が、真摯しんしな輝きを帯びてこちらの瞳を覗のぞき込んでいる。

　音ねを上げかけているこんな僕が、立ち上がってくるのを、この人は待ってくれていた。

「まだ、立てる？」

「ッッ……お願いしますっ！」

　弱い自分と真っ直ぐ向き合ってくれる彼女の思いを受け止める。

　僅わずかだって、無駄にしちゃいけない。

　膝を屈した体を無理矢理奮起させ、立ち上がる。

　遥か遠くの稜線りょうせんが日の光に燃えるまで、僕は、彼女の剣をひたすら受け続けた。
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　ごつごつとした岩肌が、上下左右、視界の全面を占領している。

　天井が高いにもかかわらず生まれる閉塞へいそく感。壁から剝むき出しになっている巨大な岩々が四方から重苦しい圧迫感を放ってきている。光源が心もとなく、薄暗いのもその一因だ。

　地面は当然舗装などされておらず、でこぼことした石の通路は歩きにくい。

　洞窟、炭鉱、坑道。

　規則性なく道が入り組むこの迷宮から連想するのは、そんな岩盤がんばんの空洞だった。

「この階層にとどまるのも久しいな……」

　ダンジョン17階層。

　Ｌｖ．2の冒険者達が縄張りとする層域に、たくましい体軀たいくの獣人、オッタルは一人で探索を行っていた。

　迷宮の壁面上部から盛り上がった[image: ]こぶし大だいの石がランタンのように光を燃やし、その巨体を照らし出す。

　纏う装備は、何と軽装。

　二Ｍメドルを超える体格は超重量の全身型鎧フルプレートをも易々と使いこなせるにもかかわらず、モンスターの攻撃から身を守る生命線は限られた部位にしか及んでいない。

　しかし、各パーツはありえないほどの厚みと規模を帯びており、もはや全身に盾を仕込んでいるようにも見える。いざこれは軽装ライトアーマーの分類かと問われると、はっきりと頷うなずけるかは怪しいところだった。

　右肩に背負った巨大で丈夫そうな背囊はいのうは、窮屈きゅうくつそうにぱんぱんに膨ふくれ上がっている。

（そもそも、最後にダンジョンにもぐった日も定かではないか）

　歩む度に巨体が揺れる。地響きの一つや二つが起きてもおかしくないが、足音は全くせず、その進行には酷ひどく違和感が付き纏う。

　ただ、決して無視できない存在感は終始振り撒まかれていた。

　まるでオッタルに怯えているかのように、彼の前にモンスターの影が現れることはない。

（……嫉妬しっと、か）

　周囲に意識の網を張りめぐらす一方、オッタルはフレイヤとの会話を思い出していた。

　妬ねたまないのか、と自分の主神は問いかけた。

　あの時のオッタルの言葉に噓うそはない。何が起きようと、フレイヤの愛を疑うことなく崇拝すうはいし続けている。

　神フレイヤは大地を撫なでる風のような存在だ。

　望んで手を伸ばしたところで決して摑めない。そよ風にからかわれるように愛めでられ、やっと指先が掠かすめたと思ったら、ひゅるりとすり抜けていってしまう。

　風は縛れない。独占できない。とどめられない。

　何より、風は伴侶はんりょを求めない。

　風は気の向くままに一人で空の下を泳ぐ。平原をさすらう旅人を見つければ、笑みを浮かべて近寄り後ろからそっと抱き締めていく。そして旅人が振り向いた時には、またどこかへ去ってしまうのだ。

　けれど同時に、そう、風は平等なのだ。

　大地に立つ全ての者に涼すずやかな祝福を送る。

　時には激しく、時には優しく。北風のように、春風のように。

　耳朶じだにそっと触れ、囁ささやきかけてくる風の声が止むことはない。途切とぎれることはない。風は永遠だ。

　オッタル達が大地に立っている限り、例えどこかに行ったとしても、風が失われることは決してない。

（……ここにいるということが、既に答えということか）

　ただ、もし風が還かえるところの空が現れたなら。風の焦こがれる空が現れたなら。

　大地に立つ自分は、それを見上げることしかできない。

　遥か下よりその光景を仰あおぐことで己の卑小ひしょうさに打ちひしがれれば、あるいは、そこには確かな羨望せんぼうがあるのかもしれない。

　そして羨望と猜そねみは表裏だ。

（青い……）

　武骨な面差しがほどけたように浅い苦笑を描く。見る者が見たならさぞ驚いたことだろう。

　結局、フレイヤの命めいを拒絶しなかった時点で、オッタルにも含むところがあったというわけだ。あの女神にも見抜かれていたのか。

　くっ、と自嘲じちょうにも似た笑みが洞窟内を低く残響した。

「……む」

　オッタルの歩みが止まる。

　額当てに近い被覆面積の狭い黒鉄の兜かぶと、そこから覗く猪耳がピクリと反応を示した。

　ブーツに包まれたつま先が方向を変える先、岩盤の壁に空いた横穴から、ぬぅっと赤黒い牛頭が生えた。

『ヴゥモオッ……！』

「出たか」

　血走った大きな目玉が立ち止まったオッタルを捉える。

『ミノタウロス』。牛頭人体の外見を持つ筋骨隆々きんこつりゅうりゅうの大型級モンスター。全長はオッタルと同じか少し上。その体型からして、非常に彼と似通った点が多い。

　オッタルが自身のＬｖ．より大幅に適性の低いこの階層にとどまっていた理由。

　それは、目の前に現れたこの凶暴なモンスターの捕獲だった。

『ヴウウウウウッ……！』

　ミノタウロスは興奮していた。

『迷宮の武器庫ランドフォーム』を利用したのだろう、その手には石[image: ]せきふの天然武器ネイチャーウェポンが握られている。

　片手大の[image: ]おのには紅い液体がぶちまけられたようにこびり付いている。冒険者と一戦交わしたか、あるいはその頭をかち割ったか。見たところ体には目立ったダメージはない。

　これは当たりかと、オッタルはその錆色の眼を細める。

　帯に手をかけ、ドンッと特注の背囊を肩から地面に落とす。建物の巨柱のようにも見える袋からは、地面を割る音の他にジャラリと鎖の音も交じって出てきた。

　ミノタウロスはそれを見た瞬間、ぐわっと目を剝いて走り出す。

『ヴゥオオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　ダンジョンの床を蹴り砕き石の欠片かけらを巻き上げる。石[image: ]が大上段に構えられた。

　岩洞を震撼しんかんさせる吠声ほえごえを正面から当てられても、オッタルは顔色一つ変えなかった。

　右手で背囊を地面に垂直に支えながら、左手はだらりと下げたまま。一直線に向かってくるミノタウロスを武器も持たずに待つ。

　そして眼前に迫ったミノタウロスの踏み込みの足が、轟然ごうぜんと地面を陥没かんぼつさせた瞬間、オッタルはゆるりと左腕を掲かかげた。

『ヴォオオオオオオオオオオウッ……ヴゥオ!?』

「……上々だ。お前に決めたぞ」

　受け止めた。完全防御。

　振り下ろされた石[image: ]の刃がばらばらに砕け、地面に落ちていく。

　ミノタウロス渾身の一撃が、手甲を纏ったオッタルの左腕一本に押さえ込まれた。

　防具の強度もさることながら、驚くべきはその異常な『耐久』補正。棒立ちの姿勢でありながら、その巨体は微塵みじんも動かない。戦闘に臨のぞまずとも、猪の獣人はミノタウロスの突撃を真正面ましょうめんからねじ伏せてしまう。

　まるで地に根をはった大木のようにオッタルは微動だにせず、いっそ非情なまでにミノタウロスを値踏みしていた。

　本能か、目に怯えを宿しながら、あのミノタウロスが一歩二歩とよろけるように後退する。

　遅まきながら、目の前の生物が自分以上の化物だということを悟ったようだった。

「止まれ」

『ゴッ……!?』

「そのままぶつけてもいいが……さて」

　射竦いすくめられたミノタウロスは本当に足を止めた。

　オッタルは相手の手から滑り落ちた石[image: ]に視線を落とし、しばし思案する。

　やがて後ろに手をやる。ミノタウロスが一々反応するのを尻目に、腰のところで交差させてある二本の双剣──規格は大剣のそれだ──の一本を抜き取り、放り投げた。

『……ヴォ？』

「先程の動きなら問題あるまい。使いこなしてみせろ」

　見る者に猛烈もうれつな違和感を抱かせる愛嬌あいきょうを覗かせながら、ミノタウロスは自分の目の前に突き立った大剣に首を傾げる。

　オッタルと剣の間で視線を往復させながら、恐る恐る手を伸ばす。

　蹄ひづめに包まれた指がしっかりと柄を握りしめた。

（命を授かった以上、加減はできません。フレイヤ様）

　フレイヤは言った。少年、ベルの大成にオッタルのやり方で働きかけろと。

　あの会話のやり取りからもわかる通り、己が示すとしたらその指針は一つだけだ。彼女もそれを承知の上でオッタルに一任したのだろう。

　ミノタウロスを、ベルに送り込む。

　用意された道は、少年にとって残酷なまでな茨いばらの道だった。

（……膳立ぜんだてには過ぎるかもしれんが）

　オッタルはこの時まで、数多あまたのミノタウロスを吟味ぎんみし、抜選を繰り返していた。

　ひとえにベルの一皮を剝くために。フレイヤの望む輝きを引き出すために。

　Ｌｖ．1の冒険者にとって、Ｌｖ．2にカテゴライズされるミノタウロスの相手はあまりにも過酷。純粋な能力の差は言うまでもない、まともに戦えば自殺行為に直結する相手だ。にもかかわらず、こうして武器まで与えている。

　いっそ横暴なまでに、オッタルはベルを虐しいたげる真似をしていた。

　愚かな感情が心の底で根付いているのは認めよう。オッタルはベルのことを少なからず意識せざるをえない。

　それで、だから、故に、フレイヤの視界からベルを消そうとしているのか。

　その自問に対し、否、とオッタルは断言することができる。

　ベルが死んだところできっとフレイヤは彼の魂を追いかけるつもりだろう。すなわち天界にまで戻ってベルを自分の胸の中へと誘う。でなければ、万が一にも死の危険を孕はらむとわかっていてオッタルに扱いを任せることはしない。

　もはやベルの生死に意味はない。生きようが死のうが、愛の女神による呪縛ほうようがその未来には待ち受けている。

　これは嫉妬ではない。

　これは、洗礼だ。

（あの御方の寵愛ちょうあいを受けるというのなら、超えてみせろ）

　オッタルが求めるのは資格の提示。神フレイヤが見初めるに相応ふさわしい魂であることの証明。

　彼女の関心を攫さらうのはいい。彼女の寵愛を独占するのも受け入れよう。

　だが、あの崇高すうこうな女神の名を汚すことだけは許さない。

　フレイヤに見入られた以上、それが貴様の義務なのだと、オッタルは決して届くことのない激励を心の中で呟つぶやいた。

『ヴォオオオオオオオオオッ!!』

「……訂正だ。使いこなしてもらうぞ」

　出[image: ]目でたらめに振るわれた大剣をいとも容易たやすく弾く。

　オッタルは目の前のモンスターに与えられた役割を全まっとうさせようと、重い足を踏み出し教育に取りかかる。

　散っていく火花は収まることはなく、金属の喚わめく音が広大な洞窟内に幾重にも反響していった。何時間も、何十時間も。

　全てはフレイヤのために。

　オッタルは課せられた己の使命を、ただ果たす。
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「ベル様……どうしてこの頃、ダンジョンにもぐる前からボロボロなんですか？」

「は、ははっ……ちょっとね」

　リリの疑問をズタボロな笑みで誤魔化ごまかす。

　あのアイズさんのしごき……過酷な訓練を乞こうようになって二日。

　ダンジョン探索の集合時にことごとく満身[image: ]痍まんしんそういになっている僕に、流石さすがにリリも腑ふに落ちない顔をしている。

　でも打ち明けられない、打ち明けたくない。ありえないほど無様な自分を晒さらしたくない……。

　あれから全く、一向に、ボロボロになることが止められなかった。

　すぐに上達するなんて上手い話ある筈ないんだけど……これまでちょっと積み上げられていた自信みたいなものが、あっさりと崩れてしまった。

　わかっていたけど、本当にまだまだなんだ。

　あの人がいる場所と、僕の立っている場所。本当に気が遠くなるほどの距離が存在している。

　少し気落ちしながらバベルの門をくぐる。

　一階の大広間。主に白と蒼色で彩いろどられた巨大な円陣が床に描かれている。ステンドグラスを想像させる花のような模様は相も変わらず美しかった。

　バベルの玄関口には沢山の冒険者達が出入りしている。僕達と同じようにこれから迷宮へもぐろうとする冒険者がほとんどだけど、中には夜中に探索していた人達もいるようだった。

　すれ違う彼等の中にはかっかっと大笑いしているパーティもいれば、明らかに顔を暗くさせているパーティもいたりと対照的。

　ダンジョンの中で挙げた成果のほどを如実にょじつに物語っており、今から迷宮へ立ち向かう僕達もああなるまいと自然に顔が引き締まってしまう。

　笑い事でなければ他人事でもないのだ、決して。

「すいません、ベル様。お疲れのところにリリの荷物を任せてしまって」

「いやぁ、疲れているのは自業自得だし……それに空のバックパックくらい大丈夫だよ」

　地下につながる階段の一つを下っていると、リリが申し訳なさそうに肩を小さくした。僕は笑いながらまだ何も入っていない背荷物を担ぎ直して、軽い軽い、とアピールする。

　今、僕とリリの装備はあべこべだ。つまり僕がリリのバックパックを背負い、いわゆるサポーターの格好をしている。

　リリの方はいつものローブを羽織っておらず、丈夫そうな革服一枚と身軽な服装。更に僕のプロテクターを鞘のように背に備えて《バゼラード》も装備……しているように見せていた。

　何故僕達があたかも立場を入れ換えるような真似をしているかというと、【ソーマ・ファミリア】の構成員達にリリの存在を突き止めさせないためだ。

　今もリリは見さらせとばかりに獣人の子供を装よそおっているけど、流石にこの身長で山のような荷物を運んでいるところを見ると、勘のいい人は既視感を覚えるかもしれない。

　小人族パルゥムが大荷物を担ぐというのは普通に考えてまず珍しいし、他種族の子供の場合は言わずもがなだろう。

　僕達は念には念を入れて、リリの正体を隠すよう小細工を働かせていた。

「それにすぐ交代しちゃうからね。心配しないで」

　あくまでポーズだけなので、冒険者の目が少なくなってきたら装備は交換しているようにしている。具体的には10階層を前にした9階層のあたり。10階層からはダンジョンに霧が発生するから、そこまでくれば周囲の目を注意する必要もないのだ。

　帰りはリリと半分ずつ荷物を分け合うようにして、違和感を出さないようにしている。

　事件があってまだ数日しか経っていないので、今はまだこんな風に慎重過ぎるくらいがちょうどいいと、僕はそう思っていた。

「うぅ～、リリはベル様に借りを作ってばかりなのが心苦しいんですよ……」

　リリは声のトーンを少し下げて拗すねるように言う。頭の上にちょこんと生えている獣耳が、先端をくるりと器用に丸めた。

　苦笑しながら僕はあらためてリリの姿を見る。

　僕にとって短剣扱いになる《バゼラード》も、リリが持った途端急に大きくなって微笑ほほえましい。髪は灰褐色はいかっしょくをしたロングヘア。円つぶらな瞳は金色で、どうやら今日は狼の獣人、ウェアウルフをイメージしたようだ。

　背中まで伸びた滑らかな髪だけでぐっと雰囲気が変わって、少し見とれてしまう。悪戯いたずら好きそうな明るい子供から、大人しく本を愛読する貴族の息女に変貌へんぼうしてしまったような感じ。

　他にもちょちょっと特徴を変えてあるから、普段のリリとは印象がまるで違った。

「あ、あのっ……やっぱり、変ですか？」

　僕の視線に気付いたのか、今度は不安そうな声を出してリリは見上げてくる。

　冒険者の格好のことか、それとも獣人に変身していることか、どちらを指しているのかはわからなかったけど、僕は笑いながら首を振った。

　そんなことないよと言ってあげる。

「いつもと雰囲気が違って、何だか新鮮……なのかな？　僕は可愛かわいいと思うよ？」

「ほ、本当ですかっ？」

「うん。似合ってる」

　おどおどした上目づかいが、表情と一緒にきらきらと輝き出した。

　顔を上気させたリリはすぐに前を向いたけど、獣耳がピンッと立って、スカートの中から生えている尻尾しっぽがぶんぶんっと左右に揺れる。

　無意識なのかなぁ、とか、どうやって動かしているんだろう、とか思うところは結構あったけど、僕の言葉で一喜一憂いっきいちゆうしているリリが微笑ましくて、つい口もとがにやけてしまう。

　何だか可愛い妹ができたみたいだった。癒いやされる感じ。

　冒険者の目は常に気を付けなきゃいけないけど……もしかしたら、周りからは仲の良い兄妹にでも見えているのかもしれない。

『兎と狼……』

『オオカミとウサギ……』

『兎が格下サポーターだから……ああ、喰くわれるのな』

『もしもの時の非常食みがわりということか……哀れな』

『怖ぇ、怖ぇ。外見じゃ【ステイタス】なんて判断できねえし、これだから冒険者は油断ならねえ』

　……おかしい。

　どうして僕は居たたまれなくなっているんだ。

　ヒソヒソ、と周囲の冒険者達が囁き合っている。

　普段は絶対見せないような優しい目をして、僕に不憫ふびんそうな視線が集中砲火。

　地味に男性のエルフから聞こえてきた『哀れな』という最後の呟きが気になる。

　わけもわからないまま僕は浮かべていた笑みを引きつらせていたけど、冒険者姿のリリを見て急に疑問が湧わいた。

　未だご機嫌なパートナーの横顔を眺ながめながら、僕は口を開く。

「ねえ、リリ。リリはこれから【ステイタス】を更新できないんだよね？」

「どういうことですか？」

「……ほら、【ソーマ・ファミリア】には近寄れないからさ、神様にも会えないじゃない？」

　聞き取られないようにリリの耳もとに寄って声をひそめる。

　リリは主神であるソーマ様としばらく面会できない。つまり背に刻まれた【ステイタス】も更新できないということになる。

【ステイタス】を更新できないということは冒険者にとってかなり致命的だ。サポーターだって同じ筈。僕が到達階層を増やしていけば、当然モンスター達も強くなって、危険も高くなっていくわけで……。

　不安じゃないの、という言葉を視線に乗せながら、僕はリリに問いかけた。

「実を言うと、それに関してはリリも多少思うところがあるんですが……でも、恐らく大丈夫ですよ。少なくとも今はまだ」

「そ、そうなの？」

「はい、何とかやっていけると思います。モンスターのあしらい方ならリリは得意ですし……証拠に、ここ半年近く、リリは【ステイタス】を一度も更新せずにやってきました」

「は、半年!?」

　リリの口から出た言葉に僕は仰天した。

　言うまでもないだろう。【ステイタス】を更新しないっていうのはまさに百害あって一利なし、自分の首を自分で絞しめているようなものだ。

　僕が啞然あぜんとしていると、リリは苦笑いしながら説明してくれた。

「【ソーマ・ファミリア】で【ステイタス】を更新するには、資金集めのノルマを達成しなければいけなかったんです」

「え……それって」

「はい、ソーマ様の事情です」

　リリの話によると、ソーマ様も最初は【ステイタス】更新を小まめに行っていたらしい。

　言い方は変になるけど、ソーマ様にとって構成員の【ステイタス】更新は必要出費。お酒作りという趣味のためにも資金のやりくりをしなければならず、リリ達に強くなってお金を稼いできてもらわないと、ソーマ様ご自身も困るというわけだ。

　だけど【ファミリア】の構成員の数が増えていくにつれ、それも面倒になっていったそうで……。

　やっぱり趣味の方に没頭したかったらしく、結構いい加減に『ノルマを越えたら【ステイタス】を見る』と宣言してしまったらしい。

「じゃあ、リリはノルマを稼げなかったから【ステイタス】が更新できなかったの？」

「それが、ちょっと違うんです。リリはあまり目立ちたくなかったので」

「目立つ？」

「ノルマを達成できるということは、それなりに実入りが良いということです。戦えないリリは、周囲から見ればそれこそ恰好かっこうの餌えさになってしまいます」

　あっ、と呟きながら、リリの言いたいことがわかってしまった。

　つまりリリは……。

「要は、リリは資金調達のノルマに届いていましたが、お金を献上けんじょうしていませんでした。碌ろくにお金も持っていないと周りの目を欺あざむくためです。【ステイタス】が更新できなかったのは、その弊害ですね」

　何でも、派閥の集会に一々出ていたのもそのことを示すためだったらしい。

『魔法』が発現してからは数度ソーマ様に面倒を見てもらっただけで、それからは本当に【ステイタス】更新をしていない、とリリはそう締めくくった。

　……仲間の目を気にして【ステイタス】を強化できないなんて、【ファミリア】として破綻はたんしてしまっている。

　リリが本当に独りぼっちだったということを、僕は再度思い知った。

　乏とぼしい【ステイタス】でありながら、日々ダンジョンの中で生き抜いてきたのも、過酷な状況の中に身を置いてきたからこそなんだろう。

　知恵と工夫だけでリリは今日まで生きてきたのだ。【ステイタス】を更新せずともやっていけるというその自信は、歪いびつな環境から派生したものだった。

　僕は今度ばかりは顔をしかめてしまう。

「やはり、軽[image: ]けいべつしますか？」

「えっ？」

「誰も彼も騙だますような真似をしていたリリをです。リリは、噓の塊でした」

　まるで見越していたかのように、話の内容がかちりと入れ替わる。

　金色の瞳は僕を視界に入れず前だけを見ている。

　リリの静かな声音に、僕は押し黙ってしまった。

「リリは冒険者が嫌いです。ベル様を除いて、未だに彼等に嫌悪を……偏見を持ち続けています」

「……」

「ベル様に何と思われようとも、リリは自分がしてきたことを謝罪するつもりはありません。……反省も、しません」

　それは、噓だよ。

　と、そんな胸の内の言葉を、優柔な僕は口にすることはできなかった。

　頑固な思いを何とか吐き出そうとするリリの表情を見て、つい発言する機を逸いっしてしまう。

「こんなリリを、ベル様は、軽[image: ]しますか？」

　歩みを続けながらリリはもう一度聞いた。

　声は普通。視線も気丈に前を向いているように見える……けど、これは……気付いてないのかな、本人は？

　頭の獣耳が、ぎゅうぎゅうと縮こまって髪の上に伏せ切っている。まるで何かを怖がっているかのように。

　僕は数度の瞬きを経てから、思わず、少し噴ふき出しそうになってしまった。

　リリには悪いけど、眉を八の形にした場違いな笑みがこぼれてしまう。

「……素直になれない人を軽[image: ]するのは、僕には難しい、かな」

「え？」

　足を止め、リリが弾かれたようにこちらを向く。

　僕は笑いながら思ったことを言った。

「大丈夫。僕、リリのことが好きだから。だから軽[image: ]なんてできっこないし、嫌いにもなれないよ」

　本心だった。

　リリの不安を拭ぬぐうように、ありのままの本音を伝えてあげる。

　こっちがびっくりするほど目を見張ったリリは、すぐに紅くなる。伏せていた耳は起き上って、びぃんっと真上を突いていた。

　僕はぎょっとした。尻尾がすごいことになっている。

　内心でうろたえる僕をリリはじっと見つめていたかと思うと、頰の赤みは抜け切らないまま、くすりと小さくはにかんだ。

「それはどういう意味ですか、なんて聞くのは……愚問なのでしょうね」

　えっ？　と聞き返す前にリリは歩みを再開させる。

　小さな背中は、さっきよりも遥かに機嫌が良さそうに見えた。

　元気になってもらえたのかな、と僕はちょっとわからないままリリを追いかける。

「ベル様のお声は、心に響く鐘の音ねのようですね」

　リリの声は、いつも小さいんだ。

　いくら聞き返しても何も教えてくれないリリの態度に少し不貞ふて腐くさりながら、僕はそんなことを思った。
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『ヒィャアアアア！』

『ギイイイイ！』

　甲高かんだかい鳴き声を喚かせ小悪魔のモンスター『インプ』が突っ込んでくる。

　全身の色は黒。尖とがった小石のような一角いっかくを生やす頭はやや大きめで、ひょろひょろとした体軀と比べて少しアンバランス。けれどその見た目から想像できないほど動きは俊敏しゅんびんかつ鋭い。

　鉤かぎのついた細長い尻尾が、動作に応じて上下にしなっている。

「っ！」

　跳びはねるように間合いを詰めてくるインプ二匹を、僕は《神様のナイフ》と《バゼラード》を両手に迎え撃つ。

　右のインプへ向かってサイドステップ。

　一匹の影に隠れる形で、片方のモンスターの接敵を防ぐ位置関係を作り上げる。

　事実上の一対一。目前まで迫ってきたインプは無数の牙を剝き出しにしながら、僕に向かって左手の爪を振るった。

『ギィイイッ！』

「全っ然っ、のろいッッ！」

　──あの人の足もとにも及ばない！

　弧を描く鋭利な指爪を打ち払うつもりで、僕は右手の《神様のナイフ》を振るう。

　壮烈そうれつな紫紺しこんの輝きが走ったかと思うと、インプの爪は弾はじかれるどころか、五指ごと宙に飛散していた。

『ゲッ、ギィイ!?』

　インプが驚愕きょうがくに次いで金切り声を上げる中、僕は先程の迎撃と連動させて、体を回転。

　頭の中に浮かぶ、金髪の少女の動きに自分のものをなぞらせる。

　右足を軸にして、一気に、強烈な回し蹴りを目の前のインプへ繰り出した。

『ヒゲャ!?』

『!?』

　胸の真ん中を打たれ、体重の軽いインプは簡単に吹き飛んだ。

　そのまま後方にいた一体にぶち当たる。仲間を受け止めたインプはかろうじて踏ん張るが、僕は既に次の動きへ転じていた。

　左腕を思い切り後ろに溜ためて、《バゼラード》を……突き出す！

『『ギギ!?』』

　撃ち出された一発の剣突けんとつがインプ達を丸ごと穿うがつ。

　折り重なる断末魔だんまつま。

　心臓をまとめて貫いた銀の短剣パイルから、壊れた鼓動が掌てのひらに伝わってきた。

「ベル様、後ろからっ！」

　──わかってる！

　リリの警告にも動じない。僕は接近してくるモンスターの気配を正確に捉えていた。

　視界は広く、死角は決して作らない。

《バゼラード》から手を離し、振り向きざま《短刀》を装備。

　自ら突っ込み、両手の中の二つのナイフで、小振りの斬撃を二閃にせんさせる。

『ギェ──!?』

「ふあぁ……ベル様、すごい」

　下半身、胴体、頭部。

　三つのパーツに分断されたインプとすれ違い、僕は地面に着地した。

　すぐさま顔を上げ視界を確保する。霧の奥で揺らめく影の数は依然として減っていない。

　リリに《バゼラード》の回収を頼み、僕はまだ残るモンスター達へと駆け出した。




　現在位置は10階層。

　地面一帯は草生くさむしており、各通路、各広間はこれまでの階層の中でも一段と広い。そしてどこから出ているのかもわからない白い霧が視界に絶えず付き纏ってくる。

　一つの出入り口しかない広々とした『ルーム』を根城にして、僕達は今日もダンジョンの攻略に明け暮れる。

　この二日ほど、僕はアイズさんの教えを復習する形でモンスター達と戦っていた。

　翌日に待ち受けている死活問題のためにも、僕は気を抜くことなく彼女の教えを活かし、取り入れ、励はげむ。

『ヒャアアアアアアアアア!!』

　僕達が今相手にしているのはインプの群れだ。この階層からは『オーク』よりも頻繁ひんぱんに顔を合わせる小型のモンスター。

　数を武器にしながら続々と襲いかかってくる敵に、僕は一旦攻めあぐねていた。

　インプっていうモンスターは小賢こざかしい。一見するとゴブリンと少し似ているけど、あのモンスターと違って浅知恵がよく働く。つまり、利口なのだ。

　決して単独で戦おうとはせず群れて戦う。一つのパーティとして見たら中々優秀で、今までのモンスター達の集まりと違ってにわかじゃない。いち冒険者としては感心してしまうほど。

　この霧のはびこる10階層では、一匹のオークよりインプの一群の方が厄介だ、とも言われている。

『ギィイ！』

「とっ！」

　僕もそれに同意見。斜め後ろからの攻撃をプロテクターで防御し、そのまま反撃しようとしても、インプはすぐに霧の奥へ引っ込んでいく。思わず口を曲げてしまった。

　インプの群れによる、霧を利用した四方八方からの襲撃。それでいて、しっかり取り囲もうとしてくるのだからあざとい。

　こちらがそうはさせじと場所を移動すれば、霧の向こうで露骨ろこつに舌打ちをしてきた。しかもその数八つ。増えてるし。

　パーティならいくらでも対処はできるけど、ソロの冒険者にとっては例のごとく対処が難しいモンスターだ。

『ヒャヒッ！』

『ヒヒッ……』

「……」

　足を止めた瞬間、あっという間に包囲網が完成した。

　薄い霧の向こうでいくつもの黒い影が肩を揺らしている。

　徐々に狭まっていくインプ達の輪。地面から生える草原を踏みしめる音がそこかしこから響いてくる。舌した舐なめずりの音なんかも今にも聞こえてきそうだ。

　ついこの前までなら、僕は慌てていたかもしれない。

　多少のダメージは覚悟して包囲網の一角を無理矢理破ろうとしていたかも。

　けれど、

「見るにも値しないと思われているのなら、リリは少しだけ心外ぃ～～～っ、ですッ！」

　今の僕は一人じゃない。

　僕を囲むインプの輪の更に外側。

　モンスター達の背後を取る形で、一本の矢が撃ち出された。

『ギャッ!?』

『──!?』

　リリの放った矢は一匹の頭に命中。まさかの不意討うちにインプ達の間で動揺が走る。

　何も霧を利用できるのはモンスターだけじゃない。リリは一時的に霧の奥へ身をくらますことで、インプ達の警戒網からまんまと外れていた。

　小賢しいと言ってもまだたかが知れている。事前に陽動と奇襲の分担を取り決めていた僕達の方が、まだパーティとして一枚上手だ。

『パーティプレイ』という言葉の響きに、僕は心を踊おどらせた。

（僕もっ！）

　この機に乗じて一気に攻めかかる。

　連射される金属矢に気を取られていた一匹のインプを、《神様のナイフ》で即座に両断。

　足は止めず、しっちゃかめっちゃかに喚き出し混乱するモンスターの群れを容赦ようしゃなく蹴散らしていく。

『シャアアア！』

「っ！　リリッ！」

　矢を食らったインプを切り捨てた時だった。

　二匹のモンスターが崩れかかっている包囲網を放棄して、リリへ狙いを定める。

　僕が慌てて叫ぶ中、けれどリリは動じた素振りもなく、にっこりと笑って懐ふところから小袋を取り出した。

「ご苦労様です」

　ひょいっ、と放られた小袋は口を開き、インプ達の目の前で大量の粉末を吐き出した。

　突然撒まき散らされた紫色の粉煙ふんえんに度肝どぎもを抜かれるのも束つかの間ま、インプ達はゲェッ、ゲェッ、と激しく咳せき込み出す。

　ドロップアイテム『パープル・モスの翅はね』。

　それから採取される毒鱗粉どくりんぷんを調合して作られる毒袋ばくだんだ。

　パープル・モスのものと違って即効性で、弱いモンスターなら『毒』の症状を発生させる。

　──上手い、言うだけあってリリはモンスターのあしらい方に慣れてる！

　リリが軽かろやかにバックステップを踏む時には僕も走り出していた。

　円らな瞳と視線が絡み合い、後はお願いします、と任される。

　僕は唇の端を吊つり上げた。

「合点！」

　呼吸を止め毒粉の中に突っ込む。そして、瞬殺。

　二本のナイフを閃かせ、一呼吸も置かず二匹のインプの息の根を止める。

　あと残るは……！

「……！　ベル様、少々すごいのが来ました！」

「！」

　ルームを揺らす地響き。僕もすぐに気付いた。

『オーク』。以前散々お世話になった豚頭のモンスター。三Ｍメドルに届こうかという巨体が手ぶらのまま前進してくる。

　更に数匹のインプがその周囲を取り巻いており、まるで親玉に率いられる子分達みたいだ。

　上空には『バッドバット』。暗色をした[image: ]蝠こうもりのモンスターで、鋭い牙の他に集中力を乱す怪音波なんかも仕掛けてくる。

　残っていたインプ達も尻尾を巻いて逃げ出し、あの一団に合流した。

「ちょっと、多いね……」

「はい。多種のモンスターがああまで群れるなんて珍しいくらいです。どうしますか、オークだけでもリリが引き付けましょうか？」

　膨らみ出しているバックパックを地面に下ろし、ハンドボウガンへ矢を装塡そうてんしながらリリが提案してくる。

　僕はじっと眼を凝こらした。

　霧のせいでオーク以外のモンスターの数が把握しにくい。確認できている以上のモンスターがひそんでいるとしたら、リリを別行動させるのはちょっと不味まずいかも……。

　僕は装備している武器類を全て鞘の中に戻し、右の手首をぱっぱっと振り始めた。

「ベル様？」

「あはは、少し頼り過ぎちゃってる気もするけど……」

　やっちゃうね？　と笑ってみせる僕の意図に、リリも気付いたようだった。

　ささっと側から離れて道を開ける。

　距離を置いて響き渡ってくるモンスターの混声を耳にしながら、僕は右腕を砲身に見立てて、前方へと突き出した。

「【ファイアボルト】！」

　霧の海を引き裂く何条もの炎の雷は、ものの数分でモンスター達を全滅させた。




「ねぇリリ。僕、魔法に依存しちゃってるかな？」

　僕はサンドイッチをつまみながら、リリにそんなことを聞いた。

　モンスターをあらかた倒した僕達は休憩レストを挟もうと、10階層の始点であるルームへ引き返していた。つまり9階層を繫つなぐ階段がある地帯エリアだ。

　ここだけは他の地帯エリアと少し勝手が違って霧が出ていない。見晴らしがいいため奇襲される可能性がぐっと減るので、10階層唯一の安全地帯と言ってもいい。

　僕はいつも通りシルさんが作ってくれたランチを頂かせてもらいながら、リリの返事を待つ。

　ちなみに口に含む彼女お手製のサンドイッチは、相変わらず一風変わった仕上がり。嚙かめば嚙むほどフレッシュな苦味が舌の上に広がる。

　今日も試行錯誤したんだろうなぁ、泥沼に陥おちいっているけど……、とちょっと失礼な感想を抱きながらむぐむぐ頰を動かす。正直に言うと、半分涙目だ。

　僕は日に日に凶化きょうかされていくこのお弁当が怖い。

「う～ん、リリはそこまで気にはなりませんが……確かにベル様の魔法は使いやすい節もありますし……」

　こぢんまりしたパンを両手に、リリは少し考えに耽ふけっているようだった。

　小さな唇が可愛らしく動きパンをかじっていく。やがて食べ終わると、リリはナプキンで口もとを拭ぬぐってから喋しゃべり出した。

「発動条件のハードルが低いので、手軽に使ってしまっているという点はあるかもしれません。依存というより、ベル様の動作の一部になっている、という感じでしょうか」

「そう言われてみると……」

　結構しっくりくるような気がする。

【ファイアボルト】は『速攻魔法』。

　どんな魔法にもある筈の詠唱えいしょう……いわゆる溜めが存在しない。

　手足を使うがごとく、とまでは言い過ぎかもしれないけど、僕にとっての『魔法』はそれこそ弓矢を取り扱うような、数ある動作アクションの一つに過ぎないのかもしれない。

「こう考えると、ベル様の魔法は効率性に富んだ分、本来の魔法としての意味が薄れているということになりますね」

「えっと……つまり？」

「必殺としての一面です」

　その言葉を聞いて、すぐに想起そうきしたのは、英雄達の活躍を書き綴つづったとある絵本の一頁ページ。

　巨大な怪物に向かって凍こごえる吹雪を放つ、エルフの勇者の姿。

「『魔法』とは本来切り札です。奥の手と言い換えてもいいかもしれません。強力なものならＬｖ．の高低を無視して、格上の相手を撃退することも十二分にありえるのですから。ベル様の魔法は使い勝手が非常によろしい分、その必殺としての一面が見劣りするかもしれません」

　確かに、僕の【ファイアボルト】はポンポンと行使できる分、真の意味でありがたみという言葉とは無縁だ。

　一撃一撃の重さも、リリが言うような強大無比と言えるものではない。

　僕は神妙な顔をしてリリの話に聞き入る。

「長文詠唱型の魔法は時間をかける分、効果も高いわけですから、大きな局面に波紋を投じることも可能とします。まさしく起死回生の一手ですね」

　つまり、裏を返せば……。

「僕の魔法には、その力がない……？」

「いえ、そういうわけではありません。要は、量より質か、質より量か、という話です。ベル様の魔法の発動速度は侮あなどれないものがありますし……少なくともリリの場合は、時間をかける特大の一発より、瞬時に連射してくるベル様の【ファイアボルト】の方が怖いです」

「絶対に逃げ切れませんから」とリリはおどけて笑ってみせる。

　まとめてみると、僕の魔法は相手にとって十分脅威きょういにはなりえる。

　ただし手数でまかなえるだけ、単発としての威力、瞬間的な爆発力は乏とぼしい。

　本当に強い相手──例えば耐久力が高いモンスター──には、一般的な攻撃魔法より効きづらいということになる。

　いや、まぁ、魔法だって万能じゃないから、欠点を挙げ出したら切りはないんだけど……。

　小さな頃から魔法というものに憧れ続けていた反動か、いざ発現した魔法の短所を突きつけられると……何というか、ちょっと残念な気持ちになってしまう。

　その心の動きが表情に出ていたのか、リリは僕を見て苦笑した。

「ベル様、ベル様？　リリはベル様の魔法は飛び抜けていると思いますよ？　発動速度や弾速もそうですが、成長という側面が非常に優れています。群を抜いていると言っていいでしょう」

「……？」

「発動に時間のかかる魔法は中々行使できません。詠唱が完了するまでモンスター達は暢気のんきに待ってくれませんから。そして使用する機会が少ないということは、それだけ【ステイタス】に反映されないということです」

　使う場面に恵まれないということは、魔法効果に関わるアビリティ『魔力』が加算されにくいということでもある。

　頻繁ひんぱんに使う努力をしてみたところで、その労力と時間は、確かに僕のかけるものより何倍以上のものになるのかもしれない。

「『魔力』さえ上がれば、魔法は規模も出力も上昇します。戦闘には直接関係しないリリのこんな魔法でも、【ステイタス】の強化によって少し具合が変わりましたから」

　リリの【シンダー・エラ】は、身長や体格に作用する範囲に限度がある。基本的にリリと同程度の体格の小人族や子供にしか変身できないのだ。けれど『魔力』の上昇に伴って、模倣という判定に限り、服装の融通ゆうづうは多少利くようになったらしい。

　今の服装も、あくまで外見だけだけど、魔法の効果で変装させたものなのだとか（攻撃を受けると解けてしまうらしい）。

　僕は自分の手の平をまじまじと見つめた。

　確かに、炎雷えんらいの太さや威力は初めの頃より随分と大きくなっている。

「蒸し返しますが、魔法に依存しているのではないかという件。あれも魔法の成長を促うながすのなら、それこそしょうがないことです。魔法に頼り過ぎても白兵戦の技術がおろそかになるので、難しい問題ではありますが……リリは、ベル様は今のままでいいと思います」

　リリの考察には確かにと頷かせる説得力がある。

　冒険者としての僕をこれまで誰よりも近くで見てきた人の助言だ。

　パートナーとしての彼女の言葉が、背中をぽんと押してくれるようだった。

「ベル様の魔法の属性は単純で、威力も平凡かもしれませんが、成長性はきっとピカ一です。自信を持ってください」

　微笑みかけてくれるリリに、僕はちょっと頰を緩める。

　あのリリが太鼓判たいこばんを押してくれたなら、僕は自分の魔法の可能性を信じられた。

　何だか大船に乗った気分でいられる。

　僕は照れながら「ありがとう」と告げて立ち上がった。

「午後も、頑張ろうか？」

「はい、どこまでも力添えさせていただきます」

　硬いよぉ、と苦笑を一つして。

　僕達はその後も、ダンジョン攻略に精を出すのだった。

















「……」

　僕はゆっくりと目を開けた。

　青い空が見える。

　涼しげな風を肌で感じながら、抜けるような蒼穹そうきゅうをぼうっと眺ながめた。

　全身がずきずきと痛むのを自覚しつつ、最後に途絶えた記憶を辿たどってみると……思い出されるのは、凄すさまじい速度で眼前に繰り出されたあの人の一撃だった。

　また、何もできずにやられちゃったのか……。

　もう何度目かもわからない自分の体たらくに、心の中で首を折る。

　市壁の上で取り組んでいる、アイズさんとの特訓。

　日に日に厳しさが増している彼女の戦闘指導に、僕は意識を手放してしまうことが当たり前のようになっていた。今も恐らく、あっさりと気絶に追い込まれた後、市壁の上に寝転がっている状況なのだろう。

　今度はどれくらい気を失っていたんだろうと、頭の裏を柔らかい感触に受け止められながらぼんやり考えていると……不意に、ひょいと。

　仰向あおむけになっている僕の顔を、金の瞳が覗のぞき込んできた。

「大丈夫？」

「……ほあぁ!?」

　視界の真ん中に現れたアイズさんの顔に、僕は奇声を上げて起き上がる。

　転がるようにしてその場を離れ、立ち上がりながら振り向くと、アイズさんは膝ひざを崩して石畳に腰を下ろしていた。

　……また膝枕をされてしまっていたようだ。

　いつかのダンジョンでの一件──魔法を連発して気絶したあの事件──が原因なのか、何故なぜかアイズさんは、僕が気を失うと膝枕をしてくれるようになっていた。

　嬉うれしい、めちゃくちゃ嬉しいんだけど……死んでしまいたい。色んな意味で情けなくて。

　顔を真まっ赤かにする僕のことをアイズさんは不思議そうに見つめながら、膝の上をぽんぽんと叩いた。

　僕はぶんぶんぶんっと首を横に振る。

「体は、平気？」

「……はい」

　依然顔を赤くしながら、僕はアイズさんと隣り合う位置に腰を下ろす（よう手招きされる）。

　お尻に石畳の冷たさを感じながら、後ろの胸壁に背中をつけた。

　今日一日中、僕はアイズさんに稽古けいこをつけてもらう手筈てはずになっている。

　というのも、リリから今日は下宿先での仕事を手伝わなくてはいけないので、ダンジョン探索に同伴できないという連絡があったからだ。

　一人でダンジョンにもぐるくらいなら、と僕は少し浅ましくも胸の高鳴りの言いなりになり、赤面しながらアイズさんと交渉して……普段の早朝の時間帯を過ぎても、この澄すんだ青い空の下で、鍛錬たんれんを続けている。

　今は、小休止。

「あ、あの、僕っ、少しは上達してるんでしょうか？」

「……どうして？」

「いや、その、最近気を失ってばっかりなんで……」

　互いの肩と肩の距離に盛大な緊張をしながら、僕は思い切って話題を振ってみた。

　アイズさんは正面しか見れない僕の横顔を、静かに見つめてくる。

「君は、ちゃんと変わってるよ。……びっくりしちゃうくらい」

「え、えっと、でも……」

「君が気絶しちゃうのは……多分、私が力加減を間違えているだけだから」

「い、いえっそんなことは!?」

　そろりと瞼まぶたを半分下ろすアイズさん。いつもとその表情は変わらないけれど、最近少しわかってきた、こういう時の彼女は結構落ち込んでいる。

　心なし肩を落とすアイズさんを慌あわてて励はげましつつ、僕は、何だか不思議な感覚を心のどこかで味わっていた。

　高過ぎる高嶺たかねの花。

　今でもそれは変わらない筈はずなのに、僕はこうして、この人と近くで交流をしている。【剣姫けんき】じゃないこの人を、目まの当たりにしている。

　上手く言葉にできないけど……そう、何だか現実味がない。

　ただ、美しくどこか崇高すうこうであった筈の彼女のことを、ちょっと変わったところのある、普通の女の子のように……この時ばかりは感じてしまっていた。

　こんな風になんてことない事柄で落ち込んでいる姿を見ると、そう思ってしまったのだ。

「……聞いても、いい？」

「えっ？」

　思考が明後日あさっての方向に飛んでいた僕は、アイズさんのその呟つぶやきに意識を眼前に戻す。

　目を向けると、アイズさんは落ち込んでいた鳴りをひそめさせ、真剣な表情でこちらを見つめてきていた。

「どうして君は、そんなに早く、強くなっていけるの？」

「つよ、く……？」

　問われた内容に、目を白黒させてしまう。

　強い、という言葉が、自分に不釣り合いなものに聞こえてしょうがなかった。

　咄嗟とっさにこれまでの情けない失態を思い返してしまい、今すぐ穴を掘って埋まりたくなったけれど、こちらを見据すえてくるアイズさんの双眸そうぼうに、少し真剣に考えてみる。

　僕が強くなれたのは……いや、今だって強くなろうとしているのは……。

「……えっと、どうしても追いつきたい人がいて。その人を必死に追いかけていたら、いつの間にかここまで来てて、その……」

　考えが上手く纏まとまらず、言い表せない。

　というより追いつきたい本人の前でこんなことを語るのが、小こっ恥ぱずかしくて堪たまらない。

　すっかりしどろもどろになりながら、僕は、何とか次の言葉で締めくくった。

「……何がなんでも、辿り着きたい場所があるから、だと思います」

　その答えに、アイズさんは僅わずかに目を見開いた。

　黙って僕のことを見つめた後、おもむろに頭上を仰あおぐ。

「そっか……」

　膝を浅く抱えた姿勢で、空だけを見上げて。

　僕の目と鼻の先で長い金の髪が風に梳すかれていく。

「……わかるよ」

　ぽつり、と呟かれた言葉に、僕は「え？」と呟きを漏もらす。

「私も……」

　その先の言葉は、急に吹いた風によって、かき消された。

　強い横向きの風に僕は思わず目を瞑つむる。

　突風に近い西からの涼風。笛のような風音が巨大な市壁の上を走り抜ける。

　ややあって瞼を開けると、さっきと変わらない姿勢で、アイズさんは空を見上げ続けていた。

「あ、あの……」

「？」

「あ、いえ……何でも、ないです」

　感情の薄い顔で小首を傾かしげるアイズさんに、僕は発言を取り止やめる。

　尋ねてどうするんだと、今まで見たことのなかった彼女の目を思い出しながら、そう自分に言い聞かせた。

　そこからは会話がなくなってしまい、少し僕の体がそわそわし出した頃。

　都市の東端の方角から、正午を告げる大鐘が鳴り響き出す。

　教会の鐘の音ねを彷彿ほうふつさせる大きくも澄んだ響きに耳を貸していると、都市とは真逆側、つまり市壁の外側からは馬の嘶いななき声も聞こえてきた。迷宮都市オラリオに入ろうとする行商なんかが、ギルドの検問を受けているのだろう。

　僕達がいる、市壁の天辺てっぺんに当たるこの場所は幅広な石畳の道となっており、両端には少し背の高い胸壁が張り巡めぐらされている。内側の胸壁の方を向けば都市の光景が広がり、外側を向けばどこまでも続く草原や森、山々を見晴らせるのだ。

　都市の鐘の音と外界の喧騒けんそうを同時に聞きながら……いい天気だな、と。

　雲が浮かぶ青い空からそそがれるうららかな日差しに、僕は思わず目を細めた。

「んっ……」

「……？」

　隣から漏れ出た吐息に首を回すと、アイズさんが口もとに手を当てていた。

　その小振りな唇を小さく開いて……欠伸あくびをしている。

　温かな日の光を浴びながら、彼女は膝を抱え直し、何ごともなかったようにもとの体勢に戻った。

　それから少しして。

「昼寝の訓練を、しようか」

「は？」

　あまりにも訓練にそぐわなそうな提案に、僕は目を点にする。

　前を向きながら、アイズさんは淡々と語り出した。

「ダンジョンじゃあ、いつでもどこでも、寝れるようにしないといけないから」

「……」

「すぐに体力を回復させることは、大切だよ」

　恐らくは、間違ってはいないのだろう。

　今は僕もダンジョンから日帰りで帰還しているけれど、より深い階層に進むにつれ、長期的な迷宮への滞在を求められるかもしれない。その際にモンスターに狙われようが、ふかふかのベッドがなかろうが、きっちり体を休めなければ冒険者としてやっていけないのは道理だ。

　場所を問わない即時的な睡眠の必要性を、アイズさんはとても真面目まじめな顔で語る。

　けれど僕は、微妙な顔で、こちらと視線を合わせようとしない彼女に尋たずねてしまった。

「あの……もしかして、眠いんですか？」

「……」

　その指摘に、前方を見つめていたアイズさんは、ゆっくりと僕の方に振り向く。

「訓練だよ」

「は、はいっ」

　ずいっ、と近付けられたアイズさんの顔に、僕は汗をかいてこくこくと頷うなずく。

　眉尻は若干上向きにして、真剣な表情を作っていたけれど……その頰ほおは、ほんのりと淡あわく染まっていた。

　む、胸が苦しいっ……！　馬鹿なのか僕は……！

「え、えーと……ここで寝るんですか？」

「うん」

　僕の質問にアイズさんは頷き、背にしている位置から少し前に出て、こてんと寝そべる。

　市壁上の道は石畳でできていて当然硬い。またお世辞にも綺麗きれいに造られているとは言いがたく、多少の段差があってでこぼこもしている。

　何でもないように石畳へ横になるアイズさんを前に、第一級冒険者の腕前（？）を見せつけられた気分。

　ダンジョンの深層へともぐり、どんな場所でも休憩レストを行わなければならない彼女達にとって、こんな場所で寝るのは──それこそ苦になんてならず──慣れっこなのかもしれない。

「寝ないの？」

「あ、は、はい……」

　下から見上げられ、僕は変なことになってしまったと思いつつ、促うながされるまま間を空けて彼女の隣に移動した。

　横向きに寝た無防備な体勢を見せるアイズさんに、僕が変なことするとは──いやできっこないけど──考えないのかなと一瞬思ったけど、すぐ側でキラリと輝くサーベルの鍔つばを見て、乾いた笑いとともに考えをあらためる。不届きな真似は即刻斬首ざんげきだ。

　後は警戒心がないというよりも、仮とは言え弟子の面倒を見ようとする、彼女なりの誠意なのかもしれない。

　……一応、訓練ということにもなっているし。

「し、失礼します……」

















　僕はおずおずと、アイズさんの隣で仰向けに寝転がる。

　やはりと言うべきか、眠気は全く訪れなかった。心臓の音がうるさ過ぎる。

　ちらりと横を向くと、横寝の格好のアイズさんの顔が目の前にあって、僕は慌てて視線を切った。

　眉間みけんに皺しわが寄る勢いで、ぎゅうっと強く瞼を閉じる。

　仰向けの姿勢で、寝ろ寝ろ寝ろ、と自分自身に念じた。

「……？」

　すぐしない内に聞こえてきた、小さな息づかい。

　目を開けてそっと窺うかがうと、アイズさんは瞼を閉じ、眠りについていた。

　は、早い……。

　体力回復は大切と言うだけあって、眠り慣れているということなのだろうか。

　あるいはすぐ寝てしまうほど眠かったのか……。

『……け、ベル』

　……ん？

『行ゆけ、ベル』

　……んん？

　突如頭の奥から響いてきた、懐かしい声。

　聞き間違える筈もない……僕の育ての親である祖父の声が、何故なぜか今この時、頭へ直接響いてきている。

　次第に強まっていっているようなその声に、僕はいよいよ幻聴かと思い始めて……。

（……って、あれ？）

　アイズさんが、近くに……？

　錯覚さっかくだろうか。僕は半眼を作るように目を細める。

　最初に人ひと二人分が入れるくらいの間隔をしっかりと置いた筈なのに、何で……。

『行くのだ、ベルよ』

　次の瞬間、更に彼女の顔が間近へと迫った。

「!?」

　ここへ来てようやく異変に気付く。

　顔を見つめ合う格好の僕達の距離は、確実に埋まっていた。

　ア、アイズさんが寝ぼけてこっちに近付いてきてっ……い、いや違うっ、彼女は一Ｃセルチだって動いちゃいない！

　ま、まさかっ……!?

『行ゆけぇーい』

　──僕から近付いてる!?

　ありえてはいけない緊急事態に心臓が止まりそうになった。ぶわっと嫌な汗が全身を犯す。

　ま、間違いないっ、僕の体が、アイズさんのもとへにじり寄っている！

　何で!?　どうして!?　まさか本当に変なことしようとしてるの、僕!?

　斬られるよ!?

『寝込みを襲えぇーい』

（いいぃっ!?）

　更に接近。

　瞼を閉じたアイズさんの顔が大きくなり、はっきりとそのあどけない寝顔が細部まで確認できてしまう。

　きめ細かな白い肌に、細いうなじ……小振りで可憐な、桜さくら色の唇。

　迫り来る鮮烈な光景に、僕の顔は凄まじい勢いで紅潮こうちょうしていった。

（ちょっとちょっとちょっとぉぉ!?）

　胸中で悲鳴を上げることしかできない。

　祖父に植え込まれた爆弾おしえを忠実に作動さいげんさせるかのように、僕は、アイズさんのもとへ着実に這はい寄っていた。しかもこの人に接近を悟らせない巧妙こうみょうさで。どうなってんだ一体!?

　ぼ、僕、まさか本当にっ、この人へ……!?

『口付けじゃー』

　うわぁああああああああああああああああああああっ!?

『──待つんだ、ベル君！』

　と、そこに。

　僕の邪よこしまな行動を咎とがめるように、頭の中で女神ヘスティア様の声が響き渡った。

『寝込みの娘こを襲うなんて、そんな真似が許されると思っているのか！　ボクは君をそんな子に育てた覚えはないぞ！』

　はっ、と僕の心と体が揺れる。

　まるでナニカに操られていた心身が正気を取り戻したかのようだった。

　そ、そうだよ、神様の言う通りじゃないか……！

『その娘と口付けだなんて許さないぞ、絶対に許さない！　絶対にだ!!』

　何故か途轍とてつもなく必死な神様の叫び声に汗を流しながら、僕はアイズさんから距離を取ろうとする。

　ぶるぶると震えるだけで遅々ちちとして進まないその動作は、まるで体の中で二つの強大な意志が反発し合っている、その反動の表れのようでもあった。

　女神様ひかりの託宣せんたくと祖父やみの囁ささやき声が激しくぶつかり合う。

『さぁ早く離れ──』

『ここから先はぁ、聖戦なりぃぃ』

『──あ、こら、何をするっ、ぐあぁっ!?』

　──神様が負けた！

　女神様を打ち破った巨大な波動が天秤を一気に傾ける。

　僅かもなかった距離をぐっと埋め、僕はアイズさんと鼻と鼻が触れ合う場所まで近付いた。

「……！」

　瞳の閉じられた美しい寝顔が視界を直撃する。

　焦点を見失う自身の双眸。目と鼻の先にあるあの人の顔に意識と体が赤熱する。

　残響する祖父の哄笑こうしょうを耳にしながら、僕の口唇は、あの人のものへ触れ合おうとした。

「待っ……て」

「!!」

　瞬時に体の自由を取り戻す。

　僕はがばっと顔を引き、勢いよく回転してアイズさんのもとから体を離脱させた。

　心臓が砕くだけ散ってしまいそうな律動を刻む。汗が止まらない。

　祖父の残念そうな幻声がかき消えていく中、僕は恐る恐る、背を向けた彼女へ振り返った。

「……」

　アイズさんは、目を覚ましてはいなかった。

　依然瞳を閉ざして、すぅすぅと耳を澄すまさなければ聞き取れない小さな寝息を立てている。

　僕の全身からどっと力が抜けた。

（……待っ、てて？）

　まだ胸がばくばく言っているのを耳にしながら、僕はこの人の描いた唇の動きを振り返る。

　待って、じゃなくて……待ってて。

　確かに、この人の唇はそう動いたような気がする。

　言葉の意味を考えようとしたけれど、すぐに猛烈もうれつな自己嫌悪が渦うずを巻き、僕は頭を両手で抱えて悶もだえ始めた。何やろうとしたんだよ僕ってやつは……!!

　うぐぁあああああああああああああ……と声にならない呻うめき声を眠る彼女の隣で発しながら、己の行動を恥じに恥じた。

「……はぁ」

　消えない嫌悪を抱え続けてしばらく。

　僕は嘆息たんそくして、今度こそ魔が差さないように先程より広く間隔を空ける。仰向けの体勢に戻って空を見上げた。

　心の中で謝罪を繰り返し呟きながら、火照ほてった顔を何とか冷まそうとする。

「……」

　聞くまいと頑かたくなになっても届いてきてしまう、一定の呼吸のリズム。

　僕は悩み続けた末、あと一度だけ、と自分に約束を課し、頰を石畳につけてあの人の方をゆっくりと見た。

「……」

　眼前に、本当にすぐ近くに、あの人の顔がある。

　かすかな寝息が耳朶じだに淡く触れる。一房の金の髪がこぼれ、彼女の頰にかかっている。

　誰よりも強い彼女を忘れさせる、あどけない寝顔。

　少しでも近付いて、手を伸ばせば届く位置に……あの人が、安らかに眠っている。

　あれは、何の英雄譚えいゆうたんだっただろう。

　呪いをかけられ、何百年も年をとらず眠りにつく、独ひとりのお姫様。

　彼女の英雄が現れるまでずっと目を覚まさない、永遠の眠り姫。

　幼い頃読み耽ふけっていた物語の挿絵を、穏やかな寝息を立てる今のこの人に、何故か重ねてしまった。

「……」

　僕は何も言わずその寝顔を見続け、顔を正面に戻す。

　仰向いたまま、左手を持ち上げ、静かに頰を引っ張った。

　少し痛い。

（やっぱり、夢みたいだ……）

　こうしてこの人が隣にいることが。二人で時間を共有していることが。

　頰を引っ張る手を下ろし、吸い込まれそうな青い空を見上げる。

　それまでの感情は透明になっていき、心が空っぽになっていくような気がした。

　日の光に照らされた市壁道の真ん中で、二人一緒に寝転がりながら、僕はゆっくりと瞼を下ろし、まどろみに落ちていった。
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　オラリオの市壁は堅牢けんろうかつ、巨大である。

　円形の都市を囲む市壁の形は当然環状かんじょう。天辺部の道も市壁の形状に伴い、不揃ふぞろいな石畳がぐるりと一周している。

　立ち入り禁止である市壁の天辺部は普段から誰も寄り付かない。また外部からの防衛ではなく迷宮ないぶの防波堤ぼうはていとして重きが置かれていたオラリオの市壁は非常に高く、なまじ高層の建築物から覗こうとしても天辺部には目が届かない。地上からは言わずもがなだ。

　更に市壁の上には胸壁も備わっており、場所を選べば誰かに見つかる心配はまず皆無だった。

　市壁の天辺部で行われる特訓は誰にも窺えず、何者にも観測できない。

　互いの【ファミリア】に露見することも含め、ベルとの訓練を明るみにしないよう手回ししたアイズの思惑は、これ以上なく上手くいったと言える。

「まぁ、丸見えではあるのだけれど」

　都市随一の高さを誇る摩天楼施設バベルからの視線を除いては、という場合に限定されるが。

　バベルの最上階に当たる己の自室で、豪奢ごうしゃな椅子に腰かけながら、フレイヤは市壁の上に寝そべるベルとアイズをしっかりと視認していた。

　張り巡らされる胸壁も俯瞰ふかんされてしまっては意味をなさず、ベル達の動向は彼女に筒抜けになっている。

「剣姫あのこの輝きは少し眩まぶし過ぎるし……」

　都市中央、更に高さ五十階のバベル最上階からベル達のいる都市外縁部までは途轍とてつもない距離が存在しているが、フレイヤの『眼』には少年と少女の輝きがはっきりと視えていた。

　小さくも澄んだ透明の輝きと、目もくらむような鮮烈せんれつな光を放つあの金色の輝きを、『魂』の本質いろを識別するフレイヤの『眼』が見逃す筈もない。

　黎明れいめいの時間帯を過ぎても鍛錬に励むベル達を見つけ、フレイヤはこの時まで彼等を観察し続けていた。

「それにしても……面白いことになっているわね」

　その銀の髪を耳にすくいながら、フレイヤは唇を笑みの形にする。

　己の眷族けんぞくがダンジョンで密かに舞台作りを進める一方で、主役の少年は都市最強の一角である女剣士に師事している。

　武人オッタルに教育される怪物モンスターと剣姫アイズにしごかれる少年ヒューマン。

　自分が想像している以上の見ものになるやもしれないと、フレイヤは今から胸を弾はずませた。

「……」

　銀色の双眸がしばらく、黙ってベル達に視線をそそぐ。

　眠っているのか、側に寄り添うようにして身動みうごきしない二つの輝きに、フレイヤは笑みを纏いながらも、トン、トン、とゆっくりと椅子の肘掛ひじかけを細い指で叩いていく。

　そして、くるくると銀の髪を指で巻き始めたところで、はたと動きを止めた。

　自覚のなかった己の動きにようやく気付いた彼女は、苦笑するように嘲笑ちょうしょうするように、唇を浅く曲げる。

「ああ、妬やいているの、私……」

　全く、とフレイヤは笑う。

　神とあろう者が子供のようにと、自分のことながら滑稽こっけいに思えてくる。

　いつか女神ヘスティアと少年がともにいた際にも抱いていたあの感覚。今回はその当時のものより、若干強まっているのだろうか。

　透明な輝きをより際立たせているあの金色の輝きに、少々……本当に少々、面白くないものを感じてしまっている。

　小さな嫉妬しっとが、その豊かな胸の奥で芽生めばえていた。

「……歯がゆいわ」

　ぽつりと呟いたフレイヤは目を瞑り、背もたれに体を預け、頭上を仰ぐ格好を取る。

　そのまましばらく。

　瞑目めいもくしていた女神は瞼を薄く開け……艶あでやかに笑んだ。

「今、どれくらい強くなっているのかしら？」

　体をもとに戻し、不敵な目付きで彼方の方向を見据みすえる。

　興味はある、悪戯いたずら心もある、何より晴らしてしまいたい嫉妬わだかまりがある。

　また少しちょっかいを出してみようと、フレイヤはあっさりとその黒い想いに黙従もくじゅうする。

　部屋の一面を覆う長大な継ぎ目のない硝子がらすに、嗜虐しぎゃく的な微笑ほほえみが薄く映っていた。
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　市壁内部にあるいくつもの長通路と長階段を経て、外へ繫がる扉を開ける。

　分厚い木造りの扉の先は薄暗い路地裏の一角。

　汚れた木箱や廃材などが置かれ半物置の様相を見せている、忘れられた市壁の出入り口から、僕とアイズさんは周りを見回しながら出発する。

　ぐーすかと昼寝をした後、訓練を再開させていた僕達は、市壁の上から一旦離れ都市に出かけていた。

「ア、アイズさん、やっぱりいいですよ。あ、あれは事故みたいなもので……」

「大丈夫、私もお腹が空いたから」

　……というのも、厳しい指導にこちらの動きが目に見えて陰かげり出した頃、まるで連動するかのように、僕はお腹を鳴らしてしまったのだ。

　顔を真まっ赤かにさせた僕にきょとんしたアイズさんは、軽食を取ろうかと、気づかうように提案して今に至っている。

（確かに今日は朝食しか取っていなかったけど……あぁ、もう……）

　泣きたい衝動を堪こらえながら、僕は肩を落としアイズさんに付いていく。

　アイズさんが見つけ出した抜け道──本来は封鎖されている市壁内部への扉の一つは、北西寄りの都市外周部に存在する。小径を何度も折り曲がると広く整然とした裏通りに抜け、徐々にメインストリートの気配が濃くなってくる。

　人家に囲まれる道はお洒落しゃれなポール式の魔石街灯がぽつぽつと建っており、僕は見慣れない風景をもの珍しく眺めた。

「あの、今はどこに向かっているんですか？」

「北のメインストリート。ジャガ丸くんのお店があるって、ティオナに教えてもらったから」

　僕の問いにアイズさんはそう答える。ティオナ、という人は【ファミリア】の同僚だろうか。

　この時、二人一緒にいるところを人の多い大通りで目撃され、余計な勘繰りを受けないだろうかという心配は確かにあった。しかしそれ以上に、別の胸騒ぎがあった。

　ジャガ丸くん……何か、嫌な予感が。

　背筋がざわめくのを感じていると、やがて北のメインストリートに出た。

　時刻は夕暮れ時を間近に控え、空が少し茜あかね色に染まり出している。ほどよく賑にぎわう北のメインストリートはエルフやドワーフなど種族問わない亜人デミ・ヒューマンが多くいて、彼等の視線は僕達……いやアイズさんにちらちらと向けられており、僕はなるだけ体を縮めてしまう。

　アイズさんは何かを探すように顔を振っていると、目印を発見したのか、通りを折れて脇道に入る。

　馬車一台は優に通れそうな脇道に入ってすぐ、その露店は立っていた。

　──瞬間、僕は凍こおり付く。

「いらっしゃいまぁ……せ、ぇ？」

　そして露店の中にいる店員さん……神様もまた、時を止めた。

　人ひと懐なつこそうな可愛らしい笑みは半ばで途切れ、ぽかん、と目を丸くする。

　その瞳の中にはアイズさんと、近くに控える僕の姿がくっきりと。

　僕の顔は恐ろしい速度で青くなっていった。

「……」

「……」

「ジャガ丸くんの小豆あずきクリーム味、二つください」

　僕と神様が固まる横で、アイズさんは淡々と注文する。

　別の店員さんが衣をつけて揚げたジャガ丸くんを、神様はのろのろと包装し、半分放心した状態で「八〇ヴァリスです」と言って差し出した。「どうも」と言ってそれを受け取るアイズさん。

　やがて、神様は能面のような顔になり、とてとてと露店の裏を回って僕達の眼前に現れる。

　僕の発汗は最高潮に達しようとしていた。

「──何をやっているんだ君はぁああああああああああああああああああああああっ!?」

「ごごごごごごごごごめんなさいぃっっっ!?」

　大噴火した神様を前に、僕は泣き叫ぶようにして謝罪する。

　僕はアイズさんとの訓練を、神様に話していなかった。

　他所よその【ファミリア】と関係を持つことは、場合にもよるけれど、あまりよろしいことではない。ただでさえ神様はアイズさんの主神であるロキ様の悪態をよくついているし、というかむしろアイズさん本人を目の敵かたきにしている節があるし……。

　彼女に何も害意はないと説明しても信じてもらえず、必ず反対されるという確信があったので、僕は神様にこの一件を内密にしてしまっていたのだ。

「よりにもよって【剣姫】と一緒にいるなんて、一体どういうことだベル君!?」

「そ、それがっ、これには深いわけがあって……っ!?」

「ご託たくはいい、早く説明するんだ！　……っ、ええい、離れろ、離れるんだ！」

　声を上げながら神様は僕達の間に割って入る。

　どこか困ったような顔をするアイズさんを、神様は敵意のこもった目で一ひと睨にらみして牽制けんせいした。

「それで、どうして【剣姫】と一緒にいるってぇ……!?」

「え、えっと、たっ、たまたま、すぐそこで出会って……!?」

「……神の前では噓うそはつけーんッ!!」

　両手を振り上げ「うがぁーっ！」と叫ぶ神様に、僕は「ひぃぃぃっ!?」と半泣きする。

　漆黒しっこくのツインテールがぐにゃあと蠢うごめき、僕の頭をべしっべしっと叩く。

　つい安易な誤魔化ごまかしに走ろうとした愚かな僕は、神様にあっさりと断罪された。

「あの……私が、戦い方を教えています」

　と、僕達を見守っていたアイズさんがおもむろに口を挟んだ。

　流石に見過ごせなかったのか、僕のことを庇かばうように正直にやっていることを打ち明ける。

　彼女へ目に角を立てていた神様は、その言葉を聞いた瞬間、はっと肩を揺り動かした。

「ベル君、まさかこの子に【ステイタス】を見せたんじゃないだろうな!?」

「み、見せませんよ、見せる筈ないじゃないですかっ？」

「ということは、まさか、例の成長速度に目をつけられた……!?」

　その小さな独りごとを僕が聞き取れないでいると、神様はキッと親の敵を見るかのようにアイズさんへ睨みを利かせた。

　そして僕の胴に両手を回し、ぎゅうと横から抱き着いてくる。

　って、ちょおっ!?

「ボクのベル君に唾をつけておこうとしたって、そうはいかないぞ！　何て言ったってボクの方が先だからな！」

「神様っっ、何をやっているんですか!?」

「えっ……うわぁああああああああ!?　ベ、ベル君っ、何て大胆な真似を!?」

　僕!?

「ヘスティアちゃーん、お店の邪魔だから、痴話ちわ喧嘩げんかなら他所でやっておくれよー」

「す、すまない、おばちゃん！　君達、こっちへ来るんだ！」

　露店に残っていた獣人の店員さんに言われ、神様はくいっと手首を返す。

　何だか消耗している僕は神様にぐいぐいと手を引っ張られ、アイズさんは大人しく後から付いてくる。

　もとの脇道から更に曲がった人気のない細道で、僕達は軽い輪になった。

「……ふぅ。まずは、詳しい話を聞こうか」

　冷静さを取り戻してくれた神様にほっとしながら、僕は黙っていたことへの謝罪も織り交ぜ、これまでの経緯を説明する。

　話が進む都度、アイズさんへの確認も忘れない。

　腕を組んで瞳を閉じていた神様は、話を聞き終えるとやがて鷹揚おうように頷いた。

「……うん、話はわかった。それじゃあ、二人とも、もう縁を切るんだ」

「はいっ!?」

「駄目、ですか……？」

「ああ。ヴァレン何某なにがし君、ボクのベル君にもう関わらないでくれ。君にだって立場があるだろう。お互いの【ファミリア】のためにもこれが一番むぐぐぐぐぐぐぐぐぅぅぅっ!?」

　心の中で盛大なドゲザをかましながら、僕は神様の口を塞ふさぎにかかった。

　後で神様の気が済むまで償いをしようと心に課す。

「な、何をするんだっ、ベル君!?」

「お願いです神様っ、あともう少しだけ、もう少しだけアイズさんとの鍛錬を許してください！」

「……？」

　小首を傾げるアイズさんへ神様と一緒に背を向けて、囁ささやき声で懇願こんがんする。

「少しだけなんてそんなこと言って、どうせ……！」

「あと二日でいいんです！　あと二日で約束の期日は過ぎますから！」

　アイズさんも参加する【ロキ・ファミリア】の『遠征』が三日後に控えていることを告げ、何度も神様に頭を下げる。

　最後のその時までこの人の教えを学びたいと、心の内の気持ちを包み隠さず伝えた。

「絶対にこの時間は無駄にはしませんから！　ダンジョンでもっとお金を稼げるよう力をつけてきます！　だからっ……！」

「むぅ……！」

　必死に願い続けることしばらく。藁わらにも縋すがる思いで約束の言葉を並べていると。

　唸うなっていた神様は、ジロリと僕のことを見つめ続け、やがて嘆息たんそくした。

「とことん甘いよなぁ、ボクも……」

「神様……」

「……本当に、あと二日間だけだぜ？」

　神様のその言葉に、僕は心から頭を下げた。

　我儘わがままばかり言って迷惑しかかけていない自分自身を懺悔ざんげしながら、それ以上の感謝をする。

　神様はその後、【ロキ・ファミリア】にアイズさんとの関係が絶対にバレないことを条件に、残り二日間の訓練を認めると口約こうやくしてくださった。

「言っておくけど、ベル君に変な真似をしたらその時点でこの話はなかったことにする、いいね？」

「はい」

「誘惑なんてもっての他だからなぁ……！」

「はい……？」

　最後にアイズさんへ変な釘くぎを刺す神様を、僕は慌てて止めに入った。

「それじゃあ、今日はボクも君達の訓練を見物させてもらおうかな」

「えっ!?」

「何だいベル君、その顔は。大切な眷族こどもに何をされているのか確かめるのも、神おやの義務ってものだろう？」

「え、えーっと、バイトはどうするんですか……？」

「今日はもう上がる」

　待ってるんだぞ、とビシリと指を向けて露店へ駆けていく神様を、僕は汗とともに見送り、やがて頰をかいた。

　アイズさんと目を合わせ、大丈夫ですか、と尋ねると、彼女はほのかに笑って頷いてくれる。

「優しい、神様だね……」

「……はい」
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　神様を伴ともなって市壁に赴おもむいた僕達は、それまでの時間を取り戻すように訓練へ打ち込んだ。

　見物する神様の前でみっともない姿は見せられないと気を引き締めたかいもあってか、そこからは気絶することもなく──代わりにズタボロになったけど──鍛錬に励み続け。

　気が付けば、すっかり夜は更ふけていた。

「なぁ、ベル君。君きみ、ボコボコにされているだけじゃないか。もう止めてしまおうぜ、きっとヴァレン何某君にとって君は体ていのいいサンドバッグ代わりなんだよ」

「か、神様……」

　市壁内部の石造りの階段を下りる途中、神様がさり気なく胸を抉えぐってくる。

　窓がほとんどない市壁内部は非常に暗い。神様と手を繫いで先に階段を下りていく僕は静かに泣きそうになった。打って変わって神様の機嫌はニコニコとすこぶる良かったけれど。

　そんなに僕を虐いじめるのが楽しいのだろうか。

　いや、さっきあれだけ無理を言ったんだから、しっかり受け入れないと……。

「もう、着きます……」

　小型の魔石灯（冒険者必需品でもあるらしい）を持って先頭にいるアイズさんは、神様と僕にそう告げた。

　コツコツと彼女の履はくブーツの音が反響する中、やがて階段を下りきり、出入り口である扉を開け放つ。湿った空気から一気に解放され、肌寒くもある空気が体を包み込む。

　蒼い夜空は金の月と無数の星々の輝きに彩られていた。

「あ、あの、神様？　外には出ましたし、手はもう離しても……」

「何を言ってるんだよベル君。メインストリートの方とは違って、こっちはかなり薄暗いじゃないか。ボクが転ばないようにしっかり手を繫いでいておくれ」

　笑顔のまましっかりと柔らかい指を絡めてくる神様に、僕は頰から赤みが抜けきらない。

　神様が今言ったように、都市の端っこの方に位置する現在地は中心部や大通りと異なって随分と薄暗かった。それでも足もとくらいは月や星の明かりで見えるんだけど……。

　段々と広くなっていく閑静かんせいな裏通りを僕達は進んでいく。

（アイズさんにどう見られているんだろう……）

　繫ぎっぱなしの手に羞恥心しゅうちしんを感じながら、そろそろと隣にいるあの人のことを見やる。

　普段通りの表情で何も関心がなかったら、それはそれで悲しいんだけど……。

（……え？）

　すぐ隣の彼女の顔を見て、僕の思考は一瞬遅れた。

　美しい端整な横顔は、その柳眉を僅かに鋭くし、静かに張り詰めている。

　ばっ、と。

　弾かれたように、僕は辺りを見回した。

　道幅がある裏通り。もの静かな場は薄闇うすやみに包まれており、逆に言えば周囲からはもの音一つせず、不自然なまでに夜陰が際立っている。明かりが全くない。

　不気味な空気を遅まきながら感じ始めた僕は、ふと、見覚えのある洒落しゃれたポール式の魔石街灯を目にした。

（……壊され、てる？）

　精緻せいちな柱に吊つるされている魔石灯は、鈍器で打ち壊されたかのように破砕していた。

「──」

「っ！」

「うわ!?」

　アイズさんが立ち止まる。

　彼女だけが知覚した何かに僕も咄嗟に足を止め、手を繫いでいた神様は前のめりにふらついてしまう。

　その金の瞳は既に警戒の色を隠そうとしていなかった。僕は彼女の視線が射抜く前方へと目を凝こらす。

　やがて、建物と建物の細い間隙かんげきから、影を払って何者かが歩み出てきた。

（キャットピープル……？）

　闇に溶かしたような暗色の防具、暗色のインナー、そして暗色のバイザー。

　金属のバイザーで目と顔の上半分を覆う頭部には、獣人特有の猫耳が生えている。男性だ。

　あの人物が、この異常な状況に直接関係しているのだろうか？

　推測が渦を巻く中、僕より一つ背丈の低いその獣人の冒険者は歩を止めず。

　約二〇Ｍメドルほどの距離を残して、おもむろに。

　トンッ、と石畳に軽い音を鳴らして、かき消えた。

「──」

　次の瞬間、一つの影が僕の目の前に現れていた。

　至近距離。

　一瞬で食われた間合い。とんでもない『敏捷』能力。

　目も、反応も振り切られた。

　暗色のバイザーが鈍い輝きを散らし、彼は、携たずさえた槍を静かに撃ち出そうとする。

　時を凍りつかせたまま、僕の脳裏に死の文字が過よぎった。

「──ッッ!?」

「!?」

　直後、真横から伸びたサーベルが眼前の相手を弾き飛ばす。

　神速で抜剣された銀の細剣が、咄嗟に構えられた槍を捉え、盛大な火花を散らした。

　時間を取り戻す。どっと汗を噴き出させる僕は、ようやく一連の攻防に啞然あぜんとすることを許された。

　離れた位置に着地する相手に対し、剣を抜いたアイズさんは無言で一歩を踏み出す。

　次には両者互いに疾駆し、激突した。

「お、おいおいおいっ!?」

　慌てふためく神様の声が響く中で、凄まじい剣戟けんげきの音がそれを塗ぬり潰す。

　──速過ぎる!?

　槍の軌道が、剣と思おぼしき斜線の数が。

　追えない、全然追えない、動きが全く捉とらえられない！

　僕と神様を取り残し、黒い影と金の輝きが何度も何度も交差していく。

「──っ」

　その時。

　キャットピープルと交戦するあの人の頭上で、四つ、小さな影が宵闇よいやみに揺らめいた。

　人家の屋上に出現した影達は音もなくその場を飛び降りる。

　剣、槌つち、槍、[image: ]。

　剣呑けんのんに輝く四つの得物が、あの人の真上から急襲する。

「アイズさん!?」

　僕が叫ぶのとあの人の動きがぶれるのは、同時だった。

　キャットピープルの男を一旦斬り払い、直上より飛来する都合四つの奇襲を、大振りの斬閃ざんせん一つで、まとめて叩き落とす。

　とんでもない金属音が轟とどろき渡り、僕の目はあらん限りに見開かれた。

「ちッ……化物が」

　間合いを置いて、キャットピープルの男が吐き捨てるように言った。

「……」

　無言を連ねるアイズさんは、代わりにヒュンとサーベルを鳴らす。

　その彼女の背後では、全く応えた素振りを見せない四つの影が、はっきりと姿をあらわにしていた。

　四人の小人族パルゥム。キャットピープルの男と同じ装備、同じバイザーを纏まとっており、彼の仲間と見てまず間違いない。

　前後からアイズさんを囲む彼等は、間を置かず、容赦ようしゃなく彼女を挟撃きょうげきした。

「ベ、ベル君、帰ろう。ボク達の出る幕じゃない……」

　冗談とも取れる神様の言葉は、ともすれば、この状況を物語るに相応ふさわしいものだった。

　今の僕では到底敵わない身体能力を誇る五人の男。恐らくは第一級を名乗ることを許された冒険者達は、それぞれの武器を振り回し並外れた連携を披露する。

　そしてそんな第一級冒険者達の波状攻撃を、たった一人で凌しのぎ切る、金髪の少女。

　回避を用いない彼女の剣の動きは神懸かみがかっていた。一本の剣が幾重もの攻撃を弾き返し、時には返しの刃となって相手の体を断ち斬ろうとする。

　あれが、【剣姫けんき】。

　視認することがかなわなくても、残像を残すその剣筋から、遥はるかかけ離れた高みを感じ取ってしまう。

　次元が、違い過ぎる。

（……ば、馬鹿！）

　場違いなショックを受けていた僕は、はっと肩を揺らしてそれまでの思考を放り投げた。

　間抜け面を晒さらして何やってるんだよ！　今はやらなきゃいけないことがあるだろう!?

　棒立ちしている暇があったら、あの人を助けなきゃ……！

「うっ……!?　ベ、ベル君!?」

「!?」

　援護だけでもとアイズさん達に近寄ろうとした瞬間、動揺する神様の声が僕の肩を摑つかむ。

　振り向くと、僕達を包囲するように四つの人影が建物の陰から姿を現していた。

　男性と女性、半々ずつ。彼等もまた同一の防具を身に付けている。

　瞳が動揺に震えた。

　──どうする。

　僕がその一瞬の判断に迷った瞬間、彼等は同時に駆け出してくる。

「っっ！」

　迎え撃つ。迎え撃つしかない。

　向かってくる四人組に、僕は《短刀》と《神様のナイフ》を鞘さやから抜き放った。

「神様、僕の後ろにいてくださいっ！」

　答えを聞かずに、接敵する。

　いち早く距離を詰めてきたのは短剣を持った女性冒険者だった。

　バイザーの奥から敵意を叩きつけてきながら、武器を振りかぶってくる。

　──動きは、視みえる！

　彼女のその攻撃が放たれる直前、僕は一歩、相手の間合いに素早く踏み込んだ。

「なっ」

「ふッッ！」

　先制を奪う。

　相手の懐ふところ目がけ《短刀》を繰り出し、防具プレートの上から斬り付けた。

　斬り上げの一撃をもらった彼女は悲鳴も半ば後方へと飛ばされ、僕はそれを最後まで見届けず、瞬時に反転する。

　いきなり振り返り驚く神様を左手で抱き寄せ、長剣の突きを既すんでの所で回避。攻撃を見舞ってきた男性冒険者に右足で足払いをかける。

　バランスを崩す長剣使いにもう一度蹴りを放って、押し飛ばし、突撃してきていたもう一人の女性冒険者へと衝突させた。

（相手も、僕と同じＬｖ．1──！）

　確信した。

　アイズさんが相手取っている男達ほど、彼等は出[image: ]目でたらめな存在なんかじゃない。今の応戦から判断するにまだ僕と同じ領域にいる。

　能力面ステイタスにはほぼ差はない筈。

　あの人に叩き込まれた、技と駆け引きの勝負！

　僕は神様を背後に隠し、遅れてやって来た重装備の男性冒険者を待ち構えた。

「はあぁッ！」

　気合いの声とともに振り下ろされた大剣に対し、《神様のナイフ》を放つ。

　黒刃は紫紺しこんの輝きを描き、敵の剣の腹を真横から捉え、勢いよく打ち払った。

「はあぁっ!?」

　大剣がナイフに払われるとは思っていなかったのか、先程と同じかけ声を驚きに染める男性冒険者。僕はそのまま右足を軸に回転し、すっかり得意技となった回し蹴りを相手の顔面へと叩き込んだ。

「ぐ、ぁっ」

　大剣使いは横手に飛び、その手から武器がこぼれ落ちる。

「ベル君、また来る！」

「！」

　瞬時に響く神様の警告。

　僕と神様を中心に三角形を作りながら、先程の三人が今度は一斉に飛びかかってくる。

　一瞬息が止まりかけた僕は、間髪入れず、男性冒険者が取り落とした大剣へと飛び付いた。

「伏せてください、神様！」

　超重量の大剣を渾身こんしんの力で振り切ったのと、神様が頭を抱え伏せるのは、同時。

「「「がっっ──!?」」」

　大斬撃による回転切りが、飛びかかった三人の冒険者をこぞって吹き飛ばした。

　──使えた！

　振り回した反動によろめきながら、何とか扱えた大剣に胸の内で歓呼する。

　太い柄の感触が酷ひどく頼もしく思え、手の平に鮮明に焼き付いた。

「おおおおおっ！　ベル君、今すごいカッコ良かったぞ!?　惚ほれ直したよ！」

「お、落ちついてください神様!?」

　どさくさに紛れて何故か抱き着いてきた神様に一瞬冷静さを失いながら、すぐにはっと顔を上げる。

　別次元の戦闘は未だ続行されていた。夥おびただしい火花を連続させながら彼女達は激しい剣舞けんぶを踊っている。

　通用しっこない。そう頭でわかっていても、もはや反射的に右腕を突き出す。

　抱き着いてくる神様を左腕で支えながら、僕はあの人を囲む男達に照準を施ほどこした。

「アイズさんっ！」

　叫び声に反応し振り向いた彼女は、目を僅かに見張り、瞬時にその場から離脱する。

　僕はありったけの精神力マインドをつぎ込んで、『魔法』を解き放った。

「【ファイアボルト】!!」

　六連射。

　瞬間的に数を爆発させた『速攻魔法』が、六条の炎雷えんらいとなって男達のもとに炸裂さくれつする。

　裏通りが一瞬緋色ひいろの光に染まった。

　まき散らされた轟音ごうおんと吹き荒れる火の粉。

　裏通りの真まん中なかに炎の海が作り上げられる中、キャットピープルの男と四人の小人族パルゥムは、着弾地点から炎を切り分けて悠々ゆうゆうと歩み出てきた。

「詠唱を抜いて魔法を撃ちやがった……」

「あの方に報告だな。きっと喜ばれる」

【ファイアボルト】の無理な使用に、僕が右腕と頭の片隅を痺しびれさせる他方、男達は笑みさえ浮かべ炎の音の向こうで何ごとかを喋しゃべり合っていた。

　半なかば覚悟していたとはいえ、色々なものがまとめて叩き折れそうになる。

　僕は息を浅く切らしながら、右目を眇すがめた。

　はっきりと見せつけられた、上位冒険者との実力の隔へだたり。

「目立ち過ぎだ。火これのせいで直じきに人も集まるぞ」

「わかっている。……もう十分だ、退ひくぞ」

　一度頭上を仰いだキャットピープルの男は、そう告げていち早くこの場を後にした。

　僕が倒した冒険者達も小人族パルゥム達が回収し、すぐに闇の奥へと消える。

　裏通りには、勢いを弱めた火の泉だけが残った。

「ベル君……」

「あ、すいません、神様……」

　抱きっぱなしだった神様に謝り、腰へ回していた腕を離し解放する。

　けれど神様は離れないまま僕のことを見上げ、そっと頰に手を伸ばした。

「大丈夫かい？」

「……」

　少し憂うれいを見せる瞳で、気づかいの言葉をかけてくれる。

　多分見透かされているんだろうな、と胸の内で打ちひしがれている心を抱えながら、その神様の目を前にして思った。

　頰に沁しみる柔らかい手の温もりを感じつつ、僕は何とか苦笑だけを返す。

「怪我けがはない？」

「あ、僕は大丈夫です。アイズさんの方は……？」

「私も、平気だよ」

　傷一つ負っていないアイズさんは、いつものように平然と答えた。

　助けられたばかり、いや助けられてばかりの自分に唇を嚙かみつつ、僕は平常心を装よそおって質問をする。

「あの人達、何だったんでしょう。僕達をいきなり襲ってきて……」

　襲撃者全員が顔を隠し、纏う装備品には【ファミリア】のエンブレムを確認できなかった。

　魔石灯を始めとした光源を破壊して、人払いも行い、事前に襲撃地点を構築しておいたことから、確固とした計画性があるように思える。

　まさか理由もなく闇討やみうちしようだなんてことはないだろうし……。

「闇討ちは、よくあるよ」

「あるんですか!?」

「うん。ダンジョンの外で仕掛けてくるのは珍しいけど……」

　つまりダンジョンの中ならこういうことは珍しくないらしい。衝撃の事実に言葉を失ってしまう。

　襲ってきた相手の力は相当高いものだったし……何だか有力【ファミリア】の勢力闘争を垣間かいま見てしまった気分。

　もしかして、アイズさんが【ファミリア】を離れて一人でいるところを知られて、襲われてしまったんじゃあ……。

「しかし解げせないなぁ。ヴァレン何某君が狙われるならともかく、しっかりボク達、いやベル君まで襲われていたじゃないか」

「それは……」

「しかも彼等、君達に合わせて力量が分かれてなかったかい？」

　……確かに、と神様の疑問に僕も同意した。

　アイズさんとあのキャットピープルの男達はともかく、僕と戦った冒険者達は、個々の能力がまるで申し合わせたかのように拮抗きっこうしていた。それこそ同等の力関係で戦わせ、何かを測るかのように。

　結局、憶測以上になりはしないんだけど……。

「襲ってきそうな相手に何か心当たりはないのかい、ヴァレン何某君？」

「……あり過ぎて、逆に」

「全く、ほとほと物騒ぶっそうだなぁ、ロキのところは」

「ごめんなさい……」

「うっ……ま、まぁいいさ、それよりここから早く離れよう。騒ぎを聞きつけていつ人がくるかもわからないからね」

　神様とアイズさんが会話を交わしながら、この場を後にすることを決める。相当派手にやらかしたから、市民はもとよりギルドの関係者も飛んでくるかもしれない。

　余計な面倒に巻き込まれる前にここから離れようと、そう結論した。

　細い裏道へと早足で向かう神様達を、僕も追いかけようとする。

　直後。

「──っ!?」

　ぞっ、と体が震えた。

　心臓を鷲摑わしづかむような、強烈な被視感。

　脳裏に錯覚した唇だけの妖美ようびな微笑。

　僕は思わず上空を、先程キャットピープルが見上げていた方角を、振り仰いでしまった。

　視線の先にそびえ立つのは、バベル。白亜の巨塔。

　わけもわからず鼓動を早めながら、巨大な摩天楼施設に見下ろされる。

「……」

　何かを頻しきりに本人へ言い聞かせている神様と、小首を傾げるアイズさんに置いてかれる中、僕は呆然ぼうぜんとその場に立ちつくす。

　何かがゆっくりと、確実に、自分のもとへ這はい寄ってきている、そんな黒い前触れ。

　銀砂ぎんさの星がうっすらと輝く夜のもと。

　僕は得体の知れない寒気とともに、それを感じ取ってしまった。

















　うんうんと。

　膝ひざを抱えアームチェアに座り込みながら、アイズは無言で悩み考えていた。

　広い室内は暖色で彩いろどられており、丸テーブルやソファーがいくつも置かれている。アイズの他にも足を伸ばすなりしてくつろいでいる者も多くいた。

　場所は【ロキ・ファミリア】ホーム。応接間。

「ねぇアイズ、何をそんなに考え込んでるの？」

　軽く膝に顔を埋めているアイズを覗のぞき込むように、小麦肌をした黒髪の少女が問いかける。

　上半身は胸回りを覆おおう上衣一枚のみで、健康的な肌を多く露出させたどこか踊り子を彷彿ほうふつさせる民族的な衣装。

　長めのパレオを腰に巻き付けるアマゾネスの少女に、アイズは顔を上げた。

「ティオナ……」

「最近ずっと難しい顔してるよね、アイズ。何か悩みごとがあるなら、あたしが相談に乗っちゃうよ～」

　人懐こい笑みを浮かべてくる少女、ティオナに、アイズはその頰ほおを静かに緩ゆるめた。

　ありがとう、と言葉にしてから、おもむろに口を開こうとすると。

「止やめとけよ、アイズ。ティオナに相談したところで何も解決しやしねえー。余計にかき回されるのがオチだ」

「ベートうるさーい！　あたしがアイズと話してるんだから、口出しするなー！」

「まぁ、ベートの言うことも一理あるのが泣けるわよね」

「ちょっとティオネ～!?　よりにもよってベートの味方なんてしないでよ～」

　灰色の髪を生やした獣人の青年と、もう一人のアマゾネスの少女に口を挟まれる。

　それぞれベート、ティオネと呼ばれた彼等は騒がしくも賑にぎやかな口論を発展させていく。

「そもそもアイズ、お前、ここんとこどこをほっつき歩いてんだよ。朝っぱらからふらりと居なくなりやがって、昨日なんて一日中ホームを空けてやがっただろ」

「うっわー、聞いたティオネ？　ベートってアイズのことをこそこそ嗅かぎ回ってるらしいよ。いつホームを空けてるだとか把握しちゃって、気持ちわるー」

「ベートは過保護で心配症なのよ、アイズだけに。可愛かわいいじゃない」

「うるせぇぞ、でこぼこアマゾネスども!?　『遠征』が近ちけえんだ、余計なことしでかして足を引っ張られちゃたまんねえって俺は言ってんだよ！」

「別にいいじゃん、それくらい。前みたいにアイズ、一人でダンジョンもぐりに行ってるわけじゃないんだし。それ以外のことの方が全然平和で良いなって、あたし思うなー。……あと、でこぼことか言うなーっ!!」

　恐らく自分が原因で言い合うティオナ達に困っていたアイズだが、ここで何かを言うとことごとく火に油をそそぐ結果になるとわかっていたので、口を塞ふさぐことにした。

　彼等を静かに見守ることしばらく、ふと別の方向から聞こえてきたもの音に、目をそちらへと向ける。

　カチャカチャと、テーブルの上に置かれた盤上に駒を打ち合っているのは、長身のエルフの麗人と小さな小人族パルゥムの少年だった。

　頭一つ分も二つ分も背丈が異なる異種族の亜人デミ・ヒューマンは、一方は真剣な顔付きで、もう一方はゆったりと構えながら遊戯ゆうぎに取り組んでいる。

「チェック」

「むっ……」

　小人族パルゥムの少年が駒を動かしそう言い渡すと、エルフの麗人はその美しい眉をひそかに歪ゆがめる。

　数瞬黙考したかと思うと、次には吐息とともに手を膝の上に下ろした。

「詰つみ、だな。私の負けだ」

「潔いさぎよいね、リヴェリア。もう少し粘ねばれるんじゃないかい？」

「勝てない勝負は、やはり私も嫌いなんだよ、フィン」

　お互いの名前を呼ぶエルフと小人族パルゥムは対照的な表情を浮かべ合っていた。

　やがてアイズの視線に気付いたエルフ、リヴェリアが、翡翠ひすい色の長髪を揺らしながら「どうした？」と尋ねてくる。

「何か私達に用でもあるのか？　まさか一局打ちたいなどとは言わないだろう？」

「ははっ、指し手のアイズか。ぜひ見てみたいね」

　幼い容貌ようぼうで笑い一つ取っても知性を感じさせる小人族パルゥムのフィンは、湖面のような青色の瞳ひとみを柔らかく曲げる。

「さっきティオナ達も言っていたけど、何か悩みごとでもあるのかい、アイズ？」

「ほう、だとしたら珍しいな。もしあるのならぜひ私にも聞かせてくれ」

【ロキ・ファミリア】の団長副団長トップツーでもある二人に促うながされ、アイズはしばし考えた後、表情を変えずに尋たずねた。

「リヴェリア達は、冒険者にものを教える時、何をする？」

「……また変わった悩みだな」

「ンー、まぁ面白いと言えば面白いけどね」

「えー、なになにー？　アイズ何て言ったのー!?」

　ティオナ達も言い争いを切り上げ合流してくる。

　アイズの問いを聞いた彼女達はそれぞれの反応を示した。

「アイズいきなりどうしたの？　何かあったのー？」

「ものを教えるってことは、自分より格下の冒険者ってことでいいのよね？」

「雑魚ざこに関わるだけ時間の無駄だっての。馬鹿なこと考えてんじゃねえよ」

　膝を抱える自分を中心に輪ができあがっていく中、アイズはあらためて問うた。

「みんな、どうする？」

「私ならばひたすら瞑想めいそうを課す。まずは己自身を知るところからだ」

「あたしだったら一緒にダンジョン連れてっちゃうなー！　実戦あるのみ！」

「組み手、かしら。とりあえず千切ちぎって投げまくるわ」

「ティオネそれ、本当に言葉の通りじゃなーい？」

　女性陣がそれぞれ己の意見を口にすると、ベートは口角を歪め、大きく鼻を鳴らす。

「何べんも言わすな。雑魚は雑魚だ。雑魚が弱よええままでいる限り、何をしようが意味なんてありはしねー」

「……ベートって、時々哲学言うわよね」

「えー、ただ格好付けてるだけじゃーん」

「嚙み千切るぞクソ女ッ……！」

「逆に言えば、強者が強さに甘んじていたとしても、そこに見出せる意味はありはしないということか……まさかベートに教えられるとはな」

「ババァ、てめえも何抜かしてやがる！」

　脱線していく論議を眺めるアイズは、一人残ったフィンの方を向く。

「フィンは？」

「ンー、どうだろうね。相手によって養やしなってあげたい部分は変わってくるだろうし、これと定めるのは難しい気がするな」

　小さい体がソファーに埋もれるように腰かけるフィンは顎あごに指を添そえる。

　彼は逆にアイズへと問い返した。

「アイズはどうしてこんなことを質問したんだい？　返事によっては、僕の答えの内容も変わってくるかもしれない」

「……私は」

　問いの発端は、簡単だ。

　自分があの少年に指導する内容を考えていたため。

　ベルの教役を自ら名乗り出てもう六日が経とうとしていた。最初こそ彼の『成長』の秘密を探ろうと思っていたが、今では彼をいかに叩たたき、伸ばすかばかりを考えるようになってしまっている。

　自分が何故なぜこうも熱心に訓練のメニューを思索しているのか、アイズはその感情の由来を突き止めることはできないが、あのひた向きなベルの姿勢に感化されたのは確かだ。

　少年はいい意味で素直だった。

　恐らくは厳しさしか取りえのないアイズの教えを、健気けなげに反復し、四苦八苦を繰り返しながら学び取っていく。

　疑いもせず、悪く言えば馬鹿正直にひたすら打ち込むものだから、覚えも早い。

　覚えがいいのではなく、早いのだ。効率の悪さを補うほどの、その素直な愚直ぐちょくさによって。

　だからアイズも連日必死に悩み考え抜く。食らいつこうとするベルに食らいつかれないために。少年の意志に報いるために。

　今この間だけ、自分は彼の師範てほんなのだ。

（フィンに知られちゃうと……）

　しかし間違っても、ベルとの関係を露見させるわけにはいかない。

　昨夜は一人【ファミリア】から離れていたせいなのか、謎の集団──といってもあれほどの猛者もさ達には一つくらいしか心当たりがない──に強襲されてしまった一件もある。

　ベルとの関係を危ぶまれないためにも、襲撃者達のことも含め秘めごとは明かせなかった。

「……気になったから、かな」

「……まぁいいか。じゃあ、そうだね、これは極論になってしまうけど」

　フィンの黄金こがね色の髪がさらりと揺れる。

　彼は一度言葉を切ってから、己の考えを告げた。

「冒険者ぼく達が冒険しなくちゃいけなくなった時、必要なもの。それを培つちかってあげることが求められるんじゃないかな」

　差し出された回答をアイズは黙って受け止め、やがてありがとうとお礼を言う。

　フィンは肩をすくめて、やおら立ち上がった。

「迂闊うかつな真似は避けてほしいけど、アイズにはいい機会でもある。どこの派閥はばつと関わりを持とうが今は止めはしないよ。とぼけられる自信はないけど、ロキにも黙っておこう」

「……」

「ただ、僕達ファミリアを危険に晒さらす真似だけは止よしてくれ。それだけは忠告しておくよ」

　頼むよ、と笑いかけながら応接間を出ていくフィンの後ろ姿を、アイズは見送った。

　やはりリヴェリアや、あの小さな団長には噓うそはつけないと、ぼんやりと胸の中で思う。

「でもさ、でもさ、アイズ最近楽しそうだよね」

「……楽しそう？」

　リヴェリア達のもとから抜け出し、脈絡なくそんなことを言ってきたティオナに、アイズは聞き返す。

　不思議そうな顔をする彼女に、ティオナは「うん」と頷いた。

「アイズってダンジョンに行ってない時は、ぼーっとしてるか、武器の手入れをするかのどっちかだったもん。今、うーんうーんって言いながら、一生懸命頭を使ってるのわかるよ」

　きょとんと自分のことを見上げてくる金の瞳に、ティオナは笑いかけた。

「何かを考えて、何かを思いついて、何かをしてみようって試そうとしてる今のアイズ、楽しそう」

「……そう、なのかな」

「うん。アイズ、楽しいんだよ」

　突き止められなかった自分の感情を、自信たっぷりに教えてくれた少女に。

　アイズは小さく、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　周囲の喧騒けんそうがどこか遠くに聞こえていた。

　立ちつくしている体はぴくりとも動こうとはせず、瞳は両手に持った一枚の紙に釘くぎ付づけとなっている。

　僕は呆然と呟つぶやいた。

「Ｌｖ．6……」

　多くの名前が上から順に連なる冒険者リスト、その【アイズ・ヴァレンシュタイン】の欄に載のる更新事項を読み上げ、僕はしばらく心ここにあらずの状態が続いた。

「本当に、少し前だったかな。ヴァレンシュタイン氏が【ランクアップ】したって公式発表されたのは……」

　エイナさんの言葉も今ばかりは右から左に抜けていく。

　必死に追いかけている相手に、また霞かすむほどの距離を開けられてしまったという事実が、僕に衝撃を与えていた。

　ダンジョン探索の帰りに寄ったギルド本部。

　いつもは別段利用しないロビー前の掲示板に、あの人の【ランクアップ】の報が淡々たんたんと貼り出されていたのを目撃してしまい、僕はエイナさんに直接確認を取っていた。

「階層かいそう主ぬしを、一人で倒しちゃったらしいんだ。下層域より更に下の、『深層』のダンジョンで……」

　階層主……『迷宮の孤王モンスターレックス』。

　大規模の冒険者パーティで攻略しにかかる、いわばモンスターの親玉。

　その巨大さと強さは他のモンスターの追随ついずいを許さず、ダンジョンで到達階層を増やしていく上での最難関とも聞く。

『深層』における階層主ともなれば、倒すことができるのはこの都市に存在する【ファミリア】の中でも一気に絞しぼられる筈はずだ。

　……そんな存在を、たった一人で？

「あの、ベル君。無理かもしれないけど、今回のことは気にしない方がいいと思う。階層主を一人で撃破しちゃうなんて、私も聞いたことがないもん。ヴァレンシュタイン氏が……特別なんだと思う」

　恐らくはエイナさんの言葉の通りなのだろう。

　それでも、胸の奥が沈しずんでいくのは止められなかった。

　脳裏に過ぎる先日の裏通りでの光景。

　都市の実力者達を前に一歩も引かず、鮮烈せんれつな剣劇けんげきを繰り広げていたあの人の姿。

　一線を画したその交戦に強く知らしめられた、自分自身の矮小わいしょうさ。

　遠い。

　遠過ぎる。

　僕とあの人との距離は、一体どこまで離れているんだろう。

　目指さなくてはいけないあの高みには、本当に……手が届くのだろうか。

　圧倒的な現実というものに、僕の心は静かに押し潰されていった。

「ベル君……？」

「……あ、すいません、ぼうっとしちゃって。今日はもう、帰ります」

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくるエイナさんに苦笑を浮かべ、形だけのお辞儀じぎをする。

　明日からまた頑張っていきますと、彼女にも、自分にも言い聞かせるように言葉を残す。

　眉を下げて笑うエイナさんに大きく手を振ってから、僕はギルド本部を後にした。

（ちょっと強がってみたけど……）

　ショックは大きい。

　落ち込んでいる体は、油断するとすぐに転んでしまいそうだ。

　吐き出せる溜息ためいきも今はつきており、僕は頭を垂らしがちに、メインストリートをとぼとぼと歩いていった。

　もう僅わずかほどもない夕闇が西の空へと霞んでいくにつれ、都市は賑々にぎにぎしさを増していく。酒場は押し寄せてくる客を歓迎し、路傍には見慣れないエルフの吟遊詩人バードが竪琴ハープを奏かなで、オラリオの冒険者を美しい声で讃たたえていた。

　足を止める僕に彼は微笑み、そして今の僕はどんな顔を浮かべていいのかわからず、無理矢理作った笑みで金貨を手渡し、逃げるようにそこから去った。……強く、偉大な、オラリオの冒険者、か。

　僕はホームへ直行するのではなく、わざわざ中央広場セントラルパークに出た。ダンジョンから帰ってくる冒険者の波に揺られながら、バベルを、ダンジョンを眺め、時間を置いてから西のメインストリートを目指す。

　周囲の弾はずんだ喧騒から、僕一人が取り残されているような、そんな気がした。

「──ベルさん！」

「え？」

　突如とつじょ飛んできた呼び声に、僕は石畳を見下ろしていた顔を上げる。

　見ると、薄鈍うすにび色の髪を揺らしたシルさんが走り寄ってくるところだった。

　あ、もう『豊穣ほうじょうの女主人』の辺りまで来ちゃったんだ……。

　視界に大きな酒場の姿を認めながらぼんやりそう思っていると……前触れなく、シルさんに手を握られた。

「はっ？」

「……」

　ミルクのように白い両手が、ぎゅっと僕の手を捕まえる。

　目を剝むいて言葉を失う中、シルさんは黙って握った手を見つめていた。まるで捕まえたと言うかのように、あたかもそこにある温もりを確かめるかのように。

　わけもわからないまま僕が次第に赤くなっていくと、シルさんは顔を上げ、頰を嬉しそうに染めながら、次の言葉を言い放ってきた。

「ベルさん、会いたかった……！」




「……」

　ガチャガチャ、と水を出しっぱなしにする流し台でお皿を洗っていく。

　キャットピープルのシェフ達が慌ただしく動き回る酒場の厨房で、僕は一人、無言でお皿洗いに勤しんでいた。

「ごめんなさーい、ベルさんっ！　私のお仕事をわざわざ手伝ってもらって！」

「わざわざ連れてこられたんですよ!?　無理矢理！」

　走りながらぱんっと両手を合わせ謝ってくるシルさんに、唾つばを飛ばす勢いで叫ぶ。

　僕は先程、あのシルさんの罠わなにはまり、皿洗いを手伝わされる羽目はめになっていた。

「溜まってたお仕事を無断でさぼって……休んでしまったら、ミアお母さんのお叱しかりを受けてしまって、雑用を一杯押し付けられてしまったんです！」

「僕完全にとばっちりじゃないですかぁ!?」

　というか今「さぼった」とか言いませんでした!?

　けれど、厨房をぱたぱたと走り回るシルさんも、確かに忙しそうではあった。

　ウエイトレスの合間を縫ぬっては課せられた仕事をこなし、店内と厨房の行ったり来たりを繰り返している。

「おら、とっとと働くニャ、白髪しらが頭」

「少年はシルに売られたニャ。観念するニャ」

「うぅ……」

　店員であるアーニャさんとクロエさんにこき使われながらお皿を必死に洗っていく。

　釈然しゃくぜんとしないものは勿論もちろんあったけれど……以前は色々お世話になって、今だってランチを作ってもらっているんだから、甘んじようと。

　こんな恩返ししたくなかったなぁと思いながら、僕は必死にシルさんの雑用を肩代わりしていく。

「……」

　それに、終わりの知れないこの作業は何も考えずに打ち込めて、何だかちょうど良かった。

　何かに没頭していなければ、またあの人のことを思い出してしまいそうだったから。

　僕は口を開かずに、黙々もくもくとお皿を磨いていった。

「大丈夫ですか、クラネルさん」

「へ……？」

「この量は凶悪だ。手伝いましょう」

　不意に一人の店員さんが、僕の隣に並んだ。

　触れれば折れてしまいそうな細身の体型に、細く尖とがった耳。

　吸い込まれるような空色の瞳を持つエルフ、リューさんだった。

「す、すいません、手を貸してもらって……」

「いえ、もとはと言えばシルが悪い。そしてシルの責任を補い切れない同僚わたしにも非がある。謝るのはこちらの方です。申し訳ありませんでした」

「い、いやいやいやっそんなっ!?」

　生真面目きまじめ過ぎるくらいに生真面目なリューさんの言動に、僕はお皿を洗いながら慌あわてふためく。礼儀正しい人だとは思っていたけど、ちょっと想像を遥はるかに超えていたかも。

　どちらかと言えば、とても律儀なエルフ、なのだろうか。

「何かあったのですか」

「えっ──」

「差し出がましいかもしれませんが、気落ちしているように見えたので」

　流しを見下ろしながら、手際よくお皿を洗い続けているリューさんを、隣から呆然と見る。

　エルフは容姿が飛び抜けて優れた種族だ。例に漏もれず彼女の横顔は非常に整っており、どこか冷たさを帯びつつも、見惚れてしまうほど美しかった。

「私でよければ、話は聞きますが」

「……」

「貴方あなたにはここを任せてしまっている負い目がある。もし抵抗がなければ、どうぞ気兼きがねなく」

　正直、リューさんのその一歩離れた善意に、心の奥の気持ちを全て打ち明けたくなった。

　けれど、できない。したくない。

　憧あこがれの人に置いていかれ、みじめに打ちひしがれる弱い自分をさらけ出す真似、今の僕にはできなかった。また心のどこかで見栄を張ろうとしている情けない自分がいる。

　一層自分に不甲斐ふがいなさを感じつつ、代わりに僕は、ある質問をしようと思った。

　今日アイズさんが【ランクアップ】したと聞いて、はっきりと確かめたいと思った疑問が生まれたのだ。

「あの、リューさんは……冒険者だったんですか？」

「……はい。私は過去、冒険者を名乗っていました。それが何か？」

　リューさんの過去を詮索せんさくするつもりではないとはっきりと告げて、僕は彼女に尋ねた。

「Ｌｖ．の上昇……【ランクアップ】って、どうすればできるんですか？」

　今まではただ漠然ばくぜんと【経験値エクセリア】を獲得し続ければいいと思っていたけれど、何かが違うような気がする。

　Ｌｖ．1とＬｖ．2の間には強大な力の差……壁が存在するように。

【ランクアップ】をするためにも、乗り越えなければならない高く険しい壁があるのではないかと、そう感じるようになっていた。

　問いを聞いたリューさんは僕のことを見つめた後、ゆっくりと口を開いた。

「偉業を成し遂とげればいい」

「……え？」

「偉業を成し遂げるのです。人も、神々さえも讃える功績の達成を」

　い、ぎょう……？

「己自身より強大な相手の打破……より上位の【経験値エクセリア】を手に入れ、一定量を超過すること。それがＬｖ．の上昇の条件です」

　より上位の【経験値エクセリア】の獲得……つまりは、自分より下等な存在をいくら倒そうが、【ランクアップ】には至らない。その功績が還元されるのはアビリティのみ。

　自分より遥かに強い存在を打倒しなければ、それこそ過去の英雄達が成し遂げてきた偉業の真似事をしなければ……高みには、至れない？

「Ｌｖ．の上昇は心身の強化──器の進化と同義です。そして神々の『恩恵』は、試練を乗り越えた者にしか高位の資格を与えません」

「それじゃあ、アビリティっていうのは……」

「ええ。極論、それまで築き上げてきた能力値アビリティは、偉業を成し遂げるための礎いしずえでしかない」

　ただしアビリティの値は資格の提示でもある。

　アビリティ評価六段階以上──Ｄに達して初めて【ランクアップ】する資格を手に入れることができると、彼女はそう教えてくれた。

「でも自分より強いモンスター……強い相手と戦っても、普通は負けちゃうんじゃあ……」

　何せ、自分より強いのだから。

「それを埋め合わせるのが技であり駆け引きであるのですが……ここは一般的な見解を伝えておきましょう。──パーティを組みます」

「パーティ？」

「はい。相手より劣位である自分達を補完し合い、敵を打ち倒すのです。オラリオの冒険者達はそれを繰り返して強くなってきた」

　その際には獲得した【経験値エクセリア】は仲間内で分散することになるけれど、確かにその方法が、弱者が強者を倒すための真っ当な手段だ。

「クラネルさん、貴方が本当に強くなろうとするのなら、少なからずパーティの存在は必要になる。覚えておいた方がいい」

「はい……」

　でも、それじゃあ、あの人は……。

　たった一人で、階層主という絶大無比ぜつだいむひな敵を討ったあの人の、高みというのは……。

　目標の存在だけに囚とらわれがちとなっている己を自覚しつつ、あらためて彼我の位置を思い知らされる。

「……ここからは老婆心になりますが、いいでしょうか？」

「あ、はい。どうぞ」

　思い詰めていた僕に何かを諭すように、リューさんは語った。

「クラネルさん。人の数だけ、それぞれの冒険には意味があります」

「……？」

「貴方が直面する冒険は一体どういったものになるかはわからない。ですがその冒険から、その冒険の意味から、目を逸そらさないでください」

　僕が彼女の真意を図りかねていると、リューさんは次の言葉を告げる。

















「貴方は、冒険者だ」

　そしてその一言だけは、僕の胸の中に染み渡り、奥底へと残った。

「貴方が望むものは、恐らくですが、その先でしか手に入れることはできないと思います」

「は、はぁ……」

「……いえ、あまり気にしないでください。私の勘かんは、よく外れる」

　一瞬、ふっと笑ったようなリューさんの表情に、僕は軽く目を見開いたけれど、瞬まばたきをした次には普段の冷たい顔に戻っていた。

　僕が目もとをごしごしとこすると彼女にどうかしたのかと目線で尋ねられ、慌てて何でもないですと伝える。

　その後、時間をかけて僕達はお皿洗いを済ませた。

「それでは、クラネルさん。よろしければまたこの酒場に足を運んでください」

「はい、また今度来ます」

　仕事が残っているリューさんに厨房の出入り口で見送られ、僕は『豊穣の女主人』の扉をくぐる。酒盛りで騒ぎ立てているお店のカフェテラスをしばらく眺めた後、背を見せて、ホームに足を向けようとした。

「ベルさん」

「……シルさん」

　声をかけられ振り返ると、シルさんが、すぐ前に立っていた。

　給仕の仕事を無理矢理切り上げてきたのか、その白い頰を紅色べにいろに上気させている。

「今日は、ごめんなさい。……本当に、ありがとうございました」

「あー、いや、最初はあんなこと言いましたけど、シルさんにはお世話になってますし……」

　頭を深く下げられ、後頭部に纏まとめられたお団子だんごの髪と尻尾しっぽに視線をさまよわせながら、僕は少し言葉を濁にごした。

　こんなに態度をあらためられると、責められるものも責められなくなってしまう。

　まぁ、追及するつもりも全くないのだけれど。

「……ベルさん」

「……？」

　頭を上げたシルさんは、僕のことをその薄鈍色の瞳で見つめてきた。

　唇を薄く開け、軽く閉じ、まるで何かを言いあぐねているかのような彼女の姿に、僕は首を傾かしげる。

「私は、冒険者様ではないですから、何と言ったらいいのかわからないんですけど……」

「シル、さん？」

「……冒険はしなくてもいいんじゃないでしょうか」

　小声で落とされた言葉に、僕は目を見開いた。

　シルさんはかすかに目を横に逸らした後、整った眉を下げて、苦笑するように笑う。

「無理は、なさらないでください。何だか、それだけは伝えたくて」

「……」

「……今更怖気おじけ付くなんて」

　自分でもわからない心の動きを持てあましているように、シルさんは最後にぽつりと呟いた。

　リューさんとの会話を、恐らくは聞かれていたのだろう。

　一般市民である彼女にとってその内容は、僕達冒険者がきっと麻痺まひさせている何かを、敏感に反応させてしまったのかもしれない。

「すいません、変なことを言ってしまって」

「いえ……」

「ご昼食、また作っておきますね。これからも受け取ってください」

　別に無理しなくてもと僕は苦笑しながら、告げられたその言葉の裏の意味を理解する。

　受け取りに行けない日々が絶対に訪れないようにと、そう釘を刺されているのだ。

　ウエイトレス姿で綺麗な一礼をして、笑顔を浮かべるシルさんは店内へ帰っていった。

「……」

　温かなオレンジ色の光と賑やかな笑い声が酒場から漏れ出す中、僕はその場で空を仰あおいだ。

　二つの道が目の前に置かれた、そんな感覚。

　リューさんが示した行路と、シルさんと、そしてエイナさんが手招く一本道。

　──『貴方は冒険者だ』。

　──『冒険者は冒険しちゃいけない』。

　恐らく、多分、きっと、対極の意味を持つ二つの言葉。

　心の中を空っぽにしながら、重なり合うあの人達の声を静かに反芻はんすうする。

　与えられた岐路の前でまだ立ちつくしたまま、僕は、夜空を見上げ続けた。
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　暁あかつきの空を越えて曙光しょこうが差し、うっすらと照らし出されていく都市の外縁部。

　目の眩くらむような輝きが山の稜線りょうせんから徐々に散りばめられ、横顔を焼かれていく。

　終わりの時が近い。

　市壁の上で激しい武器の応酬おうしゅうを交わしながら、僕はそのことを悟る。

　金の髪を流すあの人のもとから繰り出される、仮借かしゃくのない攻撃。

　鞘さやの連撃が身を掠かすめていく中、彼女から与えられた課題を、この訓練の到着地点を、自身の動きに反映させる。

　向かってくる鞘を、防ぐ。

　瞳を僅かに見張りながら放たれるその攻撃に対し、着実に防御の回数を増やしていく。

　今まで何度か目にした、この人の鋭い防御方法。

　相手の得物を真っ向から弾はじくのではなく、横や斜めから叩いて方向をずらし、受け流す。

　ものにしようとこれまでも試してきたその動きを、全てが終わる最後のこの日に、彼女へとぶつける。

「──ッッ！」

　安易に回避へ走ろうとする足を抑え込み、勇気をもって防御する。

　一撃一撃を受け流しながら、時には体を削られながら、手に握る《短刀》で切り払う。

　そして。

　僕は防御を越えて、初めて彼女に反撃した。

「……！」

　鳴り合った金属と金属の音。

　あっさりと防がれた僕の一撃。でも、確かに届いた。

　弾かれた《短刀》ごと腕をだらりと下げ、呼吸を大きく乱す僕を、アイズさんは黙って見つめてくる。

　不意に、光線のように瞬いた朝日の輝き。一段と強くなる光に目が眩くらみかける。

　そしてその瞬間、光の向こうで、あの人が嬉しそうに微笑んだような、そんな気がした。

「これで、終わりだね……」

　ぽつりと、アイズさんが呟いた。

　市壁天辺てっぺん部から見える東の空には既に太陽の一部がはっきりと姿を覗かせている。この一週間、訓練の終わりを告げてきた、合図だ。

　顔を横に向けてしばらくその光景を見つめていた僕は、同じように景色を眺めていた彼女と視線を交わし、頭を下げた。

「今日まで、ありがとうございました」

　石畳を見つめながらしばらく腰を折り続ける。

　短いようで、やっぱり短かった一週間を振り返り、夢のようだったこの一時を嚙かみ締める。

　ややあって上体を戻すと、アイズさんは感情の乏とぼしい顔で、けれど目尻を和やわらげながら、温かみのある声で呟いた。

「私も、ありがとう。……楽し、かったよ」

　金色の美しい朝日に、その相貌そうぼうが、ほのかに微笑んだ表情が縁取られる。

　結局最後の最後も真まっ赤かにされた僕は、口の開閉を繰り返した後、うつむきがちになるしかなかった。

「……それじゃあ、頑張ってね」

「……はい」

　言葉少なにこちらへ背を向けて、あの人はゆっくり遠ざかっていく。

　眩まぶしい光の奥に消えていくその背中を見つめながら、届くのだろうか、と。

　この自分の手は、先程の一瞬のように、あの人のもとへ達することはできるのだろうかと、そう考える。

　この一週間の間で、朧気おぼろげながら見えてしまったあの背中までの道のりは非常に遠い。

　いっそ呆然と立ちつくしてしまうほどに、ともすれば絶望してしまうほどに。

　僕は本当に、あの背中へ追いつくことはできるのだろうか。

「……」

　それでも、追いかけなくちゃ。

　やらなきゃ何なににも届かない。何も始まりはしない。

　彼女の隣に立てるように、追いつくように。

　あの背中へ……あの高みへ、もう一度、手を伸ばしにいかなくちゃ。

　今はまだ打ちひしがれる弱い心を抱えながら、それでも、この澄んだ朝の始まりに誓う。

　遠のいた彼女に僕も背中を見せ、その逆方向へと、走り出していった。
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　エイナは作業机デスクに広げられた報告書をまとめ、ふぅと一息ついた。

　周囲からは仕事に区切りをつけた同僚達がぽつぽつと帰宅していく。

　天井近くの壁にかかっている時計は夜の八時を回るところ。窓口を隔てギルドのロビーと隣接する事務室は、残業組の職員だけを残し、すっかり空白が目立つようになっていた。

　飲み物でも淹いれてこようかな、とエイナが辺りを見回しながら思っていると、同じ受付嬢の友人が部屋の奥で声を散らしてきた。

「ふぇ～ん、エイナぁ、手伝ってぇ～！　こんなの明日になっても終わりっこなーい!?」

「……自業自得。今日まで何もやってなかったミィシャが悪い」

　嘆息し、ヒューマンの友人の泣きごとをにべもなく断る。

　ミィシャと呼ばれた童顔の女性職員の作業机デスクには、書類という書類が山積みにされていた。

　各【ファミリア】の神達がこぞって請求した資料の案件が、本人の職務怠慢たいまんによって静かに蓄積されていた結果だ。

「何で今期は【ランクアップ】した人がこんなに沢山いるのぉ!?　こんな土壇場どたんばで【ランクアップ】ラッシュ、酷ひどい～！　誰かの陰謀だよー!?」

「こら、冒険者の血と汗の結晶にそんなこと言わない。最初からコツコツやっておけば、こんなことにならなかったでしょう？」

「ハイ、反省してますっ、反省してるからっ……エイナ、助けてー!?」

「いーや」

　話は終わりと言うように背を向ける。「薄情者ぉー！」と飛んでくる文句にもう一度溜息をつきながら、後でコーヒーでも持っていってあげるかと思うエイナだった。

「……」

　作業による疲労の余韻よいんに浸るように、肘ひじをついた両手にそのほっそりとした顎あごを乗せ、エイナは今しがた書き終えた眼下の紙を眺めた。

　申請書、と書き綴つづられた用紙には、【ソーマ・ファミリア】の運営自粛じしゅくを勧告するべきという旨が記されている。

　ロキとベルの話を聞いて作り上げてしまった、自筆の報告書だ。

　エイナは【ソーマ・ファミリア】を裁さばこうとは思わない。勿論思うところはあるが、【ファミリア】内におけるずさんな管理を糾弾きゅうだんしようなどとは、露つゆにも。

　そもそも裁断云々うんぬんを語るなら、ベルの話に出てきたリリもまた、公平な立場から見れば罰ばっせられる側だ。情状酌量じょうじょうしゃくりょうの余地はどうであれ、罪は問われることになる。

　エイナは正義の女神のように、剣と天秤てんびんを持つつもりは更々なかった。

　少なくとも、それは自分の犯すべき領域ではないと思っている。

　ただ、である。

　一つの状況が改善されることで、冒険者やサポーターの環境に光が差し込むなら、差し出がましい真似をすることに躊躇ちゅうちょはない。

　冒険者達がダンジョンから無事帰還することを何より望むエイナは、どうしてもお節介せっかいを焼きにいってしまう。

（特定の【ファミリア】に肩入れしちゃってる時点で、言い逃れなんてできないなぁ……）

　このある種の密告めいた報告に、私情が大いに絡んでいることはエイナにも自覚がある。

　特定の【ファミリア】……つまりベル達だ。

　結果的に見れば、エイナはあの少年を気づかう形で【ロキ・ファミリア】に潜入するような真似をし、そして故意に【ソーマ・ファミリア】を陥おとしいれようとしている。

　表面上は中立を謳うたうギルドとしてはあるまじき行為だ。ベルから相談を聞き、客観的にアドバイスを送るのとはまたわけが違う。

　職権乱用。ギルドの一員として失格といえた。

　しかし。

（……でも、見捨てるのはもっと違う）

　例えギルドの職員として相応しくなくとも、エイナはエイナ・チュールとして失格にはなりたくない。詭弁きべんに過ぎずとも、もう決めてしまった。

　自分の中に流れるリヴェリアと同じ高邁こうまいな血。半端なエルフのちっぽけな誇りであったとしても、背きたくないと、エイナは心からの気持ちで思う。

（もし解雇かいこにでもなっちゃったら……【ヘスティア・ファミリア】に加入させてもらおうかな）

　責任を取ってもらおうと、冗談混じりに再就職先のことを考える。

　セミロングのブラウンの髪を揺らしながら、エイナは自分の妄想に苦笑した。

「どうしたの、エイナ？　急にニヤニヤなんかしちゃって」

「にやにやなんかしてないよ。出まかせは止す！」

「いいからいいから、何かあったの？　気になるぞぉー」

「別に……ちょっと、再就職先のことを考えてただけで……」

「再就職先、って……噓！　エイナ、ギルド辞めちゃうの!?」

　ミィシャが声を張った瞬間、『ガタッ!?』と他の職員が一斉に椅子から立ち上がった。全員男性である。

　一糸いっし乱れのない光景にエイナはぎょっと目を奪われながら、慌てて友人の勘違いを正す。

「ち、違う違う。もしギルドをクビにされちゃったら、っていう話。私から辞職するつもりはないよ」

「何だぁ、驚かせないでよ……。エイナが辞めさせられるなんて、あるわけないない」

　エイナは友人の言葉に、そうでもないんだけどなぁ、と苦笑の思いを抱く。

　一方立ち上がっていた男性陣は、『ふぅ……』と安堵あんどとも知れぬ息を吐いて着席した。

（まぁ、とにかく……）

　この報告書が上に通れば、少なくとも神ソーマは【ファミリア】管理の問題を取り上げられることになる。

　もともと派閥はばつ自体に問題はなくとも、構成員である冒険者達はホーム外の活動が黒に近い灰色グレーなのだ。ベルの証言から判明した市民の被害報告を添えれば、多少の罰則ペナルティはほぼ確実になる。

　警告を無視すれば、場合によってはオラリオからの強制退去、【ファミリア】存続の危機だ。

　己の趣味にしか興味がないというソーマも、運営方針を真剣に考えざるをえないだろう。

（アーデ氏も悪い小人族パルゥムじゃないみたいだし……）

　リリと【ファミリア】のいざこざに巻き込まれたという花屋を訪問してみたところ、老夫婦はばつが悪そうに教えてくれた。

　少女を追い出したその日を境に、店の前にいつの間にかお金が置いていかれるようになったのだと。ギルドに被害届けを出すのも、そのせいでできなくなってしまったらしい。

　彼等から頼まれた少女への謝罪の言葉を、エイナは受け取らなかった。それを渡すのは本人達の仕事だ。

（……冒険者の血と汗、か）

　先程自分が口にした言葉をエイナは呟き直す。

　どこか遠くを見るように、瞳を少し上に向けた。

（冒険者達が足もとで誰かを踏みつけているなら……その血と汗は、その誰かのものでもあるんだよね）

　ままならないなぁ、とエイナは思う。

　冒険者の無事を願うエイナは彼等をサポートしたい。けれどその意思を揺るがすように、彼等の中には看過できないような事柄を平気な顔で犯す者達もいる。

　二律背反にりつはいはんする複雑な感情。今回に限った話ではない、エイナは時々自分のやっていることが虚しく感じる時がある。立っているこの場所がぐらついてしまうのだ。

　考え過ぎだということはわかっているのだが、一抹いちまつのやるせなさをどうしても抱いてしまう。

「……チュール」

「あ、はい？」

　答えの出ない思考にはまっていたエイナだったが、かけられた声に顔を上げた。

　窓口から近い作業机デスクに座っていた男性職員が、ちょいちょいとロビーの入口を指している。

　エイナの視線が向くと、ちょうど迷宮帰りのベルがギルド本部に入ってきた。

「……すいません、ありがとうございます」

　エイナは頭を下げて席を立った。

　曇りかけていた顔が心なし、清く晴れている。

　少し駆け足でロビーの方まで出向かう。

（……でも、必死に頑張っている冒険者も、ちゃんといるんだよね）

　ぴょこ、とフロントから顔を出したエイナを見た途端、ベルはぱっと笑みを咲かせた。

　エイナも微笑んで手を振る。

　やはりエイナは冒険者達が好きだ。

　大多数があらくれ者であるが、気さくで細かいことを気にしない彼等を、見ていて気持ちのいい彼等を、好ましく思っている。

　サポーターを見殺しにする利己的な冒険者がいたとしても、そのサポーターを救ってくれるのもまた、同じ冒険者なのだ。

　彼等のためなら、エイナは例え免職されようが憂鬱ゆううつになろうが、身を粉こにできる。冒険者達を死なせたくないというこの気持ちに噓はない。

　自分が受け持つ半人前の冒険者の顔を見て、エイナはそう思えた。

（良い人は先に死んじゃって、悪い人が生き残っちゃうなんて言うけど……）

　エイナは信じたくないし、信じない。少なくとも死なせないように、エイナは今を頑張っている。

　それに、その『迷信』はあてにもならない。

　ここは迷宮都市オラリオ。

　神々でさえも何が起こるか見通せない、世界で一番気まぐれな都市だ。
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　カヌゥは立ちつくす。

「カ、カヌゥ!?　助けっ──ぁ!!」

　鮮血が爆はぜる光景を前に、双眸そうぼうを凍こおらせる。

『グゥウウウウウウウウウッ……！』

　紅い紅い、猛牛。

　全身を真っ赤な液体で彩いろどった二Ｍメドル強のモンスターが、遥か高いダンジョンの天井に向かって口内を爆発させる。

『ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　大音声。

　鼓膜こまくを食い破るかのような吠声ほえごえに打ちすえられ、カヌゥは危うく尻餅をつきそうになった。

　肉質的巨軀きょく。全身凶器。そして本物の重圧感。

『ミノタウロス』。

　モンスターの代名詞の一つに数えられる真性の怪物が、手に持った大剣で冒険者を断殺してのけていた。




　始まりは、複数のアマゾネスの集団が一人の偉丈夫いじょうふを取り囲んでいるところを目まの当たりにした時だ。

　立ち寄ったルーム内に広がっていた熾烈しれつな争い。それはおよそ『上層』に相応しくない実力者達が繰り広げる、凄すさまじい交戦だった。

　ソロの冒険者を狙った略奪行為かと最初は目を疑ったカヌゥ一行だったが、孤立している獣人の装備に刻まれたエンブレム──黄金の首飾りで縁ふち取られた戦乙女の側面像プロフィール──を見て、それが【ファミリア】同士の対立だということを悟った。

　獣人の所属する【フレイヤ・ファミリア】は──主に神フレイヤの美貌びぼうに対する女神達の嫉妬しっとの意味で──敵が多い。

　神フレイヤは面白がって軽くあしらっている節を見せているが、彼女の団員がソロでダンジョンにもぐろうものなら、ここぞとばかりに付け狙われるのも頷うなずけるものであった。

　また、この時のカヌゥ達はあずかり知らないことではあったが、17階層にて一人とどまっていたオッタルの目撃情報はこの一週間の間に流布るふされていた。今回の戦闘は今が好機と目を光らせたとある女神の計画的な襲撃だったのだ。

　己の知る世界とは別次元の戦いにひたすら喉のどを鳴らしていたカヌゥだったが、そこでふと気付いた。

　数の差をものともしない獣人が、背後に物資運搬用の大型カーゴを守るようにして戦っていることを。

　そこが運命の分かれ道。

　カヌゥ達は大きく迷宮内を迂回して彼の背後を取り、隙を突いて瞬く間にカーゴをかっさらっていった。響き渡ってきた怒号には心底肝が冷えたが、むしろそれだけだ。オッタルは敵勢力に抑え込まれ、すぐに身動きは取れまいという確信があった。

　カヌゥ達はダンジョンを急いだ。これだけの規模のカーゴだ、距離を稼ぎたくてもそう簡単には運べず、できる限り早く遠くへ離れる必要がある。

　間違いなく第一級冒険者の戦利品、一体どれほどの価値があるのかとカヌゥは心を浮き立たせた。先日【ファミリア】の仲間であった小人族パルゥムから奪い取った……手に入れた魔剣の件といい、自分はついていると、そう信じて疑わなかった。

　そして。

　距離を十分に確保し、待ちきれないとカヌゥ達はカーゴに手をかけ、間近でそれを見た。

　カーゴに封じ込められていた中身を。

　鎖で雁字搦がんじがらめにされ束縛されていた、ミノタウロスというモンスターを。

　例外なく、その場にいた者達は思考が真まっ白しろに染まった。

　そしてすぐに、視界が真っ赤に染まったのも同じ。

　片方の角をへし折られ、鼻息荒く興奮していたミノタウロスは、あっという間に鎖を引き千切り、側にいたカヌゥの仲間を潰つぶれた果実に変えた。

　この世の終わりのような悲鳴に祝福されながら、ミノタウロスは歓喜に迸ほとばしったのだ。




「ひぇあっ……!?　ひひゃああっ!?」

　仲間を無残に殺されたヒューマンの男が、壊れた笛のような声を出しながら逃げ惑う。

　地面から伸びた草原は血の海に沈んでいる。こと切れた仲間の一人は塗料と化し、凄惨せいさんな光景に一役買っていた。漂ただようのは濃厚な死の気配だ。

　逃げ惑う冒険者は、しかし冷静な判断を失っているのかルームの隅へと自らを追いやった。

　ミノタウロスはいっそ悠然ゆうぜんとした足取りで、のしのしと背を晒すヒューマンの男へと歩み寄っていく。

　カーゴに入っていた大剣を装備するモンスターの姿は不自然なほどに様になっていて、カヌゥは、自分の見ているこの絵が酷く現実離れしているように見えた。

「いっ、行き止まっ……!?」

『ヴゥンンンンンンンンッッ……！』

「うあああああああああああああああああああっ!?」

















　自分の位置を理解し惨みじめな一人芝居を演じる仲間の一人を、カヌゥは笑うことができない。

　体も頭も動かせないまま、顔色だけを絶えず変化させ、視線がその一点へ釘付けにされる。

『フゥゥーッ……！』

「何でだよっ、何でてめぇがっ、ココにいやがるんだよぉおおおおおおおおおおおおお!?」

　壁を背にして喚わめき出すヒューマンの男を、ミノタウロスは肩を上下させながら見下ろした。

　ずるずると音を鳴らしながら地面にへたり込む相手を前に、モンスターは本能に従うまま大剣を構える。

　引き締まりスリムな印象さえ与えてくる筋肉質な体がギリギリと絞られ、まさにその姿は断頭台を彷彿させた。

　黒い巨影がヒューマンの男を覆い隠し、絶望が彼の顔に差す。

　もはや言葉になっていない喚き声がルームを盛大に木霊こだまし、転瞬。

『ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウンッッ!!』

　ドゴンッ、という大剣が振り下ろされた轟音ごうおんが炸裂さくれつし。

　グチャ、とミノタウロスの体の奥で、真っ赤な飛沫しぶきが飛び散った。

「……ぁ？」

　盛り上がった背中に阻はばまれ、己の仲間がどのような肉塊に成り下がったのか、カヌゥの位置からは確認できない。

　ただ、壁と床にこびりついた紅い体液と肉の欠片かけらが全てを物語っている。

　隠れることも忘れ棒立ちになり、通路口の前から一部始終を見たカヌゥの口から、乾いた呟きがこぼれ落ちた。

『──ヴ』

　そしてその音は、ミノタウロスの耳に届いた。

　振り返りあらわになる筋張った顔面。

　血化粧をした凶悪な面が、瞳をぎょろりと転がしカヌゥの体を射抜く。

　心臓に楔くさびが打たれたように全身が硬直し、呼吸が不細工ぶさいくに引きつった。

『ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　逃げ出す。

　反転し、あらん限りの力で地面を蹴りつける。

　狂暴な雄叫おたけびが残響する中、カヌゥは全速力でその場を離れた。

　すぐに槌つちを地面に叩きつけるかのような超重量の駆け音が続いてきて、瞳孔どうこうが己の意思を離れて広がった。

　あまりにも醜悪しゅうあくな死神が、凄まじい速度で追いかけてくる。

（ふ、ふざけっ──!?）

　呼吸がおかしい。舌が干上がる。意味をなさない思考が再三にわたって弾けていく。

　頭の中に埋まっている脳が沸騰ふっとうしているかのようだった。熱い。とにかく熱い。

　狂ったように、汗が溢あふれ出してくる。

　カヌゥはなりふり構わず走り続けた。足が何度ももつれそうになる中、ひたすら趨走すうそうする。

　現在は深夜。周囲に冒険者の影は見当たらない。無人のダンジョンは今のカヌゥにとってまさに迷宮のようであり、いくら走れども同じ景色から脱出できていないような気がした。

（振り切れねぇ、振り切れねぇっ、振り切れねえぇぇ……!?）

　大き過ぎる存在感はカヌゥと一定の距離を置いて消え去らない。

　強烈な違和感。まるで絶えず重圧をかけられ確実に追い込まれていっているかのような。

　猪突猛進ちょとつもうしんで有名な筈の猛牛のモンスターが臭わすあたかも狩人のような[image: ]猾こうかつさに、話が違うと、カヌゥは叫び散らしたくなる。

　何者かに折られ失った片角の代わりに、痛みの代償として、知能ぶきを得たとばかりに。

　大剣を携えるミノタウロスは、カヌゥを一向に追走してくる。

「はっ、はっ、はぁぁっ!?」

　呼吸を乱すカヌゥは近寄ってくるモンスターがいれば進路を大きく変え、空いている道へとその身を突っ込む。

　とにかく前へ。とにかく距離を。

　平静さなど放り出し、とにかくこの恐怖からの解放を望んだ。

　どこをどう走り辿たどったかなどわからない。

　ただ死に物狂いに足を漕こぎ続けて。

　気が付けば、カヌゥは袋小路に入っていた。

「かっっ……!?」

　眼窩がんかから目玉が飛び出そうになった。

　絞り出したような声の破片が喉から漏れる。

　両目をわなわなと震わせた後、カヌゥはばっと後ろを振り返った。

　あの鳴動するような足音は途絶えていた。鼓膜が痺しびれるほどの静寂せいじゃくが一瞬訪れる。

　次の瞬間、ぬぅっ、と。

　片角のミノタウロスが、曲がり角から顔を出した。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　絶叫を散らす。

　一度線を越えてしまえば、パニックに陥おちいるのは容易たやすかった。

　ミノタウロスが大剣の柄をギリギリと握り締めながら完全に角から姿を現す。確かな質量と大きさを誇る金属塊は、その巨身と見比べるとごく普通の片手剣にしか見えない。

　浅く開かれた白歯の奥から獰猛どうもうな呼気が吐き出される。

　血走った目と、赤く濡ぬれた凶器が、次の贄にえに飢うえていた。

「く、来るんじゃねぇえええええええええええええええええええっ!?」

　カヌゥは腰に手を回し紅色のナイフを取り出した。

　緩慢かんまんに踏み寄ってくるモンスターに向かって『魔剣』を振り抜く。

『グヴゥッ……！』

「来るなっ、失せろっ、消えやがれええぇッ!!」

　炎の塊がナイフより放出されミノタウロスに当たる。

　カヌゥは出[image: ]目でたらめにナイフを振るい、劣化した魔法を何度もぶつけた。逃げ場を失った空間の中で小爆破が連続する。

　煩わずらわしそうに太い腕を振るうミノタウロスに、カヌゥは壊れたように魔剣を閃ひらめかせ続け……やがて紅の刀身はバキリと音を立て、木端微塵こっぱみじんに砕け散った。

「は……はぁああああああああっ!?」

　寿命がつきたかのように光を失った刃は、無数の鉄屑てつくずとなって地面に散乱した。

　驚愕きょうがくの声を上げながらその目を剝むく。魔剣が使用限界を越え自砕したのだ。

　最後の最後でカヌゥは武器に裏切られた。

『フゥーッ、フゥーッ……！』

「ひ、ひぃいっ!?」

　火の粉を引き連れるモンスターが目の前までやって来た。

　怒りに染まった双眼が、カヌゥを睨にらみつけている。

　やがて巨大なシルエットは上腕の筋肉を膨張させ、剣を大上段に振り上げる。

「やっ、止めえええええええええええええええええええええええええええっ────」

　額が叩き割られる感触とともに、カヌゥの意識はあっさりと潰ついえた。
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　バキリ、と。

　カップの取っ手が割れた。

「……」

　ヘスティアはぴたりと動きを止め、じっとその陶器とうきを見下ろす。

　テーブルに置かれた白色のマグカップがひとりでに壊れ、湾曲わんきょくした取っ手が卓上に転がっている。

　本体の方は無事で全壊こそしなかったものの、白い欠片がバラバラになって散っていた。

「……」

　しばらく押し黙っていたヘスティアは、不自然に割れたカップから顔を上げ、キッチンを忙せわしなく駆け回っているベルを見る。

　アイズとの訓練を終えてやる気に燃える少年は、今日からは早くダンジョンへともぐる予定らしく、普段より余裕がないらしい。

　既に冒険者用のインナーとパンツを身に付けているベルとマグカップを交互に見て、ヘスティアは、えも言われぬ胸騒ぎに襲われた。

「じゃあ神様、後片付けはもうやっておきましたから！　魔石装置ひのもとだけお願いします！」

「あ……ベル君！」

　軽装ライトアーマーの詰まったバックパックを持って出ていこうとするベルを、ヘスティアは咄嗟とっさに呼び止めてしまった。彼は立ち止まり、不思議そうな顔を向けてくる。

　ヘスティアは言葉に詰まった。まさか「嫌な予感がするから今日は行かないでくれ」などと根も葉もないことは言えない。自分でも何だそれはと思ってしまう。

　しかしこの胸のざわめきを無視できないのも事実だった。凶報を告げるかのようにへし折れたカップをちらりと見て、ぐむむっと唸うなる。

「あ、あー……ほら、【ステイタス】を更新しておかないかい？　ここ最近やってあげられなかっただろう？」

「ええっと……」

「なぁに、すぐ終わらせるよ。時間の心配はしなくていい。だから……ね？」

　ヘスティア自身、自分でも戸惑っているような笑みを浮かべていた。ベルはそんな彼女の様子に押し切られる形で、眉を下げて笑い提案を呑のむ。

　ヘスティアはひとまず破損したマグカップを放置し、手早く【ステイタス】の更新に取りかかった。

「……うーんと、ベル君？　あのサポーター君とは上手くやっているかい？」

「神様……前からずっと同じこと聞いてますよ？」

「そ、そうだったかいっ？」

　黙っていると落ち付かなかったので言葉を探したが、ベルに苦笑されてしまう。

　諸事情により彼とリリの二人だけの迷宮探索を危ぶむヘスティアは、何度も同じ質問を重ねてしまっていた。

　ベルの上で赤くなり、こほんとわざとらしく咳せきをするヘスティアは、針で神血イコルを指に滲にじませ、その小さい手を動かしながら【神聖文字ヒエログリフ】を刻んでいった。

「それにしても、一週間だったっけ？　よくまぁあの【剣姫けんき】にしごかれたじゃないか。『耐久』の熟練度の伸びが、他のアビリティを差し置いて凄まじいことになってるよ？」

「……は、はははっ」

　ベルの空笑いを呆あきれながら聞いて、【ステイタス】を更新していく。

　案の定というか、更新作業が進むにつれヘスティアの機嫌は悪くなっていった。言わずもがな【憧憬一途リアリス・フレーゼ】による成長速度が原因である。

　ヘスティアは途轍とてつもなく面白くなさそうな顔をしながら、先日から気になっていたことを聞いた。

「ベル君。ちょっと掘り返すようで悪いんだけど、例の【剣姫】と何か……いかがわしいこと、した？　例えばそうだなぁ……膝枕とか」

　ぶっっ、とベルは伏せた態勢で吹き出した。げほげほとむせながら、ヘスティアの眼下で耳を真っ赤にしている。

　くそっヴァレン何某なにがしめっ……！　とヘスティアは歯嚙みした。

　あれはいつの頃からだったか、何故かベルの【ステイタス】の伸びが一段と顕著けんちょとなったのだ。この少年の反応から見るに、膝枕かはともかく、何かしら想いの増幅ブーストがかかるような何かがあったのだとヘスティアは確信する。

　おのれぇ、と心の中で嫉妬ジェラシーをメラメラ燃やす。

「あ、あの、神様!?　【ステイタス】ってモンスターの戦闘以外でも強化されるものなんですか！　その、訓練とかでも!?」

　逃げたな、と思いつつヘスティアはあえて言及しない。何故ならばヘスティアは神おとなだからである。見逃してやるくらいの器量はあるのだ。

　おっと手が。ブスリ。

　ベルがしくしくと泣き出した。知らん顔して説明を始める。

「ああ、強化されるよ。実戦や訓練がどうこうというより、真っ当な【経験値エクセリア】として君達の体に蓄積されるかが肝きもなんだ。お遊びやただ作業しているだけじゃあ絶対に【経験値エクセリア】として評価されないし、逆に訓練でも必死に打ち込めたなら、確かな糧かてとして【経験値エクセリア】として認められるよ」

「それじゃあ……」

「しっかり身になったかならなかったか、ってところかな。ちゃんとした足跡かせきを残せていたなら、後はボク達が勝手に発掘するから」

　どちらかというとその言い回しは『スキル』を発現させる感覚に近かったが、特に訂正はしない。こう言った方がベルにはわかりやすいだろう、と。

　ややあって、全ての作業を終え【ステイタス】をじっくり俯瞰ふかんしていると……ヘスティアは静かに、口端を痙攣けいれんさせた。

「うわっ……。神様、ごめんなさいっ、僕もう行きます！」

　時計を見たベルが血相を変えて体を起こす。

　器用にヘスティアを脇に退どかせ、そのまま荷物を持って扉へ直行した。

「べ、ベル君っ、ちょっと【ステイタス】が……！」

「ごめんなさい、帰ってから聞きます！　いってきます！」

　慌てた表情でベルは部屋を後にした。

　取り残されたヘスティアは伸ばしかけていた腕を下げ、はぁ、と溜息をつく。

　テーブルにあるマグカップを横目で見て、ベルが先程まで背中を向けていた場所を見つめて。

　今一度、【ステイタス】の情報を思い返す。





　ベル・クラネル

　Ｌｖ．1

　力：Ｓ982　耐久：Ｓ900　器用：Ｓ988　敏捷：SS[image: ]　魔力：Ｂ751






「何だよ、SSって……」

　頭を抱えるように、ヘスティアは額を右手で覆おおった。
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　オラリオ東方にそびえる山脈から、太陽が顔を覗かせようとしていた。

　屋敷の最上階に近いこの部屋からは、都市をぐるりと囲む市壁を越えて輝く山々を見渡すことができる。アイズは四角い窓の外に広がるその景色に軽く目を細めた。

　まだ浅い朝日を浴びながら、金の長髪をばっと後ろに流す。

　腰に唯一の武器であるサーベルを差し込み、腕の形にフィットした薄手の手甲の具合をカチリと音を立てて確かめ、静かに前を向く。

　姿見に映る完全装備。

　日の光を浴びて光沢を放つ蒼の鎧、銀の胸当て、腰具。

【剣姫】と畏おそれられる少女の形をした戦闘狂が、アイズのことを真っ直ぐ見据すえていた。

「おい、アイズ、まだか？　いつまで準備に時間食ってんだよ、お前」

「……今、行きます」

　扉の向こうのベートの声に返事をし、アイズは己の立ち姿から視線を切った。

　アイズがＬｖ．6になってからもう十日と二日。今日は待ちに待ったダンジョン攻略当日。

【ロキ・ファミリア】の団員を結集させ深層を開拓する、『遠征』の決行日だ。

　強くなり過ぎたアイズ・ヴァレンシュタインが、より高みへと進出することのできる、唯一に等しい絶好の機会。

「アイズ、早く行こうー！　どっちが一杯モンスター狩るか競争しようねー！」

「うるせえなぁ……何でお前がここにいるんだよ、ティオナ」

「それはこっちの台詞ぅ。負け犬は負け犬らしく尻尾巻いてどっか行っててよ！」

「犬じゃねえ、オオカミだっ！　そもそも俺が何に負けたってんだ！」

「完膚かんぷ無きまでフラれた癖にぃ！　『私は負け犬とだけはゴメンでーす！』ってさぁ！　やーい！」

「ぐぁあああああああああああああああああああああああ!?」

　派手に騒さわがしくなってきた扉の奥を自然体で無視し、アイズは最後に一つ視線を飛ばす。

　耳を叩いてくる音響。朝空に広がっていく金属の声音。

　東の方角に見える長い鐘楼しょうろうが、重々しく鳴き始めていた。
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　ちり、と首筋が疼うずいた。

「……」

「ベル様？」

　僕は首に手をやりながら、ぐるっと周囲を見る。

　木色をした壁面に背の低い草花が繁茂はんもする広いフロア。9階層の『ルーム』で僕は怪訝けげんな表情を隠せない。

　すぐ横で見上げてくるリリにも、言い訳をすることができなかった。

「何か気になることでも？」

「……いや、何て言うんだろ」

　……視みられている、のか？

　僕自身煮え切らない、どこかにあるやもしれない目の存在。

　敵意や害意そのものは全く感じられないけど……漠然とした不安が、どうしてか肩の辺りにのしかかってくる。

　今日はいよいよ10階層を突破しようということで、僕達は朝早くからダンジョンにやって来ていた。他の冒険者の数は極端に少ない。

　ここまで来てすれ違ったのも、やたらと体格のいい獣人の冒険者だけだ。

　追跡されてるなんてこと、普通はありえる筈ないんだけど……いよいよ気のせいでは片付けられなくなってきた。

「リリ、ここで装備を取り換えちゃっていいかな？」

「あ、は、はい」

　いつもとは違う緊張を見せているせいか、リリは慌てて背に担いだプロテクターと《バゼラード》を渡してくる。

　僕はバックパックに詰めてあった軽装ライトアーマーを装備し、万全の態勢を整えた。

　慣れ親しんだ装備の感触に包まれれば少しは気が楽になるかと思ったけど……眉間から険が取り除けない。

　嫌に、心臓が低く喚わめいている。

「ちょっと、おかしくない……？」

「おかしい、ですか？」

「モンスターの数が少な過ぎる」

　先程から気がかりだったことを口にする。リリも「そういえば……」ともと来た通路を振り返った。

　9階層についてからやけにダンジョンの中が静かだ。現在地は階層の深部と言っていい、10階層を目の前にしておきながらモンスターとはまだ一度も遭遇エンカウントしていなかった。

　せいぜいゴブリン達が逃げるように駆け回っていたのを、ちらりと見かけた程度だ。

（何だろう……すごく、気持ち悪い）

　違和感が積み重なって、胃が軽く捻ねじれそうだった。

　思い出したくない何かを無理矢理掘り起こされている感じ。

　そう。

　あの時も、ダンジョンはこんなにも静まり返っていて……。

　僕はそこで頭を振った。

「ベ、ベル様？」

「……行こう。10階層に」

　口もとを押さえてかろうじて言う。

「今すぐここから離れよう」とは、情けない気持ちがこみ上げてきて、言えなかった。

　心のどこかに急せかされるように前を向く。

　二つあるルームの出入り口の内、10階層へと繫がる方向へ足を進めようとした──まさにその時。

　──さぁ、見せてみなさい？

　えっ、と。

　いきなり頭に直接響いてきた、どこか聞き覚えのあるその蠱惑的こわくてきな声に、僕は目を見張る。

　次の瞬間。




『──ヴ──ォ』




　足が、固まった。

「…………」

「い、今のは……？」

　リリが何かを言っている。だけど頭に入らない。

　何かが聞こえた。

　何かが、聞こえてきた。

　脳裏に刻まれたあの雄叫びと酷似した音の欠片が、僕の神経という神経を焦こがす。

「………………」

　潤滑じゅんかつさを失った玩具のように、錆さびついた動きで首を背後に巡らす。

　音源の方角はちょうど僕達が通ってきた道からだ。あの一本の通路の奥に、何かがいる。

　気付けば僕の呼吸は乱れていた。指先が震えて力が入らない。

　喉の代わりに頭が『噓だ』とがなり立てている。そんなことがあるわけないと子供のように泣き叫んでいる。

　リリが固唾かたずを呑んで目を凝こらす中、僕は、必死に何かを祈っていた。

　そして、

『……ヴゥゥ』

　現れやがった。

「──ぇ？」

「……」

　予感は的中した。してしまった。

　いや、そもそも、僕がアイツの声を忘れる筈がないのだ。

　何度夢に出てきたのかわからない。何度別のモンスターにそれの面影おもかげを重ねてきたのかわからない。

　何度アイツを怖がってきたのか、もう、数え切れない。

『オオオオォオオォオオォオォオオオ……』

　ミノタウロス。

「な、なんで、9階層にミノタウロスが……」

　僕が聞きたい。

　ああ、でも僕は知っている。

　このどうしようもない理不尽を知っている。

　言葉では語りつくせないこの絶望感を知っている。

　この戦慄せんりつを、僕は経験したことがある。

　同じだ。

　あの時と、同じだ。

『ヴヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　狂牛が咆哮ほうこうした。

　押し寄せるのは洒落しゃれにならない威圧とド迫力。対峙たいじする者の戦意を簡単に挫くじく大音塊。

　恐怖の津波に僕とリリは体を仰のけ反ぞらせかける。

　そして、アイツは鮮血に染まった銀の剣を見せつけ、一歩、地面を踏みつけた。

「にっ、逃げましょう、ベル様!?　今のリリ達では太刀打ちできませんっ！　早くここからっ……ベル、様？」

　視線が動かせない。

　足も動かない。

　あの赤黒い化物に射竦いすくめられ、僕の行動は奪われた。

　ひょっとしたらそれは放棄に近かったのかもしれない。

　小さい頃、祖父がよく作って楽しませてくれた、英雄をモチーフにした案山子かかし……今の僕は、まさにそれだった。

「ベル様!?　ベル様ぁ！」

　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。

　怖い。

　あのモンスターが、めちゃくちゃ、怖い。

　眦まなじりに涙が浮かぶ。肺がしゃくり上げかけている。歯が嚙み合わない。

　顔色は、もうどんな色になっているのか見当もつかなかった。

　蹄ひづめを持つ二本の足が地面の草花を踏みにじる度、自分のことと重なって見える。

　溜ため込まれてきていた恐怖の象徴が、僕の体の中で一気に膨ふくれ上がった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　ミノタウロスが弾丸になった。

　恐ろしい速度でルームの真ん中を突っ切り、僕との間合いを喰くらいつくす。

　武器も抜けない。何もできない。

　終わりだ。

　あっという間に眼前に迫った巨牛が、その大剣を袈裟けさに振り下ろした。

「──ぁ!?」

「え？」

　転がる視界の中、か細い悲鳴が僕の耳朶じだを打った。

　生きているという認識より先に、僕のお腹に被さっているリリの温もりを認める。

　その頭から止めどなく流れる、大量の血も。

「リ、リリ……？」

　僕は地面に投げ出されていた。恐らく、リリの体当たりによって。

　横合いから伸びてきた捨て身の飛び込みのおかげで、僕はミノタウロスの攻撃をやり過ごすことができて、代わりに、リリは怪我をした。

　大剣が掠かすった？　いや、ミノタウロスの砕いてみせた硬い岩盤がんばんが、リリの頭を直撃した？

　渾身こんしんの一撃を被った地面は見事に破砕していた。草花ごと硬質な土くれが広くめくれ上がっている。

　リリは顔を歪め、小さく呻うめいた。

　かあぁっ、と全身が赤熱する。

「ッッ!!」

　腑抜ふぬけきっている筋肉へ強引に力をこめる。立ち上がった。

　怖い。一向に怖い。ひたすら怖い。

　目の前で吠えるミノタウロスが依然として怖くて堪たまらない。

　でも、この子を死なせるのは──もっと怖いっ！

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　ごめん！　と心の中で謝りながら、リリの体を思い切り横へ投げた。

　小さな体がどうなったか見届けることもせず、巨軀を翻ひるがえしてきたミノタウロスに僕は真正面から相対する。

　震える唇に歯を突き立て、嚙み千切る。振りかぶられた大剣が僕を殺すより早く、もはや反射的に右腕を突き出し、叫んだ。

「──ファイアボルトォオオオオオオオオオオオッ!?」

『ブゥオッ!?』

　緋色の雷がミノタウロスの肉薄をはね返す。

　炎の花弁を咲かせた【ファイアボルト】の威力に押され、あの猛牛が、後退した。

　僕の見開かれた瞳が、勝機にはほど遠い淡い希望を宿す。

　僕は取りつかれたように魔法を使い始めた。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　撃つ。撃つ。撃つ。

　闇雲に剣を振り回すかのように魔法を行使し続ける。

　鋭い炎の矛が相手の巨体を何度も刺し貫き、炸裂。爆発音とともに猛火が荒ぶる。

　苦悶くもんの声を上げるミノタウロスはずるずると後ずさり、連鎖する爆炎の中に消えていく。

　僕は魔法に縋すがった。

　あの時にはないこの力なら、と一縷いちるの望みに願い乞こうように【ファイアボルト】を乱射する。

　僕は心の中で魔法の引ひき鉄がねを引き続けた。

「はぁ、はっ……！」

　正気に戻って魔法を中断すると、視界は黒い煙に埋めつくされていた。

　土と草が燃えたような焦げくさい臭いが鼻腔びこうを刺激する。ミノタウロスの形も見えない。

　──やっ、た？

　何の反応もなく炎の残滓ざんしが舞っている空間を前に、僕は突き出していた右腕を下げかけた。

『ンヴゥッ』

「──」

　フォンッ、という風の切る音が鼓膜を殴った。

　黒煙が揺らめきを作り、その中から巨腕が突如として伸びてくる。

　下からアーチを描く岩のような[image: ]は、僕の腹に吸い込まれるようにして収まった。

　蹄が鎧を嚙んだ感触。

　衝撃が爆ぜた。

「がっっ!?」

　視界の振動。体の中の空気が引きずり出され、状況を把握しきれないまま後方へ飛ぶ。

　一つだけわかったことは、僕はアイズさんに助けられたということ。

　咄嗟に後ろへ飛ぶことで、その殴打の威力を半減させた。

　勿論衝撃の全ては殺し切れない。棒立ちになっていれば間違いなく腹を爆発させていた一撃だ、僕は決河けっかの勢いで吹き飛んで、そしてダンジョンの壁に叩きつけられた。

「～～～～～～～～～～～～っ!?　……ぁ、ぎ!?」

　壁面が破れる。半ば壁の中に埋まるような格好で、僕は降りかかる痛みの渦に悶もだえ苦しんだ。

　声にもならない。壁の一部が音を立てて崩れ、ずるりと地面に尻をついた僕に石片が雨あられとそそぐ。

　真芯に捉えられた軽装ライトアーマーは、壊れた。文字通り。

　叩きつけられた背中部分がどうやら破損したようで、一気に脱落した。支えを失った鎧はあっという間にバラバラに瓦解がかいする。

　どこまで派手に飛ばせば、気が済むんだっ……!?

　上半身をボロボロになったインナー一枚にしながら、僕は震える足で何とか立ち上がった。

『フゥウウウウウウウウッ……！』

「……！」

　顔面の筋肉が、引きつった。

　ダメージなし。

　あれだけの【ファイアボルト】が被弾してもなお、ミノタウロスは五体満足、目立った外傷は存在しなかった。

　僕の魔法は厚い体皮に火傷やけどを負わせただけで、致命傷すら与えていない。

　歯が、立たない。

　茫然自失ぼうぜんじしつする僕を見据え、片角を失ったミノタウロスは天を仰あおいで喉を震わせる。




『ヴヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　これが、冒険。

　冒険者ベル・クラネルが冒おかす、初めての冒険。

　──勝てない。

　猛々たけだけしく空に向かって雄叫びをあげる狂牛は、絶望にしか見えなかった。

















　ダンジョンは下層に行くにつれ階層の面積が増える特徴がある。

　5階層で既に中央広場セントラルパークと同等の広さを誇るフロアは、降りれば降りるほどその範囲を拡大していき、40階層地点では都市オラリオ全域の規模に匹敵すると言われている。

　途中その法則を無視する階層も存在するが、基本ダンジョンは円錐えんすい構造を取っていると考えていい。通路の幅や各ルーム等も開放的になっていく傾向がある。

　従って、『遠征』……とりわけ何十人規模のパーティがダンジョン攻略を行う場合、『深層』と定義づけられている階層まで進めば問題はないが、スタート地点である1階層から上層域は窮屈きゅうくつな思いをすることになる。

　狭い通路、小さいルームの中での大集団の移動は不自由の極みだ。兵隊の行軍のごとく、進行自体が苦になってくる。

　モンスターの対応も一々手間で、そもそも閉鎖空間であるダンジョン内での行列はマナー違反でもある。

　よって、大人数での『遠征』の際は部隊を二つ、三つに分け、取り決められた階層ポイントで合流、再編成するのが定例だった。

　例に漏もれず、【ロキ・ファミリア】も部隊を二つに分け『遠征』を開始していた。

「ねえねえ、ティオネ。どうして他の【ファミリア】の人達がパーティに交ざってるの？　あの人達、雇ったサポーターっていうわけじゃないんでしょ？」

「馬鹿ティオナ。前の遠征の撤退理由、もう忘れたの？」

「？」

「彼等は鍛冶師スミスだ、ティオナ」

「あぁ！」

【ロキ・ファミリア】首領である小人族パルゥムのフィン・ディムナを筆頭に、数人の第一級冒険者が組み込まれた先遣隊は7階層に到達しようとしていた。

　十五人ほどの徒党が移動を続ける中、ティオナ、ティオネ、リヴェリアと、順々に声が響く。

「前は私達より先に武器の方が使いものにならなくなったから、団長がわざわざ手を回してくれたのよ」

「『鍛冶』のアビリティ持ちの鍛冶師スミスがいれば、どんな武器も新品同然になっちゃうもんね！　フィン、やるぅ！」

「ンー、運搬うんぱんする物資にスペアの武器を取り揃そろえるのも非効率的だったからね。神ヘファイストスと友好があるって聞いたから、ロキにも協力してもらったよ」

「鍛冶の【ファミリア】でもない我々がねだるのもおこがましいが……一人、鍛冶師スミスの団員が欲しいところだな」

　中層まで【ロキ・ファミリア】の下部構成員達……つまり遠征時のサポーターが集団の先頭を務める中、第一級冒険者達はその後ろでゆるりと構えていた。

　深層から本格的な出番を迎える彼等は一見軽く言葉を交わし合っているが、その実、静かに英気を養やしなっている。

「アイズ、アイズ、聞いた!?　【ヘファイストス・ファミリア】の上級鍛冶師ハイ・スミス達が付いてきてくれてるんだって！」

「うん……聞いたよ。すごいね」

「だよねー！　これなら深層でもじゃんじゃん暴れられるし、あたし、爆発しちゃうよー！」

「壊れた武器は【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミスでも直せないのよ、言っておくけど」

　後ろから肩に抱きついてくるティオナに、黙々と歩いていたアイズは振り返り、少し笑った。

　ティオナはそれを見てへらっと相好そうごうを崩す。

　生まれてくる種族を間違えたかのような人懐こいアマゾネスの少女に、氷面で知れるアイズ・ヴァレンシュタインも感情を溶かす。

　あるいは戦闘狂である似た者同士に、姉のティオネが半眼で釘くぎを刺す中、彼女達は年相応の少女のように戯たわむれた。

「ほー、【ヘファイストス・ファミリア】の連中なら、間違っても足手纏まといにはならねえな。安心した」

「はい出たー。ベートの高慢こうまんちき」

　アイズの肩に張り付いたまま、ティオナは横にいるベートに白けた視線を向ける。

　口を吊つり上げていたベートは「あんだよ」とティオナを見返す。

「ベートはさ、何でそういう言い方しかできないの？　他の冒険者を見下して気持ちいいの？　あたし、そういうの嫌い」

「勘違いするなっての。雑魚ざこなんぞを見下して優越感に浸ひたるなんて、俺はそんな恥ずかしい真似まねしねぇー。事実を言ってるだけだ」

「これでも誉ほめたんだぜ？」と後方にいる【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミス達を顎あごでしゃくりながら、ベートは言った。

「ならば最低限の言動を慎つつしめ。お前の口から出る言葉は、まるで誤解してほしいように聞こえるぞ」

「あーあー、うるせえうるせえ！　エルフの説教は聞き飽きたっての！　そもそも横から口出しすんなよ、リヴェリア」

　鋭く纏めあげられた灰髪をぶんぶんと揺らしながら、ベートは不貞腐くされたように、顔をしかめた。

　左側の額から頰ほお、顎にかけて刻まれた稲妻いなづまのような刺青しせいが軽く歪ゆがむ。

「どうせお前等だって、そのド貧相な胸の中で似たようなこと考えてんだろう。雑魚を見て少しもダセエと感じてねえって、言えるのかよ？」

「あたしはティオネに全部奪われただけだぁあああああああああああ!!」

「ちょっと止めてよ、その言いがかり……」

「確かに、一度も哀れんだことがないと噓うそはつけん。だが、私の憐憫れんびんとお前の侮辱ぶじょくを一括ひとくくりにするな」

「哀れんでるだけ、エルフ様の方がよっぽどタチが悪いように思えるぜ、俺は？」

　はぁ、と溜息ためいきをつくフィンを他所よそにベートとリヴェリア達の論争は続く。

　リヴェリアに限った話ではないが、エルフは他種族と意見の食い違いから衝突しやすい。獣人のウェアウルフもまた一匹狼の節があるので、融通の利かない時がある。

　本人達も別段ムキになっているわけではなく、もはや恒例のようなものだ。リヴェリアの方に関してはあれでもベートを諭そうとしている。

　それを知っているから、リーダーを含めた他の団員達も止めようとはしなかった。アイズも黙って彼等のやり取りを見守る。

「俺は弱よえぇ奴が大っ嫌いなだけだ。何もできないくせにヘラヘラしやがって、吐き気が止まらねえ」

「強者の位置に立った者の驕おごりにしか、私には聞こえんな」

「そうだよ、ベートだって弱っちい時があったくせにぃ」

「身のほどを知れって言ってんだよ、俺は」

　両肩にかかっているティオナの重みを感じながらアイズは、身のほど、と小さく呟つぶやいた。

　少し、思う。

　哀れみでも侮辱でも呆あきれでもない、透明な疑問。

　あの時、身のほどを嫌と言うほど叩たたきつけられた一人の少年は、一体何を思って何を感じ、どうやってあそこまで奮起したのかと。

　もう記憶としては既に薄れかけている、今にも泣き出してしまいそうだったあの深紅ルベライトの瞳を、アイズはぼんやりと思い浮かべた。

　そして、それからすぐに。

　彼女は前触れもなく鋭く顔を上げた。

「……四人かな」

「あんだよ、噂うわさすれば何とかってやつか？」

　彼女と一様にそれぞれの者も反応する。ティオナはアイズに密着したままそちらを見やり、ベートは頭の獣耳をくいっと立ち上げた。

　ちょうどアイズ達が通過しようとしている十字路、その右手の方角から激しい足音が響いていた。聞くからに慌ただしい。

　集団の前衛と後衛にそれぞれいるサポーター達が対応に向かおうとするが、フィンが手を上げてそれを制す。持ち場を離れなくていい、と指示を送った。

　やがて、アイズ達の視界に冒険者のパーティが現れる。

「なーんか、やけに慌あわててるね。声かけてみる？」

「止めなさい、ダンジョン内では他所のパーティに基本不干渉よ」

「ねえっ、どうしたのー！」

「……馬鹿たれ」

　がっくりするティオネを無視してことは進む。

　頻しきりに後ろを振り返っていた冒険者達は、突然かけられたティオナの声に肩を跳ねさせ立ち止まった。

「な、何だお前っ？　って……げえっ!?　ア、【大切断アマゾン】!?」

「ティオナ・ヒリュテぇっ!?」

「ていうか、【ロキ・ファミリア】!?　え、遠征!?」

　通路から出てきた計四名のパーティはティオナ達を見て驚愕きょうがくし、自然に尻込みし始めた。

　一瞬響いたこの世の終わりのような悲鳴にティオナは目付きを怪あやしくするが、お構いなしにベートが前に出る。

「よし、黙ろうぜ？　んで、こっちの質問に答えろ。お前達は何してんだ？　キラーアントの群れにでも襲われて、仲間でも見捨ててきちまったか？」

「んだとっ……!?」

「おい、止せって」

「……あれに比べたら、キラーアントの方が百倍マシだっ」

　吐き捨てるように落とされた最後の男の言葉に、ベートは訝いぶかしげに眉を上げた。

　何を言っているんだと視線で問うと、相手の冒険者達は互いに顔を見合わせた後、リーダー格のヒューマンが絞り出すように答えた。

「……ミノタウロスが、いたんだ」

「……あぁ？」

「だからっ、ミノタウロスだよ！　あの牛の化物が、この上層でうろついてやがったんだ！」

　相手の必死の形相ぎょうそうにベートは瞬きを繰り返し、ばっと後ろを振り返った。

　ベートと冒険者のやり取りを呆れながら傍観していたフィン達の顔に、怪訝けげんそうな色が走る。

　そして誰も見ていないところで、アイズの右手がぴくりと震えた。

「ねぇ、もしかして……あたし達の逃がしたミノタウロス、だったり？」

「ありえねえだろ？　確かに全部仕留めた筈はずだぞっ」

「それに、もし私達の討うち漏もらしだったとしたらおかしいわ。あの遠征からもう一ヶ月経つのよ？　ミノタウロスなんかが上層にとどまっていたら、第三級以下の冒険者達の被害は馬鹿にならないわ。そんな噂、一つも耳にしたことがない」

「……申し訳ない。貴方あなたがたが見たものを、僕達に詳しく聞かせてもらえないだろうか？」

「あ、ああ……」

　毅然きぜんとした態度のフィンに見上げられながら、相手のリーダーはどもりつつも語った。

　いつも通りダンジョンにもぐっていたら、ルームへと繫つながる遥はるか一本道の奥で、ミノタウロスと、白髪の少年の姿を一瞬捉とらえたこと。

　すぐに響いてきたその少年のものと思われる叫喚きょうかんとミノタウロスの遠吠とおぼえに当てられて、急いでこの階層まで逃げ込んできたこと。

　そしてそのミノタウロスは、冒険者の大剣を装備していたこと。

「大剣だぁ～？」

「『迷宮の武器庫ランドフォーム』じゃなくて？」

「は、はい、間違いないです……」

「……今日までに、ミノタウロスの目撃情報は耳に挟んだか？」

「ないないっ、あってたまるか！」

「団長……」

「ああ、いよいよきな臭くなってきたね」

　事情を聞き出した【ロキ・ファミリア】は自分達の討ち漏らしではないと確信する一方で、ことに対する不審さを深める。

　フィンを始めとした勘かんのいい者は、これが意地の悪い神の戯れではないかと察しかけていた。

　少なくとも神の何者かが関与しているものだと当たりをつける。つけるしか、状況が説明できない。

　フィン達先遣隊は完全に進行を止めてしまっていた。

「そのミノタウロスを見たのはどこ？」

　そんな中で、金髪の少女が一人動きを見せる。

　冒険者の一人に詰め寄って静かに問いただす。

「はっ？」

「冒険者が襲われている階層は、どこですか？」

「きゅ、9階層……動いていなければ……」

　言い終わるより早く、アイズは走り出していた。

　冒険者達がやって来た通路を、風のように疾走しっそうする。

「アイズ!?」

「何やってんだ、お前！」

「ちょっとあんた達、今は遠征中よ!?」

「……フィン」

「ああ、わかってる……隊はこのまま前進！　当初の予定通り、最短距離で18階層まで進め！　指揮はラウル、君がとるんだ！」

「は、はい!?」

「指揮……まさか、行くつもりか？」

「親指がうずうずいってるんだ。見にいっておきたい。それとも、君は残るつもりだったのかい、リヴェリア？」

「……フィンの勘が働いているなら確かだな。どれ、私も行かせてもらおう」

「はははっ」

　呆然ぼうぜんとする【ロキ・ファミリア】と【ヘファイストス・ファミリア】の面々を残して。

　思い思いに第一級冒険者達は、9階層へと先行するのだった。





[image: ]






　祖父の顔を。

　お祖父じいちゃんの顔を、見たくなった。

　両親のいなかった僕の、名実ともに育ての親。

　顔をいつもくしゃくしゃにして笑っていて、『可愛かわいい女の子を助けて仲良くなりたいよなー』とか、『美女美少女侍はべらすのは浪漫ろまんだよなー』とか、『スケコマシでもいいじゃない』とか、『あっ、でもヤンデレだけは勘弁な？』とか、たまによくわからないことを言っていたけど、とにかく愉快ゆかいな人だった。

　祖父はまるで自分の目で見てきたかのように英雄達の逸話を知っていて、よく僕に聞かせてくれた。

　誕生日にくれる絵本が祖父の直筆だったことを知ったのは、あの人が亡くなってから随分後のことだ。

　──あいつ等らすげえよなぁ。

　──自分より強いやつに一人でも立ち向かえるんだぜぇ。

　──儂わしには絶対無理じゃぁ。

　自分はあんな真似できないと口にしながら、祖父はいつも嬉うれしそうに英雄達を称たたえていた。

　でも、英雄みたいなことはできないなんて、それは噓だ。

　祖父は格好良かった。

　幼い僕がゴブリンに殺されかけた時、あの人は誰よりも速く、あたかも雷霆らいていのように駆け付けてきてくれて、両手に持った鍬くわをモンスター達へ叩きこんでいった。

　いつも外衣に隠れていた体は戦士のようにたくましかった。

　丸太のような腕はモンスター達を寄せつけることはなかった。

　大きな大きな手は、僕の小さな体を抱き上げてくれた。

　今、思えば。

　僕が初めて憧あこがれた英雄は、お祖父ちゃんだった。

　やばい時は逃げろ。

　怖かったら逃げろ。

　死にそうだったら助けを求めろ。

　女の人が切れそうだったらすぐ謝れ。

　馬鹿にされたって指をさされたって、それは恥ずかしいことなんかじゃない。

　一番恥ずかしいことは、何も決められず動けないでいることだ。

　いつもそう言っていた祖父。

　目の前からいなくなってしまった後も、その教えだけはずっと心の側に残し、僕に一大決心をさせてくれたお祖父ちゃん。

　オラリオに送り出してくれた、あの人の言葉。

　お祖父ちゃんの顔が、見たくなった。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　お祖父ちゃん。

　今の僕は、動けない。

「……ぅ、ぁ」

　顔を振り上げて、口から漏れ出た大粒の唾液だえきを飛ばすミノタウロス。

　遥か視線の先にいるモンスターは、自分という存在を誇示するかのように大剣を携たずさえ、吠声ほえごえを上げている。

　まるでそれ自体が重鎧のような体軀たいくに、深い損傷は見られない。傷はあくまで表面的なもの。

　魔法が通用しないという現実の前に、無力感が全身を支配していく。

　勝てない、という言葉が頭の裏を何度も反響していた。

　力が、入らない。

　せっかく立ち上がった膝ひざが、今にも折れてしまいそうだった。

『フゥゥ……！』

「……っ!?」

　差し向けられた視線の切っ先が、首筋をぞくっとさせる。

　誘発された冷たい電流が再び恐怖を呼びさまし、その代わりに、こみ上げていた脱力感を一斉に追い払った。

　僕の意識とは別に、本能が死から遠ざかろうともがき始める。

　このまま突っ立っていたら、殺される。

　僕も、リリも斬り殺される。

　動かなきゃ……！

　僕はあらん限りに手を握り締めた。

『ゥウウウウウウウウウウウウウウウウウッ！』

　──壁際は不味まずい！

　迫りくるミノタウロスを見て、僕はすぐにその場を離れた。

　壁を背にしていればあの巨体によってあっという間に逃げ道を塞ふさがれてしまう。

　リリのいる場所とは逆方向に駆け出し、僕は広いフィールドへ戻るのを最優先させた。

　こちら目がけてまっしぐらに進んでいたミノタウロスは、僕の移動とともにぐぐっと急カーブを描き、ドゴンッドゴンッドゴンッ、と地面を踏み潰しながら追尾してくる。

　側面からの急迫。

　震える瞳の中で、凶悪な牛面が大きくなる──！

『ヴムゥンッ！』

「──ぐっっ!?」

　ミノタウロスが地を蹴った。

　飛びかかって振り下ろされた大剣の一撃を、僕もまた地を蹴り込んで宙に身を投げる。

　横合いからの攻撃に対し、前方に頭から飛び込む形で跳躍、回避。

　間を置かず首のすぐ後ろで爆砕音が鳴り響き、戦慄せんりつしながらも地面の上をごろっと前転して立ち上がった。

　急いでターン、そしてバックステップ。

　眼前にできあがっている地割れに汗をぶわっと噴ふき出させ、こちらを睥睨へいげいしてくるミノタウロスから必死に距離を取る。

『ヴゥァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

　強[image: ]きょうじんな下腿かたいが床に踏み込んだ瞬間、一気に間合いを零ぜろにされた。

　瞳を見開く僕の前で、両手に持った大銀塊がフルスイングされる。

　頭が真まっ赤かに染まった。

　風の悲鳴に促うながされるまま僕は全力で膝をたたんで、間一髪、その必殺をやり過ごす。

　上半身があったところを大剣が凄すさまじい勢いで通過し、頭髪を何本か持っていかれた。

『ヴォオッ！』

「うっ!?」

　真っ白な白髪が空中に散る中、ミノタウロスは屈かがみ込んだ僕へ剣を叩きつけてくる。弾はじかれるように横へ転がった。轟音。

　濁流だくりゅうのような猛攻が始まった。

　大力をもって振り回される血塗ちまみれの銀剣が大気を唸うならせ、抉えぐりとる。長いリーチを誇る剣撃は僕をどこまでも追跡し逃さない。時折おり交ぜられる[image: ]打けんだや蹴りが体のすぐ側を舐なめる度に、寿命が削り落とされていく思いをした。

　呼吸が、動悸どうきが焦こげている。

　強要される際どい回避の連続、一歩間違えればすかさず死に繫がる状況が僕の思考を狭せばめていく。

　頭の打ち鳴らす警鐘けいしょうが収まらない。

　鼓膜こまくが、壊れてしまう。

「っ!?　……ッ!?」

　気が付けば僕は擦すり傷きずだらけになっていた。ミノタウロスの攻撃を無我夢中むがむちゅうで避け続け、床を転げ回った代償だ。

　余裕なんてない。ある筈がない。満身[image: ]痍まんしんそういに一歩踏み込んでいる。

　もし、このまま攻撃が続けば──。

　あやふやだった未来の光景が現実味を帯びて僕の頭の中をちらつく。

　一瞬過よぎった真っ赤な末路。

　このままではジリ貧だ。生き永ながらえることはできても、死ぬことは避けられない。

　逃げる。

　逃げろ、逃げなくちゃ！

　逃げ出さなきゃ、助かりっこない!?

「ベル、様ぁ……！」

　視界の隅で小さな山が身じろぎした。

　リリだ。ぐらつく体を支えて立ち上がり、霞かすんだ視線を僕の方にさまよわせている。出血は止まっていない。

　僕は余裕のない表情で叫んだ。

「リリ、逃げて！」

　悲鳴に近い声に小柄な体が震える。

　薙なぎ払われる剣を躱かわしながら僕は必死になって訴うったえた。

　でも、リリは動かない。立ちつくしたまま、泣きそうな目でこちらを見ている。

　かあっっ、と頭に血が上った。

「にげてっ……逃げろよっ!?」

　リリは泣きながら頭をぶんぶんっと振った。意識が定かではないのか、子供の我儘わがままみたいに言うことを聞かない。

　何でだよっ!?

　リリがいたら逃げられないだろう!?

　リリがこの場を離れたら、僕だって逃げられるんだよ！

　わかるでしょう？　わからないのっ？　お願いだからわかれよ！

「早くッ、いけぇええええええええええええええ!!」

　怒鳴り声がリリを突き飛ばした。

　止めどなく涙を溢あふれさせながら、リリは顔をくしゃっと歪めて僕に背を向ける。

　その場から駆け出し、たったったっという足音とともに通路の奥に消えていった。

　これで僕も逃げられる！

　やっと僕も、逃げ出せる！

　逃げ、出せるっ……。

（……わけっ、ねーだろっ……!?）

　今僕が逃げたら、誰がコイツを押さえ込むんだ。

　コイツをこのルームから出したら、今行かせてしまったら、リリが死ぬ。

　この牛の化物がリリに狙いを定めたら、リリがっ、リリは……っ！

「……畜生ちくしょうッ!!」

　プロテクターに右腕を突っ込み、《バゼラード》を抜剣。

　右に回ろうとする足を殴り飛ばしてミノタウロスに正対する。

　泣きたいのか怒りたいのかわからない。体の中で絡み合う感情の束は既にぐちゃぐちゃだ。

　もはやヤケクソの境地に片足を突っ込みながら、僕はミノタウロスと一方的な戦闘を続行させる。

『ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

「ッッ!?」

　繰り出される左ストレートを《バゼラード》で横に叩く。

　右手を衝撃で痺しびれさせながら、向かってくる大剣を回避。短剣ではあの武器は弾けない。

　すぐに後退。詰められる。

　盛大に歪めた僕の双眸そうぼうと、ミノタウロスの鋭い両眼が交差する。

『ルヴッ、ヴゥゥッ、ウウウッ！』

「ぐ、ぅぅぅっ！」

　命綱の防具もないまま死地の中に身を置き続ける。大剣が地面を揺るがす都度、砕かれた鋭い石片せきへん群が、肌と黒いインナーをボロボロに傷付けていった。

　ミノタウロスの呼吸が荒い。捕まらない僕に業ごうを煮にやしているのか。

　僕の呼吸は言うまでもない。大粒の汗が何度も頰を伝つたう。喉のどの渇かわきが最高潮に達しようとしていた。

　ミノタウロスから発散される力の余波が再三にわたって草原をざわめかせる。ダンジョンの中の音という音が全て僕達の攻防から生まれていた。

　天井一面に灯っている燐光りんこうに見下ろされながら、茫漠ぼうばくとしたルームを二つの影が動き回っていく。

『フウッ……ヴォオオオオオオオオオオッ！』

　ミノタウロスが怒号を上げる。

　まるで「逃げるな」と一喝いっかつされているようだった。

　ありったけの勇気を総動員して短剣での防御を用い始めていた僕は、速度が──『敏捷』が何とかせり合えることに気付いていた。

　でも、前に出れない。

　耳のすぐ横を掠かすめていく破滅の風切り音が、体の熱を奪っていく。足を竦すくませる。僕の恐怖心を膨張させる。

　前になんか出るな。

　無様に下がり続けろ。

　逃げ回って逃げ回って逃げ回って、時間を稼げればそれだけでいい。

　この瞬間を切り抜けられれば、それで……！

　それで、いいだろう……!?

「は、ぁっ！」

　上がる息を野放しにして剛剣を回避。

　もう何度目とも知れない死と隣り合わせの脱出劇に、心臓が圧搾あっさくされる。発生した風圧で頰が切られた。

　わななきながら僕は走った。

　剣を振り下ろした格好で前屈みになっているミノタウロスの側面に回り込もうとする。相手にとっての死角、つまり唯一の安全地帯だ。

　そして僕がそこに足を踏み入れた瞬間、ミノタウロスの瞳が、鋭く光った。

「──」

　フッ、フッ、と鼻息を断続させるミノタウロスは、地にめりこんだ大剣から視線を引き剝はがすと一気に、自身の頭蓋とうがいを僕に向かって振るってきた。

「──なっ!?」

　無理な体勢から繰り出された横殴りの頭突ずつき。

　強張こわばった牛頭に生えているのは──角！

　湾曲わんきょくした片角が、瞠目どうもくする僕を急襲する！

「うあっ!?」

　無意味と知りながら構えたプロテクターを、ミノタウロスの角は呆気あっけなく貫いた。

　僥倖ぎょうこうだったのは致命傷を免まぬがれたこと。すくい上げられるように打ち出された牛角は、プロテクターを貫通することで僅わずかに角度がずれ、僕の左腕を浅く切り裂いただけで済んだ。

　けれど。

　ミノタウロスの角は、プロテクターを貫通したまま。

　がっしりと刺し貫かれた角に引っ張られるように、僕は左腕ごとミノタウロスの頭上に掲げられた。

「ひっ!?」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　振り回される。

　ミノタウロスが首を振る度に、僕は振り子のように左右へ流れた。

　ダンジョンの床から二Ｍメドル以上も離れた空中で体中をシェイクされる。

　地面が遠い。視界が、ままならない！

　猛烈もうれつな勢いで揺さ振られこみ上げてくる吐き気。

　体を繫いでいる左腕が軋きしみ、唸り、関節がいかれてしまう。

　やがて二回、三回と、ミノタウロスが狂ったように首を振っていると、僕より先にプロテクターの方が限界を超えた。

　既に半壊していた防具が繫ぎ目から千切れる。

　ミノタウロスの首が大きく斜め上に振られるのと同時に左腕が解放され、僕は、天高く放り出された。

「ぅ──ゎぁああああああああああああああああああああああああっ!?」

　一〇Ｍメドル以上もある9階層の天井にぐっと近付いて、すぐに僕は落下運動に入った。

　山なりの放物線を描いて、ダンジョンの地面に引き寄せられる。

　身構えもできないまま、天井があっという間に遠くなり──墜落。

「ぎっっ!?」

　背中からまともに激突した。

　背骨を起点に体中へ絶叫が走り抜ける。頭の中が、明滅めいめつする。

　手足が不細工に痙攣けいれんした。

【ステイタス】の『耐久』補正がなかったら、とっくに死んでる……っ!?

「ぁ……!?」

　目がちかちかする。

　打ち寄せてくる痛みの波に呻うめき声が漏れ、僕は眉間みけんに皺しわを寄せて両目をぎゅうっと瞑つむった。

　やがて接着している地面を通して、ミノタウロスの足音が伝わってくる。

　不味い、と思っても体が思うように動かない。喉が喘あえぐように酸素を求めるだけだった。

　そして身動きが取れなくなった途端、無理矢理封じ込めていた恐怖は簡単にぶり返した。

　歯が、かち、かち、と鳴り始める。瞳が揺れて潤うるみ始める。

　怖い。

　やっぱり、めちゃくちゃ怖い。

　苦しいし、痛いし、辛い。

　でも、何よりも。

　恐い。

　もう、立ち上がれないくらいに。

『ゥゥ……！』

　地響きが徐々に近付いてくるのがはっきりとわかり、身の毛が逆立つ。ゆっくりとミノタウロスはこちらに迫ってきていた。

　こんなの生殺しだ。足先からじわじわと恐怖感に蝕むしばまれていく。

　発狂しそうになる。壊れそうになる。いっそそうなってしまえば楽なのかもしれない。

　僕は眩まばゆいダンジョンの天井を見上げることしかできなかった。いくつもの燐光りんこうに目を焼かれて、涙腺るいせんが静かに砕け散りそうになる。

　──もぅ、無理。

　恐怖に雁字搦がんじがらめにされる中、は、と湿った吐息が口から漏れた。

「…………？」

　地響きが、止まった。

　刻々こくこくと読み上げられていた死刑宣告が、不自然に途切とぎれた。

　代わりに鳴ったのは、そよ風。

　怪訝に思った。何があったのかという、訪れた静寂せいじゃくに対する純粋な疑問。

　顔を歪めながら身じろぎする。

　未だ震えが治まらない体を動かして、何とか首を持ち上げた。

　すると、

「──」

　あの人が、いた。

「……」

　澄んだ黄金の長髪。蒼色の鎧。銀のサーベル。

　いつかどこかで目にした光景と同じように、あの女剣士が、こちらに背を向けて立っていた。

　僕は時間を止めた。

『ゥ、ヴォオ……!?』

　ミノタウロスが、怯おびえている。

　何も喋しゃべらない彼女に見据すえられ、じりじりと後ずさっていく。

　風が鳴っていた。

　一人の少女を取り巻くように気流が踊り、ルームを静謐せいひつに震撼しんかんさせる。

　研とぎ澄すまされた威圧が、渦巻いていた。

　──【剣姫けんき】アイズ・ヴァレンシュタイン。

「いたぁ！　アイズゥー!?」

「ちッ、つまんねえことに振り回されてんじゃねえっての！」

　続々と駆け付けてくる足音と声が耳に飛び込んでくるけれど、僕の瞳と意識はその後ろ姿に縫ぬい付けられたままだった。

　目と鼻の先。

　アイズさんが、僕を庇かばうようにミノタウロスと対峙たいじしている。

　頭が混乱する。状況に思考がついていけない。

　何が起こっているのか。何が起ころうとしているのか。

　吸い寄せられるように上体が起き上ったことに気付かないまま、僕は呆然と彼女の背中を見上げ続けた。

「……大丈夫？」

　──大丈夫ですか？

　あの最初の出会いのように。

　細い横顔が小さく振り向いて、同じ言葉を告げた。

　ズクン、と心臓が打ち震える。

「……頑張ったね」

　──頑張っ、た？

　あの時とは異なって。

　労いたわりの言葉が、添そえられる。

　グシャッッ、と心臓が唸うなる。

「今、助けるから」

　──たす、け？

　心臓の音が、暴走する。

　視界の中の光景に色が戻った。

　灼熱しゃくねつの色が、灯ともった。

　助ける？

　助けられる？

　また？

　この人に？

　同じように？

　繰り返すように？

　誰が？

　──僕が。

「ッッッッ!!」

　頭に火がついた。

　それまでの感情という感情が一掃いっそうされる。

　馬鹿みたいに一途な気炎が、恐怖を上回った。

　みじめな強がりが、とどまることを知らない想いの丈たけが、無様な体ていたらくを粉砕する。

　立て。

　立てっ。

　立てよッ！

　いつまで寝てるつもりなんだよ！

　何度助けられれば、気が済むんだよっ!?

　同じ時を繰り返すのは御免ごめんだ！

　この人に助けられるだけの弱い自分なんて、絶対にっ、御免だ!!

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!!」

　竦すくむ体はどこかにいってろ。

　怯える暇があったら覚悟を決めろ。

　憧れの人の前でこれ以上醜態しゅうたいを晒さらしてどうする。

　誰よりも想いを伝えたいこの人の前で、これ以上格好悪い姿を見せてどうする。

　そんなこと、耐えられない、耐えられない、耐えられない！

　ここで格好をつけないで、いつ格好をつけるんだ！

　ここで見返さないで、いつ見返すっていうんだ！

　ここで立ち上がらなくて、いつ立ち上がるっていうんだ！




　ここで高みに手を伸ばさないで、いつ、届くっていうんだっ!!




　僕の足は地面を蹴り飛ばした。

　立ち上がり、再起した。

「!?」

「……ないんだっ」

　彼女の手を摑つかむ。

　力を入れれば折れてしまいそうなそのか細い手を取って、自分の背後に押しやる。

　僕は、自分の意志で前に出た。

「アイズ・ヴァレンシュタインに、もう助けられるわけにはいかないんだっ！」

　腹の底から叫んでナイフを構える。

　ミノタウロスは再び現れた僕に目を見開き、そして確かに、獰猛どうもうに笑った。

　こちらの意志に呼応するように大剣の刃を僕へと向ける。

「勝負だッ……！」

　冒険を、しよう。

　この譲ゆずれない想いのために。

　僕は今日、初めて冒険をする。
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　少年が駆け出していく。

　アイズの啞然あぜんとした視線をその一身に引き受け、小さな冒険者は待ち受ける巨大なモンスターのもとへ飛び込んでいった。

「ま、ダンジョンで獲物を横取りするのはルール違反だわな。ふられたな、アイズ」

「……」

　置いていかれてしまったアイズの背中に、ベートは暢気のんきに言う。

　冒険者としてあいつの方が正しいと鼻で笑った。

　ルームにはベートとティオナに続いてティオネが到着しており、遅れてリヴェリアとフィンも足を踏み入れていた。

　彼等が目撃する中、ベル対ミノタウロスの戦いの火蓋ひぶたが切られる。

　相手の初撃を上手い具合に避けたベルを見たベートは、「ほー」と口を円にした後、「ん？」とあることに気付く。

「あの白髪頭……もしかして、あの時のトマト野郎か？　くっ、はっはははっ！　何だよ、つくづくミノタウロスと縁があるみたいだな、あのガキ！」

「それって、アイズが間一髪で助けたっていう？」

「ああ、間違いねえ！　ミノタウロスに惚ほれられちまったんじゃねえか！　あのガキが恋しくて、はるばる中層からやって来ましたってよ！」

「ふざけないで、ベート」

　ティオネの注意にベートは肩をすくめる。

　ニヤニヤと薄笑いを浮かべてアイズとベルを交互に見た。

「合点がってんいった！　そりゃ助けられたくねえよなぁ～。前に助けられちまった時とまるきり同じ状況で、みっともねえところを見せた相手になんかよ～」

「ねぇ、いいの？　あの男の子、Ｌｖ．1なんでしょ？　絶対にミノタウロスにやられちゃうよ！」

「トマト野郎が決めたんだ、俺達が口出しするもんじゃねえっての。なぁティオネ？」

「私に振らないでくれる？」

　笑みを残したまま軽々しい態度を崩さないベートに、ティオネは呆れた表情。

　三人で小さな円を作る中、ティオナは異議ありとばかりに食ってかかった。

「どっちにしたって、あのミノタウロス放っておくわけにはいかないんでしょ！　先か後かの違いだけじゃん！　あたし、行くよ！」

「放っておいてやれって。あのガキ、男してるんだぜ？　あれだけ痛い目にあって身のほど知らずってわけじゃねえだろ。また助けられちまったら、俺だったら死にたくなるね」

「ベートの美学なんてどうでもいいし！」

　現状を忘れぎゃーぎゃーと喚わめくティオナ達だったが、そこにかき消えてしまいそうな声がかかった。

　小さな影がずるずると己の体をひきずり、よろめく。

「……お願いします、冒険者様。ベル様を、助けてください……」

「パ、小人族パルゥムちゃん……」

「な、何だよ！　離せっての!?」

　変身の解けているリリが、倒れ込むようにしてベートの服を摑んだ。

　震える小さな手が膝に取りすがってきて、ベートはあからさまに動揺する。

「ご恩には必ず報むくいます。リリは何でもします、何でもしますからっ……ベル様を、助けてくださいっ……！」

「お、おい……」

　朦朧もうろうとしながら必死に言葉を紡つむぎ出す小人族パルゥムの姿に、ベートは頭上の獣耳を垂らし、この時ばかりは弱り切った顔をした。

　リリの背後に歩み寄ったリヴェリアが膝を折り、そっと彼女の両目を右手で覆おおう。左手を腹部に回し、そのまま抱き締めるように自分の胸の中へ誘った。

「まだ無理をするな。傷は塞ふさがっても、流れ出た血は戻っていない」

　リヴェリアの唇が詠唱えいしょうを口ずさむと、翡翠ひすい色の光が目もとを覆った手から発せられる。彼女が口にしたように、リリの傷は出血の痕を残して塞がりきっていた。

　アイズ達がこのルームに駆け付けることができたのは偶然ではない、ひとえにリリのおかげだった。

　ベルを置いて逃げ出せる筈のなかった彼女は、怪我の身でありながら必死にひた走り続け、執念か、9階層に到達していたアイズを見つけ出したのだ。

　仲間のために助けを求めたサポーターの懇願こんがんが、彼等をこの場に導いていた。

「お願いします、お願い、します……っ」

「……ちッ」

　うわ言のように呟かれる懇請こんせいにベートは口を引ひき垂たり、苦り切ったように舌打ちをした。

　灰髪をガリガリと無造作にかいた後、足を回し、アイズとベルのいる方向につま先を向ける。

「行くのか？」

「勘違いすんな、雑魚なんて助けるのはまっぴら御免だ。だが、自分より弱ぇやつをいたぶる雑魚に成り下がるのは、もっと御免だ」

　リヴェリアへ無愛想に言い返し、ベートは足を進めた。

　ベル達の方に顔を向け、背中を見せているアイズに声を張る。

「どけ、アイズ！　俺がやる！」

「……」

「おい、何ぼさっと突っ立ってっ……」

　アイズを追い越そうと彼女の真横に並んだベートは、ぴたりと動きを止めた。

　相変わらず感情に乏とぼしい少女の顔は無表情で──その金色の瞳だけが、驚愕に見開かれていた。

　これ以上のない真剣な眼差まなざしで、ある光景を真っ直ぐに見据えている。

「……あ？」

　ベートも見た。

　そして、固まった。

　大剣を振り回すミノタウロスと、ナイフを閃かす少年が。

　お互い一歩も引かずに、凄まじい剣戟けんげきを繰り広げていた。

「…………あぁ？」

　苛烈な剣舞の音が鳴り響く。

　あらゆる物を破砕する力の轟音ごうおんと、どんな物も切り裂く速度の清音。過激な曲調がベートの鼓膜に届き、果てはダンジョン全体に染み渡っていく。

　交わされるのは銀の光と紫紺しこんの光の応酬だった。銀の輝きが振るわれたかと思えば、紫紺の閃ひらめきが円弧えんこを作りあげる。

　ミノタウロスとベルの両者が形相ぎょうそうを作り、互角の攻防戦を展開していた。

「え……あ、あれ？」

「……誰がＬｖ．1ですって？」

　その交戦模様にティオナ達も気付く。

　形勢こそ、その身体能力キャパシティを活かし攻め続けているミノタウロスが終始有利ではある。だが、誰もが疑わなかった蹂躙ワンサイドゲームはそこにはなかった。

　あるのは、互いの命を平等な条件のもとで賭けた、確かな死闘だ。

　一際甲高かんだかい音響が炸裂さくれつする。

　大剣をナイフで弾いてみせたベルから視線を切って、ティオナ達はベートの方をばっと振り向いた。どういうことか、と。

　ベートは、答える術を持っていなかった。

「僕の記憶が正しければ……」

　落ち付いた声音が転がる。

　びくっと肩を上下させたベートは、今自分がどのような顔をしているのかわからないまま、己の背後を顧かえりみた。

　彼等の首領であるフィン・ディムナが短い歩幅でゆっくりと近付いてくる。

　自身の得物である長槍を担ぎながらベートの隣で足を止め、彼は静かに尋ねた。

「一ヶ月前、ベートの目には、あの少年がいかにも駆け出しに見えたんじゃなかったのかい？」

「……」

　彼方で爆炎が咲いた。

　爆風が足の間をくぐり抜け、緋色の熱光に二人の顔が照らし出される。

　じっと見上げてくる青い瞳に、ベートは目もとを震わせたじろいだ。

　駆け出しだった。間違いなく。

　ミノタウロスに散々追いかけ回されていたあの子供は、戦いの基本も心構えも何もできていない、一目でわかる新米の冒険者だった。

　失笑を買う、みじめな冒険者だった。

　それが、

（何が、起きやがった……!?）

　激変を遂とげていた。

　今ミノタウロスと渡り合っているのは、ベートの忌いみ嫌う、愚かで惰弱だじゃくな冒険者の一人ではない。

　確かな実力の片鱗を窺うかがわせる、紛れもない新人冒険者ルーキーだ。

　一ヶ月。まだ、一ヶ月である。

　僅か三十日前後の時間幅スパンでは、才能に恵まれた冒険者とはいえ見違えるほどの成長は得られない。並大抵の冒険者ではそれこそ亀の歩みだ。

　底辺の脱出からの、ありえない飛躍ひやく。

　ベートは立ちつくす。

　月日とも言えない短い時間の中で、もはや別人に化けたベルに戸惑いを覚えるしかない。

　心中で巻き起こるのはことに対する不可解さと、戦慄だった。

「……」

　ベートの隣でまた、アイズの視線もベル達に釘付くぎづけとなっていた。

　透いた輝きを湛たたえる金色の瞳が、驚きを孕はらみ、確かな興味に揺れている。

『ウヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

「あああああああああああああああああああッッ！」

　雄叫おたけびが走る。

　モンスターとヒューマンが真まっ向こうから衝突し、力と速度の戦いを継続させる。

　自然にアマゾネスの姉妹はアイズ達のもとへ引き寄せられ、リリを横抱きに抱えるリヴェリアも合流する。

　誰もが口を閉ざし、一人と一匹が交わす闘争を最も近いところから凝望した。

「…………」

　精鋭である【ロキ・ファミリア】の冒険者達がその死闘を見守った。

　第一級冒険者を名乗ることを許された彼等から見れば、やはりそれは稚拙ちせつな戦いだった。

　彼等の足もとにも及ぶことはない、レベルの低い争い。

　けれど同時に、彼等の瞳を摑んで離さない何かがあった。少なくとも、彼等の足を縫い止める何かがその中にはあった。

　ある者は瞠目どうもくし、ある者は鋭く見定め、ある者は冷静に静観する。

　幾多いくたの火花が散っていった。

　高らかな風の音が生まれていた。

　薄光が、周囲の空間から切り離すように、その光景を包み込んでいた。

　それはまるで童話どうわの一頁ページのように。

　荒ぶる牛の怪物と、小さな少年が、互いの命を燃やし、しのぎを削り合う。

　ティオナはゆっくりと目を細めた。

「『アルゴノゥト』……」

　それは一つのお伽噺とぎばなし。

　英雄になりたいと夢を持つただの青年が、牛人によって迷宮ラビリンスへ連れ攫さらわれた、とある国の王女を救いに向かう物語。

　時には人に騙だまされ。

　時には王に利用され。

　多くの者達の思惑に振り回される、滑稽こっけいな男の物語。

　友人の知恵を借り。

　精霊から武器を授かって。

　なし崩しに王女を助け出してしまう、滑稽な、英雄の名前。

「あたし、あの童話、好きだったなぁ……」

　ティオナは両手を胸に抱き、宝物を見るかのように少年と牛人が戦う光景を眺めた。

　静かに浮かぶ懐古の笑みが、少女の面影おもかげを残す彼女の顔を彩る。

　水面に波紋を投じるように、呟きはその場にいた者達の耳朶じだを叩いた。

　音響が弾け、白い影と赤銅の影はぶつかり合う。

　多くの者が見守る中、童話まがいの戦闘は白熱の一途をたどった。
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　体が軽かった。

　頭が冴さえていた。

　想いが燃えていた。

　視界を絶え間なく過ぎ去っていく大刃をくぐり、前へ。

　浴びせられる雄叫びを自身の咆哮ほうこうで相殺そうさいし、前へ。

　勝利をもぎ取ろうと全身を奮い立たせて、前へ。

　目の前の敵が、今の自分の全てだった。

　初めて思った。

　情けない妄想でもない。

　格好悪い虚栄心きょえいしんでもない。

　ただ夢を見ているだけの、不相応な願いでもない。

　英雄になりたいって。

　コイツを倒せる英雄になりたいって。

　弱い自分だって奮い起こしてみせる、強い英雄みたいな男になりたいって、初めて心から思った。

　僕は。

　英雄に、なりたい。
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「……っ！」

　ガタッ、と。

　フレイヤは椅子を飛ばし、その場で立ち上がった。

　ベルとミノタウロスが激戦を繰り広げている同時刻。

　宙に浮かぶ円形の窓の前で、フレイヤは立ったままその銀瞳を愕然がくぜんと見開く。

「……まさか、本当に？」

『神の鏡』と呼ばれる、下界で行使の許された『神の力アルカナム』がある。

　本来は天界から下界を覗のぞくための千里眼せんりがんめいた一方通行の能力であるが、道楽のもと企画される下界の催しを、神達が楽しむために認められた唯一の特例であった。

　勿論もちろん、催もよおし以外の私的な流用は固く禁じられている。露見すれば即刻天界へ強制送還だ。

　また『神の鏡』は各チャンネルパターンにおいて、特定の波動が出て最寄りの神達にまず察知される。自滅する愚かな真似はどの神もしなかった。

　だがこの美の神フレイヤは、己の美貌びぼうを使って周囲の神おとこを誑し込んでいた。

『今日一日限り』『どの【ファミリア】にも不利益を出さない』『ダンジョンの一部分』、という契約のもと、リスクを承知で一本の抜け道を作り出していたのである。

　全ては、この一戦を眼にするため。

「……ああっ！」

　目の前で浮かぶ『鏡』を通して見える光景に、フレイヤは顔を驚愕から歓喜、恍惚こうこつへと移ろわせる。

「ふふっ、うふふふふっ……!?　見ている、オッタル？　この美しい光景を……！」

　光った。

　ベルの魂が、輝かしいまでに。

　フレイヤの瞳を焼くほどに。

　あれだけの輝きを放ちながら、まだその色は澄み切った透明色。

　純粋な願望。

　意図も打算もない、汚よごれも穢けがれも知らない、純然な意志。少年は何かを願ったのだ。

　ベルの中で、『可能性』が芽吹めぶいた。
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　戦いが続く。

　ベルとミノタウロスは頻しきりに互いの立ち位置を入れ替えた。

　四本の足が草原を踏み締め、駆け上げ、蹴り貫き、何度も何度も交錯していく。

　絡み合う二つの動きは止まらない。

（図体に、騙されるな！）

　眦まなじりを吊り上げ、ベルは猛たける意志を己の体に装塡そうてんする。

　ベルは既に恐怖とは無縁の位置にいた。

　枷かせを砕き、呪縛から解き放たれたベルにもう後退の文字はない。

　怯ひるむことなくミノタウロスの猛攻を防ぎ続け、隙を見つけては勇猛果敢ゆうもうかかんに斬りかかる。

（ただでかいだけだ！　よく見ろ、目を瞑るな！）

　ベルは自分の双眸へと念じる。

　ミノタウロスの怪力は確かに脅威きょういだ。まともに受ければ致命傷は避けられず、掠かすっただけでも体の半壊は免れない。壊すことに特化した力はたった一撃のもとに敵を圧倒してのける。

　だが、それだけだ。

　一撃を食らう前提は前提を越えない。命中しなければ、大剣という必殺もただの粉飾に成り下がる。

　ベルの視界は今までにないほど鮮明クリアだった。

　その深紅ルベライトの瞳を凝こらし、ミノタウロスの表情から筋肉の動きまではっきりと捉えている。

　恐怖を拭い注視すれば、相手の巨軀はありあまる情報をベルに与えてくれた。常に全力全壊で回転し続ける敵の肉体は──凄まじいまでに怒張する筋肉の塊は、攻撃のタイミングから方向性まで何から何までベルに教えてくれる。

　ミノタウロスの動きは愚直ぐちょくだった。雑だった。

　ベルが容易よういに先読みできてしまうほど、なっちゃいなかった。

（コイツより速い相手と、何度も戦ってきたんだろう！）

　自分が師事したあの少女と比べれば、目の前の相手は、ただの動く木偶でくだ。

　冒険者の武器を装備してのけるその特殊性も、あくまで大剣を使えるようになった、それだけのこと。

　この程度では、あの憧憬どうけいの少女には遠く及ばない。

　ミノタウロスの攻撃は当たらない。当たらせない。

　筒抜けの一撃必殺はことごとく空くうを切り、見え透いた軌道は漆黒しっこくのナイフで叩き落とす。

　ベルは速度という己の十八番おはこを最大限に稼働させ、ミノタウロスの攻撃を往いなし、防ぎ続けていった。

「……さっきから何なんだ、あのナイフは？　自分てめえよりずっとでけえ大剣を弾いてやがんぞ？」

「いや、武器の性能もそうだが……」

「上手い。技でミノタウロスの攻撃を捌さばいてるよ」

　紫紺の輝きが瞬き、大剣を打ち払う。

　その光景を外から見つめるベートの疑問に、リヴェリアとフィンが答えた。

　使用者の【ステイタス】によって能力を上昇させる《ヘスティア・ナイフ》と言えど、二Ｍメドルにも届こうかという大剣が相手では真っ向から太刀打ちできない。際立ったミノタウロスの膂力りょりょくもあって、まず力負けする。

　ベルは向かってくる大剣に対し、その側面を狙っていた。

　退路を絶ってくる攻撃の軌道をずらし、僅かに生じた空隙へ体をねじ込んでいる。少しの手もとの狂いも許されない、紙一重の防御だ。

　アイズから盗み学んだ迎撃方法。そして培つちかわれた技と瞬時の駆け引き。

　少女に叩き込まれた教えがベルとミノタウロスを拮抗きっこうさせる。

　金色の逢瀬おうせから得たベルの全てが、この一戦のもとに結実する。

「本当によく凌しのいでる。でも……」

「攻めきれないっ」

　瞳を薄くするティオネと、落ち着きなく体を揺らすティオナの視線の先、剣撃を右手の《ヘスティア・ナイフ》で迎撃したベルは左手の《バゼラード》で反撃を試みるも、弾かれる。

　短剣はミノタウロスの体を浅く斬りつけるものの、ダメージといえる傷に至っていないのは明白だった。せいぜいかすり傷がいいところだ。

　ミノタウロスは荒い鼻息を出して、すぐさまベルを懐ふところから追い払う。

「……ミノタウロスの肉は、断ちにくい」

　幾千幾万いくせんいくまんというモンスターを斬ってきた【剣姫】の、ミノタウロスに対する確かな評価。

　その隆々とした肉質は飾りではない。筋肉の束はその強度もさることながら、過剰なまでに重なり合うことで、あたかも分厚いゴムを切っているかのような感覚を相手に預けてくる。

　更に、耐久力が充実しているドロップアイテムとして評価の高い体皮と組み合わさることで、ミノタウロスの守りは半端な攻撃では崩せない構造となっている。皮それ自体は耐熱耐寒効果を持つことでも重宝されていた。

　中層域のモンスターの中でも群を抜いて特化したその力と耐久力が、多くの冒険者達にモンスターの代表格として覚えられる所以ゆえんでもあるのだ。

『ヴゥムゥウウウウウンッ！』

「づっ！」

　攻守一体を体現するミノタウロスに、少しずつではあるがベルは劣勢に立たされつつあった。

　もとよりＬｖ．2にカテゴライズされるミノタウロスとＬｖ．1のベルの間には、埋め合わせることのできない能力の開きがある。

　それはミノタウロスの揺るがないアドバンテージ。

　ベルにとっては絶望的なまでの基礎の差。

　生まれ持った怪物の能力ステイタスは、にわか仕込みの技術を高圧的にねじ伏せてしまう。

「ベル様っ……」

　ある程度回復の兆きざしを見せ、リヴェリアから下ろしてもらったリリが絞しぼり出すようにベルの名を呼ぶ。

　彼女が見守る中、ベルはもらえば一溜りもない剛剣を地面へ転がって躱す。

　すかさずミノタウロスが蹄ひづめで踏み潰そうとしてくるが、持ち前の速さで緊急脱出し《ヘスティア・ナイフ》を一閃いっせん。

　咄嗟とっさに大剣で防がれる。鋭い金属音。

「……！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

《ヘスティア・ナイフ》を異常なまでに警戒するミノタウロスに、ベルは焦燥しょうそうを隠せない。

　間違いなくこのモンスターは、《ヘスティア・ナイフ》が自身に有効打を与えうるベル唯一の武器だと勘付いている。

　同時に、ベルの方も感じ取っていた。

　敵は、このミノタウロスは、こちらが本格的にナイフで攻勢に転じようとしたその瞬間、防御を捨てて潰しにくると。

　肉を切らせて骨を断つ。相手はそれを心得ている。

　その瞳の奥に宿る理性の光と、何より不自然にへし折られている片方の角を見て、ベルは直感していた。

「こん、のッッ！」

　間合いが若干開いて、仕切り直し。

　ベルはこなくそとばかりに勢いよく右手を突き出した。

　ミノタウロスはその両眼を大きく見開く。

「【ファイアボルト】！」

　炎雷えんらいが轟とどろいた。

　爆砕音とともにその巨大な体が後退を余儀なくされる。

　ダンジョンの天井にも届く猛牛の叫喚が、緋炎ひえんの向こうから発せられた。

「……詠唱、してる？　あの魔法？」

「いや……小声で口ずさんでいるようにも見えねえ」

　Ｌｖ．1のベルがＬｖ．2にカテゴライズされるミノタウロスと戦闘が成り立っているのは、魔法の恩恵に依よるところも大きかった。

　身体能力では完璧に劣おとっている中、あわやという場面で追い込まれても『速攻魔法』が絶体絶命の危機を何とか退しりぞけている。

　しかし、

『ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

「……っ！」

　通らない。

「軽い」

「ああ、決定打には届かない」

「あの行使速度には目を見張るものがあるけど、相手が悪い。対人には凄すごい効果を発揮しそうなんだけど……」

【ファイアボルト】の弊害へいがいがここに現れていた。

　威力が低い。

　二Ｍメドルを越えるミノタウロスの体は傷付いてはいる。炎雷によって焼け焦げた胴体は、しかしそれだけだ。深手にはほど遠い。

　一般的な攻撃魔法ならばいざ知らず、【ファイアボルト】の場合は必殺にたりえなかった。

　火力が、未熟過ぎた。

「手詰まりか」

「決めつけるにはまだ早い……と言いたいところだけど」

　猛然と襲いかかってくるミノタウロスにベルは再び防戦を課かせられる。

　攻められる時間が徐々に長くなっているベルの旗色を、リヴェリアとフィンはいっそ冷徹れいてつなまでに観察していた。

　どんなにベルがミノタウロスと張り合い奮戦しても、攻撃が成立しないことには勝機は絶対に訪れない。敵の胸部を狙って一撃必殺に賭けようにもその厚過ぎる胸筋に阻はばまれる。ナイフの短いリーチでは魔石きゅうしょまで刃が届かず、有効打を与えられない。

　もはや残されているのは玉砕覚悟の特攻くらいなものだ。

　そしてその戦術が敢行されてしまった瞬間、ミノタウロスの勝ちが九分九厘決定してしまう。

　攻撃の無機能。いかなる戦局においてもそれは致命的と言えた。

　ミノタウロスが咆哮する。

　大剣によるフルパワーの振り下ろしが、逃げ遅れた《バゼラード》の刃を真っ二つに叩き折った。

　ベルの顔が硬直する。

「彼には、武器がない」

　フィンの言葉が風に乗った。

　爆撃めいた一撃が地中を掘り返し、小規模のクレーターを作り上げる。

　破壊された短剣を持った左腕で顔を覆うベルは、衝撃波に踊らされながら空中を泳ぎ。

　短い滞空時間を経て地面に着地した、次の瞬間。

（──武器ならっ、ここにあるだろうっ！）

　ミノタウロスの大剣を睨にらみつけ、顔を覆っていた──振りかぶっていた短剣の残骸ざんがいを、全力で投擲とうてきした。

『ヴ!?』

　一直線に撃ち出された短剣がミノタウロスを奇襲する。

　刃を半分から失った《バゼラード》がその瞳に映り、歪いびつな剣身の断面が鋭利に光る。

　顔面に突き進んでくる銀の矢に対し、ミノタウロスは小賢しいとばかりに首を振るった。

　頭の片角があっけなく短剣を弾き返す。

　一方で、ベルは。

　その光景を見届けるまでもなく、既にスタートを切っていった。

『──!?』

「うああああああああああああああああっ！」

　迎撃に手間取ったミノタウロスの対処が遅れる。

　体を捻ひねり刺突しとつを繰り出そうとするのは右手、《ヘスティア・ナイフ》。

　調教されたモンスターは目の色を変え、今はまだベルの半身に隠れている右手の一撃を防御しようとする。

　地面を抉えぐっていた大剣を無理矢理に引き戻し、刃の腹を盾のように構えた。

（かかったッ！）

　ミノタウロスの驚愕のほどは、一杯に見開かれたその双眼が如実に表していた。

　ベルの体に隠れ、今まさに放たれようとしている刀身の色は、漆黒しっこくではなかった。

　白刃。ただの《短刀》。

　神のナイフは、《バゼラード》を投じた次には忍ばせておいた左手の中だ。

　腕の影から紫紺の輝きが溢れ出す。

　深紅ルベライトの瞳が鋭く射抜く方向、ベルの狙いは、その大剣。

「ふッッ!!」

『グヴゥ!?』

《ヘスティア・ナイフ》を逆手に持った左手が翻ひるがえり、大剣の柄を握るミノタウロスの右手に叩き込まれる。

　不安定な体勢のまま、敵の刺突だけを警戒し構えられた大剣そのものは、あまりにも無防備だった。

　グズリ、と漆黒の刃が右手首に埋まり、骨も、筋組織も断絶する。

　ミノタウロスの苦悶くもんの鳴き声が散る最中、ベルは一思いに刃を捻り、ありったけの力で大剣ごと右手を空へと斬り飛ばした。

　血飛沫ちしぶきが一気に舞い、遠くでフィン達が目を見張る。

『ゴ、ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　ミノタウロスが天井へ仰のけ反ぞる。

　間近で爆発する絶叫にもかかわらず、ベルは膝を溜ため、その場で跳んだ。

　相手の巨体を梯子はしごに見立てるかのように、膨ふくれ上がった肩へ足をかけて蹴り飛ばす。中空へと飛翔ひしょうした。

　ぐぐっとその細腕を懸命に伸ばす先には、血塗れた大剣。

　フォンッ、フォンッ、と空中で円を描く長大な剣の柄に指を掠めて、次には──摑み取る。

　間を置かず、フロアへ落下。

『ヴッ、ヴォアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　切り裂かれた手首に悶え苦しむミノタウロスは反転し、後方に降り立ったベルへ飛びかかる。

　ソレを返せと言わんばかりに筋肉で編まれた左剛腕を伸ばし、大剣を奪回しようとする。

　ミノタウロスに背を向けるベルは、左手に剣の柄をあてがったまま、ゆっくりと振り返った。

　右腕を静かに突き出し、一声。

「【ファイアボルト】」

　大爆発。

『～～～～～～～～～～～～～～～～ォ、ッォォ!?』

　至近距離からの射撃に、ミノタウロスの体は地から浮く。

　今までがそうであったように炎雷の速度と爆圧に押され、空足を踏みながら後方へ追いやられた。

　炎の矛ほこが直撃した胴体から体皮が焼け落ち、そして爆炎が大気中にのさばる。黒い煙とともに、地面の草原にも緋色の火が燃え移っていく。

　間髪入れず。

　視界を塞ぐ爆炎の中から、黒煙を突き破ったベルが、大剣を両手に斬りかかった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　大上段から振り下ろされた、渾身こんしんの一撃。

『ヴグゥッッ!?』

　鋼を彷彿させる強[image: ]きょうじんな肉体に、太い赤線が走った。

「入ったぁっ!?」

　斜しゃに刻み込まれた傷痕から血が飛び散り地面を斑まだら模様に彩る。

　ティオナの口から驚愕の歓声が漏れ、ミノタウロスはぐらりと後方によろめいた。

　ベルはこの好機を逃さない。

「んのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

『ヴオォォッ!?』

　相手の手へ渡った武器がミノタウロスへ牙を剝むく。

　肉厚の刃が風を巻き込んで、ベルの手を散々焼かせた破壊力を解放させた。

　立て続けに迸ほとばしる強撃。

　大規格の得物が休むことなく駆け続ける。

「うわっ、下っ手くそ……!?」

「でも、押してるわ」

　お世辞にもベルの大剣捌きは格好がいいとは言えなかった。

　大剣を振るうのではなく、むしろ大剣に振り回されているような絵。細い体が大重量の銀塊に外見負けしてしまっている。

　しかし、怒涛どとうのごとき勢いはミノタウロスを圧倒する。

　まるで風の渦だ。剣が縦横無尽に走り抜け、ベルの咆哮を道連れに銀の大閃を見舞っていく。

　猛牛のモンスターは動揺していた。瞬間的に逆転したこの戦況に置いてけぼりにされ、防衛行動を上手く働けない。立ちつくす体が破竹はちくの進撃にじりじりと押され、連続の被斬。

　散り散りと血の欠片かけらが飛ぶ光景の中、ミノタウロスの体が裂傷まみれになっていく。

　それまで与えられなかった傷が、ダメージが、確実に蓄積されていった。

『ゥ──ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　怯んでいたミノタウロスが、吠えた。

　調子に乗るなと全身を怒らせ獣の本能を取り戻す。

　地面に打ち込んだ踵かかとがそれ以上の後退を許さず、負けじとばかりにベルを押し返した。

「『──────────────ァッッッ!!』」

　決戦する。

　もつれ合う気勢と気迫が空気をわななかせた。既に意味をなさない互いの轟声がダンジョンに満ち満ちる。

　モンスターの剛[image: ]に応えるようにヒューマンが巨剣を振るった。人の剣技に真っ向から対決するように怪力がつくされた。

　妥協を彼方に放り投げたぶつかり合い。凄烈せいれつな一進一退を繰り返す。加速が、止まらない。

　不格好に放たれた前蹴りを大剣が打ち落とす。

　防御に構えられた剣の上から殴撃が敵の額を割る。

　振り上げられた斬撃が相手の骨を砕き、肉を裂く。

　蹄型に陥没する地面、剣圧で一線に切り裂かれる草花、激突の猛威に千切られる空からの燐光。舞台装置が静かに壊れていく。

　なけなしの力を振り絞る雄と雄は決して止まろうとしなかった。決して手を休めようとしなかった。

　止まらない、止まれない、譲れない。

　血塗れた銀剣とひび割れた蹄が、火花を打って、もう一度ぶつかり合う。

　闘いの終結が間近に迫っていることは、誰の目から見ても明らかだった。

「うあああああああああああああああああっ！」

『ヴゴォッ!?』

　ベルの全身を利用して放たれた回転切りがミノタウロスの横っ腹に決まる。

　肉の鎧と化している腹横筋の表層を半ばまで斬り裂き、刃は止まった。そこからは一気に弾くように大剣が振り抜かれ、ミノタウロスは横合いに吹き飛ばされる。

　ビキリ、という大剣の小さな呻きが、激痛に歪む悲鳴にかき消された。

『フゥーッ、フゥーッ……!?　ンヴゥウウウウウウオオオオオオオオオオオオッ！』

　離れた彼我の間合い、およそ五Ｍメドル。

　出血する胴を一頻り押さえた後、ミノタウロスは目を真っ赤に染め、両手を地面に振り下ろした。

　原型のなくなった両手が地面を踏み締め、頭は低く構えられる。臀部でんぶの位置は高く保たれ四つん這いになるその姿は、まさに猛牛のそれだ。

　ベート達は目を剝いた。

　追い込まれたミノタウロスに度々見られる突撃体勢。

　己の最大の角ぶきを用いる言わば切り札。

　進行上の障害物を全て粉砕してのける強力無比なラッシュだ。

　ただし、この距離では助走が足りない。短い間隔では威力も半減する。

　なりふり構っていられないほどミノタウロスが瀬戸際まで追い詰められた、何よりの証左。

『──』

　最後の矜持きょうじによって残されていた片角が、ベルの見張られた瞳をギラリと焼いた。

　眼球の奥底に届く視線の矛。無言の疎通。溶け合う意志と意志。

　呼吸を止めたかのように、一瞬、周囲の空気が限界まで張り詰めた。

　ベルの眼差しと、ミノタウロスの眼光がかち合う。

　そして、




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

『ヴヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　突っ込んだ。

（──若い）

　真っ向からの突撃を断行したベルに、リヴェリアは目を細める。

「馬鹿がッ！」

「駄目です、ベル様ぁ!?」

　青い感情を非難するベートの罵声ばせいと、張り裂けるようなリリの悲鳴。

　響き渡る声さえも突撃風景の加速剤へと変わり果て、ベルとミノタウロスの耳には疾風の音が渦巻く。

　一気に縮まる間合い。瞳の中で大きくなる互いの姿。肌を打つ猛々たけだけしい覇気はき。

　大剣が右肩に振り上げられ、一角が巻くように右肩へ溜められる。

　振り下ろしと、すくい上げ。

　寸分狂わず同時に発進する。

　瞬く間に、決着の一撃が邂逅かいこうした。

（──）

　銀塊が砕ける音。

　大剣に食い込んだミノタウロスの角が、そのまま突き進み、果てに、刃をへし折った。

『ヴヴッ──！』

　武器は摩耗する。

　遠征中、いずれ武器が使い物にならなくなるように。

　碌ろくに整備の受けられなかった剣は、摩耗する。

　ダンジョンに閉じ込められること一週間。

　オッタル、そしてミノタウロスという力自慢に振り回され続け、著しく強度を下げていた銀の大剣は、ついに限界を迎えた。

　根元の辺りを粉々に破砕され、その上からの剣身が明後日あさっての方向に飛ぶ。

　ミノタウロスの角は、傷一つついていない。

　細かい銀の雨がベルの視界を飛散していく。

　右袈裟けさに振り下ろされた刃のない大剣は、虚むなしく空を切った。

　左上方に振り上げられた片角も剣を仕留めるにとどまり、ベルとミノタウロスは綺麗にお互いの脇をすり抜ける。

　ベルの瞳に映った、口端を裂くミノタウロスの相貌そうぼう。

　敗者に送りつける嘲笑ではない、勝利に飢えた者の剛毅ごうきな笑み。

　切り札を失った相手に対し、ミノタウロスは確実な勝機を見出していた。

　白い前髪が、静かに深紅ルベライトの瞳を覆う。

　時間がスローモーションになり、ゆっくりとミノタウロスが視界の外へと消えていく中。

（切り札は──）

　ベルは、

（──こっちだッッ!!）

　漆黒のナイフを抜いた。

「ッッ！」

　急激な超ブレーキ。

　すれ違ったミノタウロスのすぐ後方で突貫の勢いを殺してのける。

　最大酷使される膝からの悲鳴を無視し、回転。

　互いの位置は密着に届こうかという背中合わせ。限界突破した『敏捷』アビリティが、ベルに突撃からの第二撃を繫げさせる。

　左逆手に装備された《ヘスティア・ナイフ》が、大気の上を滑り抜け燦然さんぜんと輝いた。

　角を上方へ振り上げた体勢で足を止めたミノタウロス目がけ、迫撃する。

「シッッ!!」

『ヴオッ!?』

　巨軀の右脇下に叩き込まれた《ヘスティア・ナイフ》は天然の鎧を貫通した。

　遠心力が上乗せされた最大威力。まさかの不意打ちにミノタウロスの姿勢が揺らぎ、横にぐらりと流れる。

　そしてベルは、体内に届いた黒刃をぐっと押し込み、ありったけの力を込めて──砲声した。

「ファイアボルト！」

　ドゴンッ、とミノタウロスの全身が振り乱れる。

　体内で何かが爆発したかのように、肉厚の胸板が膨張した。

　ナイフに貫かれている傷口から火炎の息吹ががばっと溢れ出し、ミノタウロスの血走った瞳が限界まで見開かれる。

「ファイアボルトォッ！」

　更に肥大。

　奇天烈きてれつなまでに、ミノタウロスの上半身が風船のごとく膨れ上がる。

　体皮の上ならば魔法を無効化するさしもの肉体と言えど、体内では防ぐ術などありはしない。

　刃伝いに送り込まれた炎雷が体の中で暴れ狂い、ミノタウロスを直に焼き焦がす。

　行き場のなくなった火炎流は出口を求め、一気に喉内を駈かけ上がり。

　ゴオウッ、と鼻腔びこうと口腔こうこうから緋色の炎が勢いよく噴出した。

『ガハッ、ゲッハッ……!?　グッ……ォオオオオオオオオオオオオッ!?』

　喉を焼かれながらもミノタウロスは咆哮し、振り上げた巨腕を張り付いているベルへ直下させた。

　超膂力りょりょくから繰り出された肘鉄。

　寸分の疑いもなくベルの体を無残な肉塊へと変える極鉄槌。

　死が、一秒後に迫る。

　そして猛落下するハンマーが頭皮に触れる、その僅差きんさ。

















　ベルの方が、速かった。




「ファイアボルトォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　爆散。

『──────────────────────────────ッッ!?』

　凄まじい断末魔が炸裂し、ミノタウロスの上半身は粉々こなごなに弾け飛んだ。

　体内で圧縮されていた熱塊は爆ぜ、炎の轟華ごうかが咲く。

　ダンジョン天井にまで緋炎と煙が緩慢と立ち昇る。見る者に火山の噴火を連想させる光景の中、かろうじて原型をとどめた下半身がぐらりと崩れ落ちた。

　降りしきる血と肉の雨。

　千々に漂う黒焦げたそれらを、火炎の霧が彩る。

　音を立てて猛牛の破片が地面に転がっていくそんな最中さなか。

　空高く舞い上がり、その身を回転させていた巨大な魔石が、ザンッと地面に突き立った。
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「勝ち、やがった……」

　呆然と、ベートは呟いた。

　信じられないものを見るかのように、視線の先でたたずむベルを見つめる。

　こちら側を向く、その少年の背中から喚起かんきされる自己への問い。

　自分がミノタウロスを圧倒できるようになったのは、いつの頃だった？

　いや、自分一人であのモンスターを倒せるようになるまで、どれほどの時間がかかった？

　そう考えた矢先、ベートの顔と体が真っ赤に煮え滾たぎる。

　腹の中心から沸き起こるどうしようもない苛立ちと、羞恥が、全身の隅々まで行き渡った。

「……精神枯渇マインドゼロ」

「た、立ったまま気絶しちゃってる……」

《ヘスティア・ナイフ》を振り抜いた体勢でぴくりとも身じろぎしないベルに、ティオネとティオナの姉妹も啞然と呟きをこぼした。

　文字通り力を絞りつくした少年の姿に、ともすれば畏怖いふを覚える。

　まるで物語のワンシーンを切り抜いたかのように、冒険者は一体の彫刻と化していた。

「っ……！　質問に答えろ、小人族パルゥム！　あのガキは一体っ……!?」

「ベル様……ベル様ぁっ！」

「おい!?　……ちッ！」

　覚束おぼつかない足取りで駆け出していったリリにベートは舌打ちをする。

　説明できない情動に苛さいなまれながら苦虫にがむしを嚙かみ潰していると、その光景が目に飛び込んできた。

　防具を剝がされたベルの背中。ボロボロになった黒のインナーは破れ落ちる寸前で、肩甲骨辺りで綱のように残っている生地によって何とか繫ぎ止められている状態だ。

　そして所々に穴の空いたその薄布の下、夥おびただしく刻まれている【神聖文字ヒエログリフ】が姿をちらつかせていた。

「──！　リヴェリアッ、あいつの【ステイタス】を教えろ！」

「……私に盗み見をしろというのか、お前は」

　ベルの素肌が露出されているのは背中の上半分だけだった。

　下部の方に記されている『魔法』や『スキル』のスロットは窺うかがえず、また千切れかかっている生地が邪魔をして目の届かないアビリティ欄もいくつかある。

「あんな堂々と晒さらしておいて盗み見になるかよ！　あれをこのまま放置しておけば、お前が見なくたって他の奴等が目にするだろうぜ！」

　ただ視界に入っただけ、違反をするわけではないと、ベートは声を荒げて【神聖文字ヒエログリフ】を解読できるリヴェリアに詰め寄った。

　博識のエルフは嘆息しながら、それでもやはり興味があるのか、すっとベルの背に視線を走らせる。

　翡翠色の瞳が黒い文字群を追っていく。

「おい、まだかよっ」

「待て、もうすぐ読み終わ──」

　リヴェリアはそこで中途半端に言葉を切った。

　ベートは顔を訝しげにし、聞き耳を立てているティオナ達も不思議そうに彼女を見る。

　すぐしない内に、鈴を転がしたような笑声が彼女の口から漏れ始めた。

「……くっ、ふふ、はははっ」

「何なんだよ、オイ!?　ったくっ、アイズ、お前もちっとは【神聖文字ヒエログリフ】が読めんだろ！　何かわからないのかよ！」

　心底おかしそうに肩を揺らすリヴェリアにベートは悪態をつき、問答の先をアイズに向けた。

　直立不動を続ける彼女は、少年以外何も見えていないかのように己の視線をその背にそそいでいる。

　金の双眸は剣のように、鋭く構えられていた。

「……Ｓ」

「……はっ？」

「全アビリティ、オールＳ」

『オールＳ!?』

　ベートとティオナ達が驚愕の声を揃える。彼等は今度こそ、言葉を失った。

　実際のところ、『魔力』を始めとしたアビリティ欄はインナーの影に隠れて判然としないのだが、どちらにせよ似たようなものだとアイズは解釈していた。

　彼女は一つの事実をベート達に告げていない。

　今もリヴェリアの喉をくすぐっている、SS──アビリティの限界突破という、目を疑う現実を。

「名前は？」

　響く。

　沈黙を破る静かな声が。

　その声の出どころに、アイズ以外の視線が集中する。

　いくつもの瞳が見下ろすところ、フィンが、ポンポンと長槍の柄で自分の肩を叩いていた。

　冷静沈着にヒューマンの冒険者を見つめていた目は、くいっとベート達へと持ち上げられる。真剣な色に塗り固められた眼差しが、少年の名前を求めていた。

「彼の名前は？」

「し、知らねぇ……。聞いていない……」

「……リヴェリア。いつまでも笑っていないでくれ」

「ふふっ……ああ、すまない。それで、何だったか？」

「彼の【ステイタス】を読み取ってくれ。彼の真名まなを、だ」

「ああ、そうだったな。待っててくれ……」

【ステイタス】は神と『恩恵』を授かった者の関係を示す契約書の側面を持つ。

『恩恵』を機能させるためにも主神の名を表す象徴シンボルと、その対象者の真名が必ず刻み込まれているのだ。

　リヴェリアは記されている名を読み取ろうと目を細める、が、彼女の口が開くより先に。

　アイズがその名前を唇に乗せた。

「ベル」

「アイズ……」

　静かな声音が辺りに通った。

　依然その姿勢は変わらないまま。

　ティオナの声にも振り向かず、アイズは真っ直ぐ少年のもとへ意識を馳はせる。

「ベル・クラネル」

　路傍ろぼうの石ではない、はっきりとした少年の姿が、その金色の瞳の中に映し出されていた。
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　所要期間、約一ヶ月。

　モンスター撃破記録スコア、三〇〇一体。

　Ｌｖ．2到達記録を大幅に塗り替えた、世界最速兎レコードホルダー誕生の、三日前のことだった。

















　泣く声が響いている。

　喉のどを何度もしゃくり上げさせ、涙もぽろぽろと落とし、大きな大きな胸に縋すがり付く、小さな子供の泣き声。

　そして、体中を血だらけと痣あざだらけにしているそんな子供を、胸の中に抱きかかえながら、頭をぽんぽんと叩たたく、たくましい、一人の老人。

『痛むか、ベル』

　頭上から降る優しい声音に、子供は頷うなずきかけて、顔を横に振り、そして再び泣き出す。

　老人は笑みを浮かべ、震えながらしがみついてくる子供を抱きしめ続けていた。

『だから村の外には出るなと言ったじゃろう。ゴブリン達にボコボコにされおって、ぶったまげたぞ』

　懐なつかしい声。懐かしい仕草。懐かしい笑み。

　もう見ることも感じることもできないその人の姿は、この夕暮れの空間の中でも、とても眩まぶしかった。

『だが、よく耐えた。お前はあのモンスター達に負けなかった。胸を張れ』

　夕焼け色の空、金色に輝く一面の平原。

　どこか見覚えのある美しい光景の中で、あの人の穏やかな言葉は、全て胸の中の子供に向けられている。

　それはきっと、もう思い出せない記憶の断片で。

　目を覚ませば忘れてしまう、一番古く、一番思い焦こがれた、いつかの願望で。

　かけがえのない、幼心の、淡い憧憬しょうけい。

『格好良かったぞ、ベル』

　その大きな笑みに、子供はもう一度泣き出して。

　朦朧もうろうとした頭で、涙を何度も溢あふれさせ、その瞳の奥に憧れを映して。

　すぐ近くにあるその人の顔を見上げ、涙声で誓ちかおうとする。

　小さな子供じぶんの口の動きと、その外側でたたずんでいる僕じぶんの声が、言葉の形だけを変えて、ぴったりと重なり合った。

　僕は、貴方あなたのようになりたいです。

　僕のことを助けてくれた、貴方のような強い人になりたいです。

　貴方のような、僕だけの英雄になりたいです。

『小さい小さい。儂わしなんか目標にするくらいなら、もっとでかいものを目指せ』

　それじゃあ、お伽噺とぎばなしの英雄のようになれれば。

　誰もが称たたえてくれるあの人達のようになれれば。

　貴方は、僕のことを好きでいてくれますか。

　貴方は、僕のことを誇りに思ってくれますか。

　貴方は、喜んでくれますか？

『ああ。頰ほおが落ちるくらい喜ぼう。あいつは儂の孫なんだと、他のやつ等に自慢して、大声で笑って、いつまでも誇りに思おう』

　なら僕は。それなら僕は。必ず僕は。

　貴方が天からいつまでも見守ってくれる、そんな、たった一人の……。

『いつまでも見守ろう。いつまでもお前のことを思っていよう。だから、儂のために、だなんて口にするな』

　くしゃくしゃな皺しわを作って、あの人は満面の笑みを浮かべる。

『男なら女の尻を追いかけろ。男なら女子おなごのために突っ走れ。見栄を張れ。前を向け』

　そして透いた瞳で、あの人は言った。

『惚ほれた女子達のためなら、英雄だろうが、何なんだろうがなれる。何なんでもできる』

　夕焼けと金色の光景が遠のいていく。

　視界が暗闇くらやみに閉ざされていく中、必死に手を伸ばすと、光の奥で、あの人は最後にその言葉を口にしてくれた。

『何せ、お前は儂の自慢の孫だからな』
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「何の夢を見ているんだい、ベル君……」

　頰ほおを伝う涙滴に、ヘスティアは小さく尋たずねた。

　バベルの治療施設に設置されたベッドで、己の眷族けんぞくは静かに眠りこけている。金髪金眼の少女達の手で運び込まれ、サポーターの少女も一緒だ。穏やかな寝息が室内の静寂せいじゃくに溶け込んでいく。

　激戦を越え、勝利を収めた少年の顔は何の表情も浮かんでおらず、安らかだった。

「……色々言わなきゃいけないことがあった筈はずなのになぁ」

　閉じられた瞼まぶたからこぼれた一筋の涙を、ヘスティアはそっと指ですくう。

　口を薄く開きまた深い眠りにつき始めた少年を前に、ゆっくりと、もの静かな笑みを浮かべた。

「頑張ったね……おめでとう」

　辺りを静かに見回した後、ヘスティアはベルの前髪を優しくかき上げ、その額ひたいへと唇を落とす。

　頰を淡あわく染める女神は、新しく背に書き綴つづられる少年の物語を見て、瞳を細めた。

「これで、一頁ページめだ」






























あとがき









　第一部完です。

　紆余曲折うよきょくせつありましたが、作者自身が読みたかったもの書きたかったものを出し切った、そんな第三巻になります。




　この本書の物語の原型を書き上げる前後の頃でしょうか、冒険はしたもの勝ち、と思うようになりました。

　今の自分が知らない、新しい何かを始めるのは勇気がいることです。何もわからないということは、それだけでとても恐ろしいものだと、少なくとも作者はそう思っています。

　ですが、何が起きるかわからない、先が全く見通せない、そんな冒険へと一歩踏み出した瞬間、自分の中で何かが確実に変わります。

　これは他者様の受け売りではありますが、「挑戦することに成功は保証されていないが、成長は保証されている」だそうです。

　成功失敗の結果は必ず付き纏まといますが、それでも妥協を許さなかった分だけ、相応の成長が約束されているのだと。それだけは確信しております。

　冒険をしよう。

　冒険者でありたい。

　土壇場どたんばになって回れ右を実行する救えない性分でありますが、作者はよくそんなことを考えています。

　それでは謝辞を。

　この第三巻は限定版の刊行も伴って常より多くの方々にご協力を頂きました。ヤスダスズヒト先生を始め、Ｈ２ＳＯ４様、黒銀様、狐印様、四季童子様、ｔｏｉ8様、仁村有志様、はいむらきよたか様、るろお様、美麗なイラストを本当にありがとうございました。今回の刊行に尽力してくださった担当編集様を含めた関係者皆様にも深く御礼申し上げます。

　また一巻からここまで本作品に目を通してくださった読者様に、最大限の感謝をしたいと思います。

　二部、新章からは少しずつ世界観を広げていけたらという野望を少々。既刊作品に劣らないよう盛り上げていくのを目標に、第四巻も何とか早くお届けできるよう、鋭意努力していきたいと思います。

　次巻でお会いしましょう。

　ありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ










＜著者＞


大森藤ノ（おおもり　ふじの）



　迷宮と聞くと真っ先に現れるのはミノタウロスで、モンスターと聞いて連想するのもやっぱりミノタウロスです。昨今ではすっかりやられ役が定着しているようにも感じますが、自分にとってあのモンスターはいつだって怪物の象徴です。

　ファンタジーにおいて、ミノタウロスは越えなければならない壁なのだと、作者はそう思ってます。




＜イラスト＞


ヤスダスズヒト（やすだ　すずひと）



　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画など他多数。

公式サイト http://www.suzuhito.com/









ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5108

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６‐００３２

東京都港区六本木２‐４‐５

ＳＢクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/











ＧＡ文庫




ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか３




大森藤ノ
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